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　──水みず森もりくん、君ね、今月も契けい約やく取れなかったら基本給だけになるから。そこんとこ、わかってるだろうね？

　会社を出る際に上司の野の崎ざきにぶつけられた言葉が、頭の中でぐるぐると回っている。

　一度しか言われていないはずの科白せりふに、何度も頭を殴なぐられるような気分を味わいながら、水森日ひ南な人とは正座している足をもぞつかせた。

　そわそわと落ち着かないのはそればかりではなく、現在いる場所が水森のような若手社員が利用するには少々価格設定の高い店の個室であることも一因である。店内ＢＧＭの和楽器の調べに、水森の心は緩ゆるやかに乱れていった。

「落ち着かないね。どうかしたの？」

「い、いえ……」

　対面で日本酒を傾かたむけるのは、取引先である大手量りよう販はん店てんの担当者・渡わた瀬せだ。

　四十半ばの渡瀬はいつも精力的で、口くち下べ手たで声も小さく人の目をきちんと見て話すことすらままならない水森とは、正反対の人物だ。にも拘かかわらず、彼は水森の下手な営業トークを親身に聞いてくれた稀け有うな人物だった。

　今日も機き嫌げんは悪くないようで、入店してからずっと、渡瀬は饒じよう舌ぜつに語り続けている。

　ただ、その話題は全すべて今回の取引とは無関係のものばかりであり、肝かん心じんの契約の話を出すと無ぶ粋すいだ、まだ仕事の話は、と笑ってはぐらかされる。

　今まさに崖がけっぷちである水森にしてみれば、早々に結論を出してもらいたいというのが本音だ。

　勿もち論ろん、接待なのであまり焦あせって話をするものではないとわかっているのだが、それにしても渡瀬は引っ張りすぎでもある。

　だからといって、一いつ旦たん話を終わらせてじゃあ次の相手へ、というわけにはいかなかった。

　──水森くん、わかってるだろうね？

　ずっと頭の中を巡めぐっている上司の言葉に、胃がきりきりと痛みだす。

　水森は無理なく進学した大学を卒業後、そこそこ無難な衣料メーカーに就職した。

　在学中から地道に取り続けた事務系の資格を見込まれたのか、入社後は総務部に配属され、これで平へい穏おんな人生を送れる、と安心しきっていた。

　人と争わず、前へ出ず、ひっそりとした平へい凡ぼんな道をこの先も歩めれば、と思っていた矢先、不ふ況きようの折、人員削さく減げんのために水森を含ふくむ社員数名が営業部に回された。

　水森は元来対人スキルの高いほうではない。

　初対面の人物とうまく話すことも出来ないし、なにより人と向き合うことをできるだけ避さけてきた自覚がある。営業向きかと言われれば、答えは否いなだ。

　つまるところ、そんな極きわめて不適材不適所な先日の人事異動は、自主退職が狙ねらいだったのだろう。

　会社は露ろ骨こつな肩かたたたきを隠かくそうともせず、営業部に異動した社員の基本給は「未経験」という理由から、税込で十二万円しか支給されない。そこに、異動後三か月のみ保障給として八万円がプラスされる。三か月後は保障給が歩合給に変わるのだ。

　水森の現在の営業成績は、三か月連続で成果ゼロの状態である。

　だから余計焦ってしまっているというのも事実だ。

　同じように営業職に回された同どう僚りようの半数以上は既すでに退職し、水森も会社に向かう足取りが日に日に重くなる一方だった。

　けれど、新卒ならまだしも、真ま面じ目めだけが取り柄えの事務系男性社員に世間の風当たりは厳しいことは間ま違ちがいない。自分の対人スキルや能力を慮おもんぱかれば、今いま更さらの再就職が難しいこともわかっている。

　本音で言えば辞やめたいところであったが、状じよう況きよう的に見て辞められないというのが実情であった。

　──だから、どうしても契約に繫つなげたいんだけど……。

　長めの前まえ髪がみの隙すき間まから、対面の渡瀬をちらりと見やる。にこっと笑いかけてくれるので、水森もぎこちなく笑えみを返した。

　──……もし契約する気がないとして、この人、どういうつもりで俺の接待受けてるんだろうな……。

　経費はこちら持ちであったが、それでも話題が豊富でない水森と話していて面おも白しろいとは思えなかった。

　それなのに、誘さそえば必ず「いいよ」と言ってくれるから下手に希望を持ってしまう。

　彼と消化した接待の数を思えば、この三か月の間、他ほかを当たれたのではないだろうかと悔くやむ気持ちも微かすかに湧わいた。けれど、今更そんなことをしている時間などない。

　この先どうしようか、と嘆たん息そくすると、いつの間にか渡瀬が隣となりに移動してきていることに気づいた。

　驚おどろいて身を引くと、いささか乱暴に手を握にぎられる。

「……っ」

　久しぶりの他人との接せつ触しよくに、心臓がいやな具合に跳はねる。

　──え、なに……？

　その手の熱さに、湿しめった感かん触しよくに、息が止まりそうになった。

「あの……」

　困こん惑わくして手を引こうとしたが、思いのほかがっしりと握られていて振ふりほどけない。

　親指の腹で腕うで時ど計けいをずらされ、手首の骨を撫なでられた。その感触にぞっとして、水森は眉まゆを顰ひそめる。

「……渡瀬さん？」

　普ふ通つう、仕事相手の男に、こんな触さわり方をするだろうか。

　言い知れぬ気味の悪さを感じて、水森は唾つばを吞のみ込む。

　恐おそる恐る見やると、渡瀬は舐なめるように水森を眺ながめた後、目を細めた。

「あの……うわっ」

　摑んだ手を引っ張られて、不意を衝つかれた水森は渡瀬のほうへ倒たおれ込んでしまう。慌あわてて体勢を立て直そうとしたが、腰こしを抱だき寄せられて阻はばまれた。

「え、あの」

「水森くん。今日、この後予定は空いている？」

　一いつ瞬しゆんなにを言われているのかわからなかったが、どうして渡瀬がうまく話もできない自分を気にかけてくれていたのか、合が点てんがいった。

　──腑ふに落ちたけど……どうすればいいんだ、これ。

　突つき飛ばしたり殴ったりすれば或あるいは、とも思うのだが、相手は重要な取引先であるし、下手な真似まねもできない。

　さりとてこのまま拒こばまないわけにもいかず、どうすれば相手の機嫌を損そこねずに済むか、必死で考えた。

「……お店、和食じゃないほうがよかったですかね？　この後、改めて飲みにでも、行きましょうか？」

　どうにか表情を取り繕つくろって言うと、渡瀬は腰に触ふれていた手を徐じよ々じよに下げ、尻しりに触れてきた。全身が総毛立ち、水森は息を吞のむ。

「っ……！」

「それは、ホテルに行こうってこと？」

　嬉うれしいね、と酒臭くさい息で笑われ、どうしてそうなるんだと混乱した。

　知らないふりをしてやり過ごすことは無理かもしれない。思い切ってはっきりと断ることにする。

「あの、私の行動がなにか誤解をさせてしまっていたら申し訳ないのですが、こういうのはちょっと……それにその、私はこんなさもない風体ですし」

　スーツは適当に買った安い吊つるしで、背が低く瘦やせ型がたの水森は、ところどころ丈たけが余ってしまうことが多い。いつも俯うつむき加か減げんでいるせいか姿勢もあまりよくない。

　髪かみは寝ね癖ぐせなどが付かないようにはしているがそれだけで、真っ黒の髪で目にかかるほど長い前髪はよほど重たく見えるのか、同僚に鬱うつ陶とうしいから切ったらどうかと言われるほどだ。

　そんな重々しい髪かみ形がたに黒くろ縁ぶちの眼鏡は更さらに重量を感じるらしく、性格や立ち居い振ふる舞まいなどと総合して、同僚の水森への印象は「なんだか暗くて重い雰ふん囲い気き」というところに帰結する。

　眼鏡に殆ほとんど度は入っていなかったが、これがないと今よりもっと、人と会話するのが難しいので手放せない。

「それに、私は男なので……色々と、ご期待に添そえない、かと」

　内心必死なのだが、ぼそぼそとしか喋しやべれない自分が疎うとましい。

　けれど、個室で十分静かな部屋なので、渡瀬の耳にはちゃんと届いているだろう。

　渡瀬はふむ、と思案するように水森を一いち瞥べつし、それから唇くちびるを歪ゆがめた。

「大だい丈じよう夫ぶ。磨みがけば光るよ」

「えっ……」

　渡瀬は水森を後方に突き飛ばした。咄とつ嗟さのことで堪こらえきれず、水森は仰あお向むけに転がる。

　その拍ひよう子しに身を捩ねじったせいで、後頭部をテーブルに強打してしまった。

「っ、痛……！」

　ガン、と鈍にぶい音が響ひびくのと同時に、テーブルの上の徳とつく利りが倒れる。割れたような大きな音がしたのに、渡瀬はまったく意に介かいした様子もなく上に伸のし掛かかってきた。

　逆光で暗くなった渡瀬の顔が得体の知れないものに見えて、水森は息を吞む。

「それにほら」

「あっ」

　眼鏡を奪うばわれ、顔を顰しかめる。一枚盾たてを失くしたような気分で、ざわざわと蟠わだかまるような不快感が胸を襲おそった。

　返してください、と言葉を発したつもりが声にならず、息が上がり、体が震ふるえる。

　堪たまらずに顔を逸そらすと、顎あごを摑まれ、強ごう引いんに振り向かされた。

　水森の長い前髪を搔かき上げ、渡瀬は熱に浮うかされたような目をして、感極きわまったような声を出す。

「……ほら。やっぱり見込んだ通りだ。可愛かわいいよ」

「っ……！」

　ずっと見ていたんだよ、と言いながら脇わきの下を撫でられて、どっと冷や汗あせが噴ふき出した。末まつ端たんから、血の気が引いていく気がする。

　不意に、子供の頃ころの──人生で一番思い出したくない、封ふうじ込めたくて仕方なかった記き憶おくが甦よみがえって、男の下で水森は硬こう直ちよくした。

　見上げる男が、ふと怪け訝げんそうに眉を寄せる。

「あれ？　水森くん、君、誰だれかに似てるって言われたことない？」

　答えられずにいると、渡瀬は合点がいったように目を瞠みはった。

「ああそうだ。昔よくドラマとかに出てた子役の子に……あれ？　そういえばあの子も水森って……」

　違ちがいます、と瞬しゆん時じに笑い飛ばせばよかったのに、水森は視線を逸らして唇を嚙み、震えているので精せい一いつ杯ぱいだった。

　小刻みに震える水森の頰を撫で、渡瀬が顔を覗のぞきこんでくる。

「そうだ。水森くんの名前聞いたとき、なんか変わった名前だし、聞き覚えがあるなあと思ったんだよね。へえ……そうか」

「……ちが、違います！　人ひと違ちがいです……っ」

　なんとか言い返してはみたものの、その必死さが自分で聞いていても肯こう定ていの響きを持っているように思えた。

　十年以上前、水森は母親のすすめで芸能活動をしていた。

　出演したドラマと映画が大ヒットしたため、子役の中ではそれなりに認にん知ち度が高く、成功していた部類に入る。

　そのせいか、水森の母親は子供をスターにするのだと息巻いていた。

　後から父に聞いたところによれば、父は元々一人息子むすこの芸能活動には反対していたらしい。

　そのせいで両親は時折口論をしていたし、派手な服を纏まとい、業界の大人に笑いかける母親は水森もあまり好きではなかった。

　水森が人と接することを恐れたのは、まさしくその頃の出来事が原因だったと言える。

　渡瀬は水森の言葉など耳に入っていないらしく、不思議そうに首を傾かしげた。

「人気あったのに。どうしてやめちゃったの？」

　それなりに軌き道どうには乗ったが、子役の世界は流行はやり廃すたりが激しい。売れている子ほど、二年ともたずにばっさりと切られるのが実情だった。

　水森は、出演していた子供向けの教育番組が終しゆう了りようした後に変声期を迎むかえ、あっさりと仕事は来なくなった。

　そういう流行の変へん遷せんについていけないのは、常に子供ではなく大人のほうだったのだ。

　例に漏もれず、水森本人よりも芸能活動に熱心だった母は、落らく胆たんを隠かくさなかった。

　仕事のない水森に、なんの価値もなくなったと、言いたげだった。

　突とつ如じよ冷たくなった大人の対応にも、存在価値がなくなったと睨にらんだ母親にも、頭がついていかずに困こん惑わくした。

　子供心に、お母さんは、みんなは、俺のこといらなくなったんだ、と捨てられることを悟さとった。

　世の中の誰からも必要とされない、自分には価値がないと思い始めたのはその頃からだったように思う。

　注目は浴びたくない。人と関かかわり合いになりたくない。信じたら、裏切られるから。

「……ひ、人違いです」

　なんとかそれだけを口にして、顔を背そむける。

　再三の否定に、渡瀬はふむ、と頷うなずいた。

「まあ、別にそこを追及するつもりはないけど。僕には、昔の君より今の君を手に入れることのほうが大事だからね」

　シャツを捲まくられ、渡瀬の手が肌はだに直接触れる。

「や……！」

　忘れていたつもりだったが、渡瀬の手の熱さはかつて子供だった自分の体をまさぐった手の感かん触しよくに似ていた。

　子供のほうが体温が高く、普ふ段だんは冷たいくらいに感じていたのに、水森の素す肌はだに触れるときの大人の手はいつも、爛ただれるように熱かったのを、今でも覚えている。

　皮ひ膚ふが腐くさり落ちるような錯さつ覚かくに眩暈めまいがして、水森は渡瀬の胸を押した。

「や、やめてください、お願いします……」

　できません、許してください、と涙なみだ声ごえで訴うつたえると、渡瀬は意外そうな顔をして、一いつ旦たん手を引いた。

　安あん堵どの息を吐ついた水森に、伸し掛かったまま「ではこうしよう」と提案を持ちかけてくる。

「一晩一いつ緒しよにいてくれたら、ちゃんと契けい約やくしてあげるよ」

「っ……」

　そんな口車に乗ってはいけないと、理性が叫さけぶ一方で、この契けい機きを逃せば仕事を辞やめざるを得ないかもしれない、という迷いも生じる。

　けれど、そんなに簡単に男に身を委ゆだねるような真似まねも躊ちゆう躇ちよしか覚えない。

　それで契約をしてくれるという確証もなければ、契約をされたところで正せい攻こう法ほうではない仕事の取り方をしたというのは、自分にとって弱みになるのも目に見えていた。

　下手へたをすれば、体だけいいようにされた挙句に仕事にならないというパターンも考えられる。

　目先の餌えさはあまりにハイリスクで、釣つられることに二の足を踏ふんだ。

　それほどの時間は経過していないはずなのに、答えあぐねている様子に焦じれたのか、渡瀬は水森の胸に触ふれる。シャツの上から胸の突とつ起きを摘つままれて、痛みと気持ちの悪さに思わず小さな悲鳴を零こぼした。

「いいから。まずは試ためしてみてからでも遅おそくないよ」

「ひ……！」

　ネクタイを引き抜ぬかれ、釦ボタンを胸むな元もとまで外される。

　あらわになった喉のど元もとを舐なめられ、蛞蝓なめくじのようなその感触に息が詰つまった。ぞわぞわと体を震わせると、耳元で男の笑う気配がする。

「大だい丈じよう夫ぶ、こんなところで最後までしないから」

「っ……」

　どうして自分がこんな目に遭あわなくてはいけないのだろうか。

　慎つつましく、目立たないように生きていきたいだけなのに、足を掬すくう自分の過去が呪のろわしい。過去も現在も、窮きゆう地ちを打破することすらできない悔くやしさと情けなさに涙なみだが滲にじむ。

　金かな縛しばりにあったように動かない体を叱しつ咤たし、男を突つき飛ばそうとした瞬しゆん間かん、スパン、と小気味のよい音を立てて、障子戸が開いた。

「──失礼しまーす」

　のんびりとした男の声が割って入り、反射的にそちらを見やると、仕立てのよいスーツを身に纏まとった男が立っていた。

　鴨かも居いにぶつかるほど背の高い男は何故なぜかその手にデジタルカメラを持っていて、こちらへ向けている。

「ああ、ごめんなさい。お取込み中でしたかー？」

　低いが随ずい分ぶんと耳みみ触ざわりのいい声でそう言い、男はカメラをじっとこちらに向けている。

　ピピ、という電子音がして、水森と同様に男に目を奪うばわれていた渡瀬が慌あわてて飛び退のいた。

　水森も身を起こし、ようやく自由になった両手で乱された襟えりを搔かき集める。

　まだ状じよう況きようがよく摑めないが、一時的にせよ助かったのかもしれないと、震ふるえる手を握にぎった。　>>>♥

「と、突とつ然ぜんなんなんだ！　お前、なにをしている！」

　渡瀬の誰すい何かの声には答えず、男はカメラを弄いじりながら首を捻ひねる。

「聞いてるのか！」

「あーどうもすいません」

　ちっとも悪びれない様子で返して、男はようやく目線をこちらに向けた。

「そんなことより、この人さっきからやめてって言ってましたよね？　隣となりにまで声漏れてましたけど？」

　男の言葉に、かっと頰が熱くなる。

　それほど大きな声で話していたわけではないが、あの下世話なやりとりは外に漏れていたらしい。

「で、この人、今泣いてますよね？　服もちょっと乱れているというか、乱されていますよね？」

　動どう揺ように気づいているのかいないのか、矢や継つぎ早ばやに問い、男はカメラから渡瀬へ目を向けた。

「あなた、さっきこの人の上に乗っかってましたよね？」

　否定するにも、恐おそらくその姿がカメラの中に納まっているのだろう。

　反はん駁ばくもせず睨んでいる渡瀬に笑えみを返し、男はにっこりと笑った。

「──で、先さき程ほどの質問ですが、あなたこそ食事をするべきところでなにをしているんですか？」

　怒おこっているわけではない。声を荒あらげているわけでもない。

　飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの作りのいい顔に、うっすらと笑みを乗せているだけなのに、恫どう喝かつされたような威い圧あつ感かんがあった。

　それは渡瀬も同じだったのだろう。迫はく力りよくのある笑顔に気け圧おされたのか、なにも言わずに荷物を持って腰こしを上げる。

　まさしく逃にげ出したような体ていの渡瀬の背中を見送りながら、水森は手を下ろした。

　男は渡瀬に興味がないのか、デジタルカメラを楽しそうに弄っている。

　助かった。

　そう思うのとは裏腹に、絶望的な気分も押し寄せてくる。

　──……駄だ目めだ……もう絶対、契けい約やく逃のがした……。

　そもそも負け戦いくさに近いものがあったけれど、今の件で一パーセントくらいの可能性が残っていたかもしれない契約の話は、確実に水すい泡ほうに帰した。

　全身からざっと血の気が引いていき、指先が痺しびれる。

　畳たたみの目を呆ぼう然ぜんと見つめながら、どうしてこんなことになったのだろうという思いが頭を巡めぐった。

　──どこで間ま違ちがったんだろう。

　渡瀬と仕事をしようとしたことか、この会社に入ったことか、もとより自分の人生のスタート位置か。

　詮のないことをつらつらと考えていると、視界に誰だれかの足元が映り、のろのろと顔を上げる。随分と上向かなければならないほど高い位置にある男の顔が、ひどく憎にくらしく見えた。

「大丈夫だった？」

　のんびりとした声で問われて、身勝手ながらもその能天気なトーンが気に障さわる。こっちは人生の一大事なんだと、行き場のない苛いら立だちがせり上がってくるのを自覚する。

「……やっと、いけるかと思ったのに……」

「うん？」

「やっと、契約に繫がると思ったのに！」

　あなたのせいだ、という言葉は吞のみ込んだ。

　礼こそすれ、流石さすがにそれはひどい八つ当たりであると判断できるくらいの思考能力は残っていた。

　本当にあのまま流されていたら、きっとどこかで堪たえられなくなったはずだというのは、自分でもよくわかっている。

　ただ、それでも今の状況を誰かのせいにしてしまいたかったのだ。

　──駄目だ。これ以上話していたら、もっとみっともないことになる。

　涙が出そうになり、水森は唇くちびるを嚙む。

「……すみません、あの、本当に、申し訳ありません」

　震える声でどうにかそれだけを告げると、男は眼前まで歩み寄り、しゃがみこむ。

　視線を合わせてきた男は、近くで見ても観賞に堪えうるほどの容よう貌ぼうの持ち主だった。香こう水すいか、整せい髪はつ料か、爽さわやかな香かおりが鼻び腔こうを擽くすぐり、まとわりつくようだった渡瀬の匂においが消えていく。

　時間を置けば頭も冷えて、再度謝ろうとしたが、男はデジタルカメラを持ったまま首を傾かしげた。

「俺、もしかして余計なことしたかな？」

　そういうプレイだったの？　という質問にちょっとおかしくなって、水森は苦く笑しようしながら頭かぶりを振ふる。

「いいえ。……どうせ、こんなこと出来るわけなかったので。先程の言葉は、八つ当たりでした。本当にごめんなさい」

「うん、ああいうので取った仕事って、どうせいい方には転ばないから正解だよ」

　本当に、どこから聞かれていたのだろう。

　水森は力なく笑って、頷うなずいた。

「そうですね。……あんなことするくらいなら、クビにされるのを選ぶほうが間違ってないんです、多分」

「……クビって？」

　この契けい約やくを取ってこられなかった場合、給きゆう与よをカットされるという話をつい零こぼしてしまう。それは恐らく、会社を自主退職に追い込ませるための手段なのだということまで説明すると、男は頭を搔いた。

「ああ、そういうことかぁ」

「一番は、そういうことをしないででも仕事を取ってくることなんですけど、それができない自分が駄目なんですよね」

　人のせいにばかりしてはいけない。元々はきちんと責務を全まつとうできていない自分が悪いのだ。

　話を聞いて貰もらえたことで、徐じよ々じよに冷静になっていく。

　契約が取れないのも、後ろ向きに人生を選んできたことも、結局は全すべて自分が要因だ。

　なりゆきで愚ぐ痴ちまで聞いてくれた男にお礼を言おうとすると、彼は唐とう突とつに背広から取り出した名めい刺しを水森の手に握らせた。

「あの……？」

「じゃあさ、なんか困ったことがあったら連れん絡らくして」

「──はい？」

　シンプルなデザインの名刺には、「比ひ護ご尊たか彬あき」という名前が印字されている。その横にある肩かた書がきが「代表取とり締しまり役やく」だったので、思わず目を剝いた。

「あ、一応プライベートな番号も書いておくね」

　同じく背広から取り出したペンで、携けい帯たい電話の番号が記されていく。呆然とそれを見つめていた水森だったが、はっとして居住まいを直した。

「あの、頂ちよう戴だいいたします」

　そうして、遅おくればせながら自分の名刺も男──比護に慌てて手て渡わたした。

　ご丁てい寧ねいに、と受け取って、比護は水森の名刺を何故か驚おどろいたように眺ながめている。

「あのさ、違ちがったらごめんね……。水森くんて子役やってなかった？」

「え……っ」

　唐突な指し摘てきに、瞠どう目もくする。

　それなりに珍めずらしい姓せい名めいかとは思うのだが、十年も昔の話だし、見た目も随分と変わっているはずだ。渡瀬といい比護といい、どうしてそんなことに気が付くのだろう。

「俺、すっごいファンだったんだ。見たらわかるよ」

「そ……」

　そうなんですか、ありがとうございます。と言うより先に、両手を握にぎられる。

　視線を上げると、眼前にキラキラと目を輝かがやかせる男の顔が迫せまっていた。

「もうもう、すっごい嬉うれしい！　まさかこんなところで実物に会えるなんて、夢みたい！」

　他人との接せつ触しよくは嫌きらいだったはずなのに、比護の手は気にならなかった。

　それは彼のテンションがあまりに高くて、毒気を抜ぬかれてしまったせいかもしれない。冷えきった指先にそのあたたかさは心地ここちよいくらいで、そんな風に思う自分にも少々驚いてしまった。

「水森くんが困ってるなら力になるから、連絡して」

　よろしくお願いします！　とあべこべなことを言って、比護は一度ぎゅっと力を籠こめたあと、手を放した。

　先程もらった名刺を検あらためて、水森は比護を見やる。

「社長さん、なんですか？」

「そう。ソフトウェアの開発とかやってる、ゆるーいベンチャー企き業ぎよう」

　社名からなんとなく察してはいたが、所謂いわゆるＩＴ関連の企業のようで、内心がっかりしてしまった。

　百貨店や小売業者ならば仕事での絡からみがあったかもしれないが、完全な別畑だ。仕事で頼たよれることはないに違いなかった。

　世の中早々上手うまい話はないな、と先さき程ほどのことも踏ふまえて嘆たん息そくする。

「あっ！」

　比護は唐突に声を上げ、携帯電話を取り出す。着信があるらしく、比護は不本意そうな顔をして腰こしを上げた。

「水森くん」

「はい？」

「ファンは、いつまでたっても、何年たっても君の味方だよ」

「……っ」

　差し出された手に、びくりと首を竦すくめてしまう。

　自意識過か剰じようなリアクションにひどく焦あせったが、比護は気にした様子もなく、子供にするように水森の頭をぽんぽんと叩たたいた。

　それが自分でも予想していたほど不快ではないことに、驚く。

　触ふれられた場所を押さえて見上げると、比護は「またね」と目を細め、部屋を出て行った。










　翌朝、水森は朝一番に上司の野崎と社長に呼び出された。

　会議室に入るなり、野崎は芝しば居いがかった溜ため息いきを吐つく。ひどく耳みみ障ざわりなそれに、水森は唇を引き結んだ。

「前にも説明したと思うけど、うちの会社の営業の給料は基本給と歩合給なんだよね」

　どこか間延びしたような野崎の声に、胃がしくしくと痛んでくる。

「基本的に、営業始めたばかりの人にはノルマは課さないけど、三か月目からはノルマ達成しないと歩合給がゼロになるって話もしたよね？　歩合っていうんだから、当然だよね？」

「……はい」

「で、いまだ成果ゼロということは、歩合給ゼロ、つまり来月のお給料は基本給の十二万しか支給されません。勿もち論ろんこれは、手取りじゃないからね」

　はい、と発した自分の声が、か細く空気に消える。

　そもそもが向いていなかったのだ。覚かく悟ごしていたこととはいえ、現実をつきつけられると心が折れる。

「水森くん、君さ。昨日渡瀬さんに失礼な真似まねしたんだって？」

「それは……」

　一体渡瀬がなにをしたのか、渡瀬になにをされたのか知っているのだろうか。

　それを完全に把は握あくしていない相手にどこまでなにを言ったらいいのかわからずにまごついていると、野崎がしかめっつらで首を振ふった。

「せっかく君を気に入ってくださって、お仕事をくださるっていうお話だったのに、君はどういう権限でその話を蹴けったわけ？」

　──……体と引き換かえなんて言われたら、普ふ通つう蹴るって……。

　具体的になにをされたのか知らなければ、野崎の言うこともしようがないとは思う。

　言い訳を吞み込んで俯うつむいていると、社長がわざとらしいほどの大きな溜息を吐いた。

「あちらとの取引はずっと続くし、君がよしんば、やむにやまれず辞やめたとして、じゃあそれでいいです、って責任が取れる話じゃないんだよ？」

　わかってるの？　とねちっこく言われ、水森は俯く。

「……でも慣れない新人のしたことだから、もう少しチャンスをくれるってお話が、今朝、先方からあってね」

「え……？」

　意外な社長の科白せりふに顔を上げると、眼前の二人が、似たような笑えみを浮うかべてこちらを見ていた。

　だからね、と社長が頰ほお杖づえをついて笑う。

「今日の十九時に、もう一度お会いしてきなさい」

　先方の指定した待ち合わせ場所は、水森でも名前を知っている、都内のラグジュアリーホテルだった。

　建物が待ち合わせ場所の目印ということではなく、部屋番号まで告げられて血の気が引く。

　一いつ介かいの営業マンが商談をするのに、そんな場所で行うなんておかしい。それくらいは新人の水森でもわかるのに、眼前の二人がわからないはずはなかった。

「今度は、粗そ相そうのないようにおもてなししなさい」

　つまり、会社は渡瀬がそういう嗜し好こうの持ち主と承知していて、枕まくら営業をしてこいと、そういうことなのだろう。

　動どう揺ように固まっていると、目の前の二人の目が、笑っているのに汚きたならしいものでも見るように水森を捉とらえていた。

　社命のように伝言をしたくせに、それを遂すい行こうする水森を軽けい蔑べつするのだろう。

　ありありと彼らの心情がわかり、水森は後あと退ずさった。

　契けい約やくが失敗しても成功しても、会社にいられなくなる。それくらいのことは、わかった。

「か……考えさせてください」

　どうにかそれだけを呟つぶやいたが、声はいやな緊きん張ちようで掠かすれていた。

　踵きびすを返し、ドアノブに手をかけた水森に、背後の野崎が声をかける。

「ああそうだ。これから外回りに行くなら、机の上の書類を持って行ってからにしなさい」

　──書類？

　怪け訝げんに思いながらも頭を下げ、水森は酸素が薄うすいように感じていた会議室を出る。

　ふらふらと己おのれのデスクに戻もどると、机の上には退職手続きの書類が一式、置いてあった。










　なんとか夜までに契約を見つけなければと、朝から必死になって営業先を巡めぐったものの、一いつ生しよう懸けん命めいになったところで都合よく契約がとれるはずもない。

　昼も食べずに色々と回ってみたものの、十七時時点で成果はひとつも上がらなかった。

　鞄かばんの中に入れてある書類が余計に気持ちを焦あせらせる。

　かといって、ホテルに足を向ける気にはならなかった。

　そうなると結論は一つで、もはや、諦あきらめて書類を提出するほかないのかもしれない。

　不景気とはいえ、仕事さえ選ばなければどうにか仕事は見つかるだろう。失業保険も出るし、無理に今の会社にしがみつくこともない。

　そう自分自身に言い聞かせてはみるものの、職を失うというのはやはり相当の覚悟が必要になる。

　散々迷いながらもアパートに向かうと、前に人だかりが出来ていた。おまけに、妙みように空気がきな臭くさい。

　人ひと垣がきをかき分けて先へ進むと、丁度水森の部屋の上階が、随ずい分ぶんと風通しのよい姿に変へん貌ぼうしていた。

「……は……？」

　真っ黒に変色した部屋を呆ぼう然ぜんと見上げながら、水森は立ちつくした。

　部屋の前は大雨のあとのような水みず浸びたしで、ドアも濡ぬれている。

「あ、水森さん！」

　猫ねこを抱かかえた老婦人に声をかけられ、水森ははっとする。

「大家さん、あの、これって」

　隣となりの家に住む大家は、そうなのよ、と不安げな顔をした。

「上の階の子が火出したみたいで」

　上階には学生が住んでいたが、どうも煙草たばこの不始末で火を出してしまったらしい。

　木造なので勢いよく燃え、学生に貸していた部屋はほぼ全焼。隣ではなく、階下の水森の部屋が消火の放水で水浸しになってしまったようだった。

「うちの荷物って……」

　問うと、大家は申し訳なさそうに顔を顰しかめる。

「多分殆ほとんど駄だ目めだと思う。床ゆかっていうか天てん井じよう抜ぬけちゃって、下まで凄すごいのよ」

　一応大家に立ち会ってもらい部屋を開けてみたが、部屋中が水と煤すすで真っ黒、おまけに上階の家具や天井が落ちたせいで部屋中のものが破損し、見るも無残な状態だった。

　使えるものなどあるはずもなく、保険には入っていたのである程度の保障はあるが、自分の住む場所がなくなるというのはかなり衝しよう撃げき的だ。

　不幸中の幸いは、生活必ひつ需じゆ品以外は大したものを置いていなかったということだろうか。

　けれどそんなことが慰なぐさめになるはずもなく、着の身着のままで放り出される形になった水森は、呆然としてしまう。

　よろよろとしている水森に、大家が申し訳なさそうな顔をした。

「あの……それでね、水森さん。悪いんだけど、今回のことでアパート取り壊こわすことになっちゃったから」

「ええ!?　……ああ、まあそうですよね」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいてしまったが、よくよく考えれば、取り壊そうがどうしようが、自分の住んでいた部屋はもう住みようがないのだった。

「別の賃貸物件を不動産屋さんに用意してもらって、同じ契約で継けい続ぞくして住めるようにっていう話にもなってるんだけど……ちょっとまだ用意できそうになくて。一応今日とかの分はホテルを用意してあるんだけど」

「まだ用意できないって……いつまでに出来るんですか？」

「ごめんね、ちょっと明確な日付はわからないんだけど……それでもそんなに待たせないとは思うのよ。ごめんなさいね」

「そんな……」

　職は失うわ、住居は失うわ、泣きっ面つらに蜂はちである。

　ひとまず家の中から通帳や鍵かぎ、印いん鑑かんなどを探し出し、簡易ホテルの場所を聞いて大家と別れる。

　駅の方へ向かってとぼとぼと歩きながら、水森は項うな垂だれた。

　──どうしてこうなるんだよ……最悪だ……。

　肉親である父親には、なるべくなら頼たよりたくない。

　父はきっと、事情を話せば優やさしく受け入れてくれるだろう。

　けれど父には子供の頃ころ、散々いやな思いをさせたし、迷めい惑わくをかけた。自分が両親の離り婚こんの一因となっている自覚はあって、これ以上の世話になるのは気が引ける。

　かといって、頼れるような友人など一人もいないのが実情だ。

　一体どうしようかと迷いながら、ひとまず緊張と不安でからからになっている喉のどを潤うるおそうと、自じ販はん機きの前に立った。

　財さい布ふを取り出し、その中に挟はさまっていた名めい刺しに目が留まる。

　──水森くんが困ってるなら力になるから、連れん絡らくして。

　昨晩会った男の声が、頭の中を攪かく拌はんするように響ひびいた。

　あんなのは社交辞令だろ、と苦く笑しようしながら、名刺を取り出す。

　──ファンは、いつまでたっても、何年たっても君の味方だよ。

　後々思い返してみても、その後の自分の行動はあまりに厚かましかった。

　それでも彼の言葉を真に受けて行動してしまったのは、余程余よ裕ゆうがなかったからか、それとも、脳のう裏りに甦よみがえったその声が、あまりに優しかったからか。










「……来てしまった」

　名刺に記き載さいされていた住所へ足を向け、水森は真新しいビルを見上げる。街灯を反射する壁かべがまぶしくて、目を眇すがめる。

　その場所に出向いてしまったのは、殆ど衝しよう動どうだ。

　だからこそ、眼前で我に返ったのかもしれない。

　身内も頼れる友人もいない自分には、たった一度会った男以外に縋すがる相手も思いつかなかった。自じ業ごう自得とはいえ、随分と希き薄はくな人間関係しか築いてこられなかった己に嘆たん息そくする。

　──じゃあさ、なんか困ったことがあったら連絡して。

　確かに彼はそう言ったけれど、だからといって真に受けて頼られても困るだろう。おまけに、比護は仕事の面でそう言っただけで、まさか宿なし職なしの男に頼ってきてもいいと言ったわけではない。

　電話などで事前に連絡をしよう、という気は微み塵じんも起きなかった。どこかでそれはありえない行動だから、という意識が働いたのだろう。

　水森は息を吐つき、ビルの入り口から距きよ離りを取った。

「……明日から、どうしようかな」

　ホテル住まいになるにしろ、明日になれば会社へ行く必要はあるだろう。

　退社するにも色々と手続きが必要だし、書類を出す必要もあればもらう必要だってある。

　──離り職しよく票ってどれくらいでもらえるもんなの？　あと源泉徴ちよう収しゆう票だっけ……なんだっけ。

　疲ひ弊へいした頭で考え事をしても詮のない結果になるとわかっているのに、考えることがありすぎて止まらない。

　──あ、それより……待ち合わせ……。

　時計を見ると、既すでに渡瀬が指定してきた十九時を過ぎている。

　行くかどうかすら、返事をするのを忘れていた。足を向ける気などなかったはずなのに、もうどうでもいいからいっそ行ってしまおうか、と投げやりな気分にすらなる。

　けれど体は動かなくて、ガードパイプに寄りかかったままぼんやりと足元を見つめた。

　なにをしているのだろう。生きている価値なんて、あるのだろうか。

　そんな後ろ向きなことを思いながらしばらくすると、足元に黒くろ猫ねこがすり寄ってきた。

　猫はまだ小さく、うにゃあん、と小さな声を上げて、水森の靴くつに鼻先を擦こすりつける。

　ふっと笑って、水森はしゃがみこんだ。

「俺に甘えたって、なんにも出せないぞ。無職だから」

　話しかけた水森に、子こ猫ねこは返事をするように鳴いた。伸のばした首に、小さなリボンと鈴すずが付いている。子猫が身み動じろぎするたびに、ちりんと可愛かわいらしい音が鳴った。

「なんだお前、どこの子だ？」

　背中や顎あごを撫なでてやると、気持ちよさそうにごろごろと喉を鳴らした。

　人ひと懐なつっこさから、飼い主に愛されているであろうことがわかる。その愛らしさに笑えみが零こぼれたが、同時にとてもやるせない気分になった。

「いいなぁ、お前は」

　水森の科白せりふに、わかっているのかいないのか、子猫は首を傾かしげた。

「俺も、明日のこととか考えなくていいペットだったらなぁ」

　働かなくても食事が出来て、好きなだけ寝ねることも遊ぶことも出来て、気き儘ままな生活が送れる。

　使えない人間より、愛あい玩がん動物のほうがよほど誰だれかのためになるだろう。

　そんなどうしようもないことを考えながら猫を撫でてやる。

「……俺もお前みたいに猫とかだったら、誰か拾ってくれたかな？」

「──じゃあ、俺のペットになる？」

　ふと頭上から落ちてきた声に、水森は顔を上げる。

「あ……」

　眼前に立っていたのは、比護だった。

「ようこそ。水森くん」

　真に受けたのか、と嗤わらわれるかと思ったのに、昨日の今日で訪おとずれた水森に、彼は満面の笑みを浮うかべた。

「なんか困ったことになっちゃったんでしょ？　おいで」

　腕うでを摑まれ、引き立たされる。足元の猫が不満げな声を上げた。腕を引かれたときについ後ろ髪がみを引かれるようにその猫を見てしまう。

「飼う？」

　問われて、水森は頭かぶりを振ふる。どうせ、今の自分には動物を面めん倒どうみられるほどの甲か斐い性しようはないし、なによりあの猫はどこかの飼い猫のようだった。

　自分の愚ぐ痴ちに付き合ってくれた黒猫にごめんねと謝って、水森は比護の後を追う。

　促うながされるままエントランスを通ってエレベーターに乗りこんだ。

　のこのことついてきてしまったけれど、一体なにがどうなってるのだろうと展開がわからずそわそわしてしまう。

　エレベーターは五階で止まった。

　比護が入口のドアを開け、後に続く。てっきりオフィスに連れてこられたのかと思ったが、眼前に広がっているのはどう見ても広いリビングだ。

「あの、ここって……」

「ん？　俺んち」

「え、だって名刺の住所、ですよね。ここ」

「そう。会社はこの下。上は人に貸してるんだけどね」

　──人に貸してる……ってことは、これ、自社ビル？

　思ったよりも凄すごそうな相手で、水森は玄げん関かんで立ち尽つくす。

　まごついていると、「なにしてるの？」と入室を急せかされた。

「お邪じや魔まします……」

　ぼそぼそと口にして、水森は男の部屋に足を踏ふみ入れた。

　広い部屋は閑かん散さんとしているが、随ずい分ぶんと散らかっている。書類や雑誌、本などが散らばっていた。

　比護は水森を置いて、キッチンのほうへ消えて行った。

「あーごめん、ソファにでも座っておいて。散らかってるのはその辺に投げといていいから」

「……は、はぁ」

　投げておいて、と言われてはいそうですかとできるわけがない。

　仕方がないので、ソファとローテーブル、その周辺に放り投げられているものをまとめるだけはしておいた。

　ひとつ手を出すと色々なものが気になってしまい、片付けているうちに比護が戻もどってくる。

「あ、なんか綺き麗れい」

「すいません、勝手に」

「いや、むしろ有難う。はいこれ、お茶」

　そう言いながら五〇〇ミリリットルのペットボトルを渡わたされ、礼を言って受け取る。

　同じくペットボトルのお茶を開けながら、比護が対面の一人がけのソファに座った。

「水森くん、下にずっといただろ？」

　唐とう突とつに問われ、口に含ふくんでいたお茶を噴ふき出しそうになる。

「な、なんで」

「コンビニから戻ってきた事務の子が、ビルの前にずーっと男の人がいるって言ったから。下覗のぞいたら水森くんぽかったからさ」

　部屋の時計を確かく認にんしたら、既に二十時を回るところだった。猫と戯たわむれながら、ぼんやりと一時間近くも過ごしていたらしい。

　完全な不ふ審しん者じゃないか、と羞しゆう恥ちを覚える。

「……で、来てくれたのは嬉うれしいけど、水森くんにとっては嬉しくないなにかがあった？」

　ずばり本題を振られて、水森は俯うつむく。

　一体なにから切り出そうかとも思うし、そもそもどうして本気でこの人のところに来ようと思ってしまったのか。

　冷静さを欠いていたことを改めて自覚し、口を噤つぐむ。

「水森く……」

　比護の声を遮さえぎるように、携けい帯たい電話が鳴った。

　着信音から、自分のものが鳴っているのだと悟さとり、水森は慌あわてて鞄かばんを探さぐる。

「あっ……」

　画面に表示された番号に、絶句する。

　相手は、渡瀬だった。

　連れん絡らくもなしに待ち合わせ場所へ行かなかったことを怒おこっているのかもしれない。けれど今ここで出てしまったら、渡瀬の態度次し第だいでは従ってしまうという危き惧ぐもあった。

　出るか、出まいか。

　悩なやんでいると、不意に比護に手を摑まれた。その指が熱くて、水森は息を吞のむ。

　彼の指が熱いのではなく、自分の手が冷たいのだ。それは己おのれの恐きよう慌こうを如によ実じつに表していて、恐おそらくそれは、触ふれた比護にも伝わっているに違ちがいない。

　そうして、比護は鳴っている携帯電話をテーブルの上に置いた。

　手に触れたまま、比護はもう一度水森に「なにかあったんだろ？」と訊きいてくれた。

　優やさしい声こわ色いろに、己を律する気持ちが崩くずれて首しゆ肯こうしてしまう。

　己が退職をせまられていることや、枕まくら営業の話、それから住んでいる場所がなくなってしまった、ということを思いつくままに話し続けた。

　時系列が前後したり、理路整然とは言い難がたい話だったのに、比護は根気よく頷うなずいてくれる。いつの間にか泣いていた水森の眼元を拭ぬぐい、比護は優しく笑ってくれた。

「ねえ、だったらうちにおいでよ。部屋は余ってるし、いつまでもいてくれてて構わないから」

　勿もち論ろん家賃もいらないよ、とまで言ってもらって、その優しさが身に沁しみる。

　会ったばかりの人間にここまで親身になってくれる人がいるなんて、神様みたいな人がいるものだ。

　感謝の気持ちを覚えつつ比護の顔を仰あおぎ見たところで、ふと不安が過よぎる。

「ん？」

　本当に、無む償しようで人に優しくできるものだろうか？

　怪け訝げんそうに首を傾かしげた男に、水森は不安のままに口を開く。

「俺、なにもできないです。なんの取り柄えもない。仕事も家もないし、本当になにもない」

　彼がかつて好きだったであろう、子供の頃ころのような可愛かわいらしさもないし、芸能人だったということの付加価値だってない。

　今の自分は、子役をしていた頃の自分とは別人だ。比べられても困るし、過去の自分を求められても困る。

　そんな卑ひ屈くつな心を見み透すかすように、比護は頭を振る。

「なにもないなんて、そんなことないよ」

　穏おだやかな否定は、却かえって焦しよう燥そうを覚えさせた。

　自分から愚痴を零こぼしたのに、あなたになにがわかるんだ、とひねくれた気持ちが生まれる。

　唇くちびるを引き結んで俯くと、対面の比護が立ちあがる気配がした。

　比護はテーブルの横を通り、水森の横に腰こし掛かける。急に詰つめられた距きよ離りにおどおどとしていると、唐突に頰をつつかれた。

「……あの……？」

「今の水森くんも、十分可愛いもん」

　──もん、って。……なにこの人。

　渡瀬とはまた違うベクトルでおかしい、と水森は固まった。

　比護は一人ご機き嫌げんな様子で、水森の頰をつんつんと突つき続ける。

　水森がじりじりと距離を取ると、ようやく残念そうに手を離はなした。変な人、と思いながら、水森は比護を見み据すえる。

「そういう話じゃなくて……さっきも言いましたけど、俺にはなにもない。見た目もこんなだし、仕事はできないし、金もないし」

　それでも許されるのは、子供かペットくらいのものだろう。

　そう言うと、比護はふむと顎あごを引く。

「じゃあ、やっぱりさっきのとおりでいいの？」

「さっきのって……？」

「俺のペットになっちゃえばいいんじゃない？　って話」

「え」

　あまりに軽いノリで言われ、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。

「俺、一人暮らしだし、寂さびしいからペットでも飼おうと思ってたんだ。水森くんがうちにいてくれるなら、すっごい嬉しいな～」

「ええと……」

「ペットなら、『存在そのもの』が飼い主にとって必要だと思わない？」

　なにもなくても構わないんだよ、と微笑ほほえむ男の、一見無む邪じや気きそうにしながらのとんでもない提案に、水森は呆あつ気けにとられる。

　比護の常識は、一体どうなっているのだろうか。

　水森の困こん惑わくなどどこ吹く風で、比護は目をキラキラとさせながら身を乗り出してくる。

「ペットは、飼い主に愛されるのが仕事なんだから！　そして、癒いやすのが仕事！」

　癒されたーい、と言われても、水森にはどうしたらいいかもわからない。

「でも、俺」

　後退さって、声を上ずらせた水森に、比護は大だい丈じよう夫ぶだよと言いつつ更さらに距離を詰めてきた。

「大丈夫、心配することはないよ。なにも難しいことはない。寂しいときや疲つかれたときは君にそばにいて欲しいんだ。それだけで癒されるから」

「は、はあ……」

　愛人契けい約やくというか、愛あい玩がん動物契約というか、基本的に口にしていることは渡瀬の要求と大差はないのだが、明るく言われるとリアクションがしにくい。

　人間に対してのペットという単語は少々淫いん靡びな雰ふん囲い気きがあるのに、比護が明るいのと、先さき程ほどから必要以上に触れてこないせいか、渡瀬のときのような卑いやしさは感じない。

　勢いに負けて言い淀よどんでいると、比護は決まりとばかりに手を叩たたいた。

「……じゃあ、そういうことで、決まりでいいかな？　ひとまず、郵便物はここに転送するように手配しておこうか。それと、火事で住むところがないっていうことは、ホテル用意してもらってるよね？　そっちに明日以降はいらないっていう連絡だけしておいて……」

　それから、とまだ続きそうな言葉を、押しとどめる。

「あの」

「ん？　あ、宿代もいらないからね？　今日からうちの子になるんだから」

「そ、そんなわけにはいかないと思うんですけど……」

　先程持ち家であるような話はしていたが、家賃が発生していないとも限らない。

　間借り分だけの値段でも払はらえるかどうかは怪あやしかったが、せめてと申し出ると、比護はずいと顔を寄せた。

「じゃあ、一個だけお願い聞いてくれる？」

「え、ええ」

　自分に出来ることなら、と首肯すると、比護は目を細めて己の唇に指で触れた。

「ちゅーしてもいい？」

「……はい？」

　一いつ瞬しゆん揶揄からかわれているのかと思ったが、笑え顔がおで詰め寄られて本気なのだと察する。

　制止しようとするのを見み越こしたか、比護が更に畳たたみ掛かけてきた。

「だってほら、飼い主はペットにちゅーしたりするだろ？　ペットも飼い主舐なめたりするじゃない？　飼い主とペットの愛情表現だし、必要なスキンシップだよ！」

　ね、と笑顔で迫せまられ、水森はどう反応したものかと眉まゆを寄せる。

「そのままでも、つれなくされても、ペットは十分に愛らしい。だけど、たまにすり寄られたら愛情が増すだろ？」

　それはまあ、と納なつ得とくしそうになったが、それでは結局自分を手て籠ごめにしようとした男と一いつ緒しよじゃないか、とはたと気づく。

　なんだか無害そうな顔とテンションに誤ご魔ま化かされそうになったが、言っていることは結構危ない。

　顔を覗のぞきこまれ、少々困った様子の男の顔が目に入る。

「いやなら、無む理り強じいはしないよ？　君がいやだって言うなら指一本だって触れな……──」

「……本当ですか？」

　不信感をあらわに一いち瞥べつすると、比護は表情を固まらせたまま言葉に詰まる。水森が思わず瞠どう目もくすると、すぐに首を振ふった。

「しないよ！　うん、しない！」

「……ええと……」

　そんなやりとりをしつつも、取れるか取れないかわからない契約のために体を差し出すより、宿代にキスをするくらいのほうが良心的な気さえした。少なくとも、彼には水森の意思を尊重する気持ちがあるようだ。

　勿もち論ろんその先がどうなるかは知れなかったが、それでも渡瀬よりはマシだと言い聞かせて、水森は比護の袖そでを引いた。

　比護はちょっと驚おどろいたような顔をし、口元を綻ほころばせる。

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　近づいてきた顔に、反射的に目を瞑つぶる。

「っ……」

　ガチガチになった水森の唇に、柔やわらかなものがそっと触ふれた。

　大人になってから初めて触れた他人の唇に緊きん張ちようしていたが、予想に反して比護はあっさりと身を離した。

　恐おそる恐る目を開けると、比護に頭を撫なでられる。くしゃくしゃと雑に、けれど労いたわるように触れる手が心地ここちよくて、水森はもう一度目を閉じた。










　ペットなどというから、最初はともかくそのうち豹ひよう変へんして奴ど隷れいのように扱あつかわれるのでは、と心のどこかで思っていた。

　けれど、むしろ奴隷になっているのはペットである水森ではなく、飼い主である比護のほうかもしれない。

　自分で出来るようなことでも何故なぜか比護が手を貸したがるし、色々なものをプレゼントしてくれたりもする。寝しん室しつも別々で、客間らしかったシンプルな部屋には日を追うごとに水森のものが増えていった。

　以前の己おのれの部屋よりよほど豪ごう華かになってしまった部屋を眺ながめながら、水森はドアを開ける。

　既すでに起きていたらしい家主と目が合い、溜ため息いきを吐ついた。

「……おはようございます」

「おはよー。ヒナちゃん、おいでー」

　リビングのソファに腰こしを下ろした比護が、満面の笑みで己の膝ひざを叩いている。

「ヒナちゃんって……」

「ん？」

「……なんでもないです」

　今日こそは言おうと思っていた文句を吞のみ込み、水森はのろのろと比護の許もとへと歩み寄った。

　初日は「水森くん」と呼んでいた比護であったが、翌日には日南人をもじって「ヒナちゃん」と呼ぶようになっていた。

　現げん役えき子役だった頃ころですら呼ばれたことのない愛らしい呼こ称しように戸と惑まどったものの、比護はやめる気はなさそうだ。

　当時、「ひな」と呼ばれることはあったが、それも「雛ひな」を連想させるし、少々可愛かわいすぎる響ひびきだったので苦手に思っていた。今はただただ己の未熟さの表れでもあるようで、辛つらい。

「失礼します」

　言われるままに、水森は比護の膝の上に腰を下ろす。向かい合って座ると、比護はでれっと相そう好ごうを崩くずした。

「んー！」

　首や胸むな元もとに顔を埋うずめながら、比護が正面からぎゅっと抱だきついてくる。

　日課になっているので、今でこそ慣れてきたが、初めは距きよ離り感かんのない接せつ触しよくに戸惑ってびくびくすることが多かった。

　一ひと頻しきりあちこちを触さわって満足したのか、比護はようやく顔を上げる。

「ねえヒナちゃん。髪かみ、とかしてもいい？」

　ペットにブラッシングはつきものだよな、と思いつつ、どうぞと頷うなずく。

　比護は心底楽しそうに、水森の長めの髪に櫛くしを通した。

「ヒナちゃん、髪綺き麗れいだね」

「そうですか？」

　癖くせのない髪ではあると思うのだが、特に手入れはしていないので微び妙みようにもっさりとしている。綺麗かどうかはわからないが、褒ほめてくれているようなので下手へたな反論はしない。

　比護はいつもこの調子で、宣言した通り「可愛がって」くれている。

　顔を合わせれば可愛い、肌はだが触れたら綺麗、声がいい、目が美しい、控ひかえめな態度が好ましいなど、なにか接触がある度たびに水森のいいところを探し、ひとつ褒めてくれるのだ。

　自分にいいところなどなにもないと思っていたのに、現金なもので、そう悪いところばかりでもなかったのかもしれないとすら思い始めている。

　初めの頃こそいちいち狼狽うろたえてしまったが、今ではちょっとむず痒がゆい程度で収まっていた。

　時折、ペットというよりは、自分がお坊ぼつちゃまにでもなったような気にさせられる。

　意を決して立場が逆ではないか、と訊きいたこともあったが、飼い主とペットというのは飼い主のほうが立場の低いものだ、と言われてしまった。

　結局、自分がしていることと言えば、適当に朝起きて、日がな一日本やテレビなどを眺めて適当に過ごし、適当に食事をしたりするくらいだ。なにぶん、飼い主は平日昼は仕事で不在であり、愛あい玩がん動物的なサービスなどしようもない。

　拘こう束そくされる時間が相当短いので、その間、水森は諸もろ々もろの手続きを色々と済ませることが出来た。

　電話で退職の意思を伝えたときも、上司の野崎は特段驚いた様子もなかった。書類は渡わたしてあるでしょ、と言われて、出社する必要はないと遠回しに言われてしまった。

　会社に少々残していた私物も、なくて困るものではないので、言う通り書類関係は郵送でやりとりすることで話はついた。

　大家と不動産屋には知人のところに間借りをする旨むねを伝え、諸々処理が終わったら連れん絡らくをしてもらうことになっている。

　──ある程度片が付いたら、そろそろ仕事を探そう。

　いつまでも養ってもらうわけにはいかない。

「ヒナちゃん」

　はい、と返事をしようと開いた口を、比護が唇くちびるで塞ふさぐ。

「んっ……」

　唯ゆい一いつしているサービスらしいものといえば、比護が言うところの「宿代」であり、「スキンシップ」でもあるこのキスくらいかもしれない。

「は、……ふ」

　初日より変わったのは、少々口づけが深くなったことだろうか。

　次の日には、少し唇を舐なめられた。次は口を開かされ、その次は舌を差し込み、また翌日には舌を吸い、というように、徐じよ々じよに深くなっていったキスは、気づけば最初にされたものとは似ても似つかないほど深くなっている。

　流石さすがにこれはペットにするキスじゃない、と抗こう議ぎしているが、ごめんねと言うだけで一度深くなったら戻もどることはなかった。　>>>♥

「ちょ、……やっ……」

　顎あごの裏を舐められると、甘いしびれに腰が震ふるえる。舌先でざらついた部分を衝つかれる度に、鼻にかかった声が漏もれた。

「んっ、んー……」

　そんな声を出すのが恥はずかしくて、比護のシャツを咎とがめるように引っ張った。比護に手の甲こうを宥なだめるように撫でられ、背骨が抜ぬき取られるような気分に陥おちいる。ぐずぐずに溶とけてしまいそうになって身を捩よじり、唇を離はなした。

　いつの間にか上がっていた息を押し殺していると、前まえ髪がみを搔かき上げられる。

　比護は、どこか嬉うれしそうに水森の顔を眺め、もう一度触れるだけのキスをした。その感かん触しよくに、体がふるりと震える。

　人と接することを避さけていたせいで、水森はこういった経験値が極きよく端たんに低い。いいように慣らされているのが、悔くやしかった。

　そんな心情を知ってか知らずか、比護はご機き嫌げんな様子で笑いかけてくる。

「ね、今日はトリミングいかない？」

「……『トリミング』？」

　そう、と首しゆ肯こうして、比護は水森の指先に唇を寄せる。

　比護は、いつもこういう言い方をする。

「お散歩」と称しようしてデートもどきに連れ出したり、「お手」と言って水森のほうからキスさせようとしたりする。

　ただ、ある程度線引きはあるようで、食事のことを「えさ」と言ったり、食事を犬いぬ猫ねこ用の皿でさせたり、などということはしない。

「トリミングって……散さん髪ぱつですか？」

「そう。ずっと気になってたけど、ヒナちゃん前髪長いでしょ。もっと軽めにしたほうが絶対可愛いのに。髪も綺麗だからちゃんと整えたいなって」

　長めの前髪は、顔を隠かくそうとわざと長くしていたのだ。余計なことはしなくていいのにと思うけれど、言いにくい。

「あと、服も買いに行こうよ。俺、ヒナちゃんを自分好みの恰かつ好こうにしたいなぁ」

　この男は、自分を着せ替かえ人形か何かと思ってるんだろうか。

　比護の発言に、水森は眉まゆを寄せる。

「……服は、もう色々買っていただいたと思うんですけど」

　自宅の衣類は全すべて全ぜん滅めつの上に、着の身着のままというか、初日はスーツしかなかった。

　Ｔシャツやスウェット、下着などは翌日のうちに買ってきて貰もらったので、今のところ特に不自由はない。

　そう言うと、比護は唇を尖とがらせた。

「それは部屋着でしょ？　お出かけ用の服、ちゃんと買おうよ」

「でも……」

　外見を変えたくないのは、地味で顔の見えにくい今の見た目が、一番人目を避けるのに適していると思っていたからだ。

　派手な恰好をすると、人に見られるのではないか、という危き惧ぐがある。

　勿もち論ろん汚きたなすぎる恰好も衆目は集めるので、地味で清潔感のある恰好をしようと常に心がけていた。

　それと、現在の水森の髪かみ形がたは、切りっぱなしの状態でお世辞にもおしゃれとは言えない。少々長めの髪は黒く、ひどく重たく見えているだろう。

　けれど、顔を晒さらすのは本当に嫌いやなのだ。

　比護や渡瀬のように、気づく人もいるかもしれない。気づかれたからといって騒さわぎ立てられるだなんて思ってもいないが、そうではない。

　なによりも自分が嫌なのだ。

　けれど、比護が笑え顔がおで悪びれなく誘さそってくるので、断りにくい。

　なんだかんだと言って、水森を甘やかしてはくれているのだが、比護は押しが強くて勝てたためしはない。

　いつの間にか、わかった、と頷いてしまっていた。










　連れて行かれたのは電車で乗り継ついだ場所にある美容室だった。

　平素カット千円で済ませるような水森が足を踏ふみ入れようとも思わなかった、派手でいまどきな店だ。いまどきな感じですね、と言ったら言葉の選せん択たくが古いと笑われてしまった。

　顔を晒すどうこう以前に、あまりの華か美びさと場ば違ちがいな雰ふん囲い気きに怖おじ気けづく。やっぱり帰りたい、と訴うつたえることもできず、水森は比護と一いつ緒しよに入店する羽目になった。

「お疲つかれ様でしたー」

　美容師に背後から声をかけられ、水森は視線を上げる。

　鏡の中には、今までのような切りっぱなしの髪かみではなく、きちんと整えられた髪形の自分が、居い心地ごこち悪そうに座っていた。

「色は絶対に変えない、パーマも駄だ目めという指定だったので、とにかく全体的に軽く見えるように切ってみました」

　そんな指定はした覚えがなかったのだが、恐おそらく比護が受付時にオーダーしていたのだろう。

　前髪は長めに残してくれたらしい。それでも今までより額も出していて、見様によっては明るくなっているのだろうが、水森にしてみれば顔面を晒すということ自体がなによりの苦行であった。

　こうしてみると、子供の頃ころの面おも影かげはだいぶ色いろ濃こく残っているようで、やるせない気分になる。

「お手入れしやすいように、セットが必要な髪形じゃないのでご安心を。いやでも、お顔ちっちゃいのに目鼻がはっきりしてて、いいですね～」

　褒ほめられているのだが、複雑な心境だ。居心地の悪さも手伝って、引きつった笑顔でありがとうと告げた。

　そそくさと戻ると、比護がご満まん悦えつの笑顔でこちらを見ている。

「ヒナちゃん、可愛かわいい！」

「うわあ！」

　唐とう突とつに抱だきつかれて、思わず大きな声を上げてしまう。

　うっとり、という様子で「可愛い」と繰くり返す比護を、水森は慌あわてて押し返した。

　他ほかにも人がいるというのに、男が男に「可愛い」などと言うのはおかしい。そう文句を言ってみたが、だって本当だし、と悪びれなく躱かわされてしまった。

　じゃあ次は、と美容室の隣となりのビルにあるショップに引っ張られる。

　若者向けの店は、それほど価格設定の高そうな場所ではなくて少々安あん堵どした。

　店員は高級紳しん士し服売り場にいるようなタイプでも、ホストのようなタイプでもない、学生のような雰囲気の大人しめの恰好をしていた。

　それでも普ふ段だん大型スーパーの衣料品コーナーで服を揃そろえていた水森には敷しき居いは高い。衣食住どれにも金をかけるタイプではないので、価格が倍、物によってはゼロ一つ多い価格設定に腰こしが引ける。

「この子に合うようなの、何着か見み繕つくろってもらえる？」

　比護に声をかけられた店員は、かしこまりましたー、と穏おだやかな口調で言いながら、物もの凄すごい速さで服を搔き集あつめてくれた。

　その中から、着る本人ではなく比護が店員と相談しながら選別していく。

「あんまり気張ったのとかキメキメなのは避けたいんだよねー。大人しめのとか可愛い系がいいなぁ」

「ああ、じゃあこのシャツのもっと明るいのとかありますよ。ミントグリーンとか」

　ミントグリーンて、と普段暗色しか着用しない水森は思わずよろめく。

　一体誰だれが着るんだよと心の中で突っ込みを入れてはみるものの、口に出す勇気はない。突っ込むまでもなく、着るのは自分だ。

　何度か吟ぎん味みしたあとに選より抜ぬかれたものを持たされて、試着室に放り込まれた。

　一着目を着き替がえたあたりから既すでにぐったりしていたのだが、「自分はペットなんだからしょうがない」と、新しい服を比護に見せる度たびに己おのれに言い聞かせる。

　数回のフィッティングを終えたあと、比護が「これがいい」と決めたものに落ち着いた。

　オフホワイトのシャツに、カーキのカーゴパンツ、黒のジレ、という特段外見も色目も派手ではない恰好で、安堵する。

「これと、あと首回りになにかほしいなぁ」

「じゃあいくつか持ってきますね」

　比護の言葉を聞き、店員がいくつかタイやチョーカー、ネックレスなどを持ってくる。

　ここでもやはり水森の意見は訊きかれることなく、比護の独断で紐ひもネクタイが選ばれた。それを手に取り、比護が水森の首に触ふれる。

「うん、これでいい」

　タイを結んで、比護はご満悦という表情だ。

「定番といえば定番だけど、俺こういうふっつーなの好きなんだよね。ヒナちゃん、似合ってるよ」

「……ありがとう、ございます……」

「こういうののほうが、中身の可愛さ引き立つよね」

「……ありが……」

　比護の惜おしみない賛辞に、流石さすがに礼を言うのすら憚はばかられて、水森は傍かたわらに立つ店員を恐る恐るうかがう。

　彼は特に怪け訝げんな様子もないが、傍はたから見たら自分たちはどう映っているのだろうとちょっとだけ落ち着かない気持ちになった。

「じゃあこれこのまま着ていくね」

「えっ……」

　言われてみて、そういえばこれだけ既にタグが切られていたことに気が付く。

　しかもよくよく見ると、試着室の前に置いていたはずの靴くつは、いつのまにか別のものに変わっていた。

「じゃあ、あとよろしく。いこっか、ヒナちゃん」

「はい、ありがとうございました」

「え、あの……」

　来店したときと同じ強ごう引いんさで、腕うでを引っ張られる。店員は穏やかそうな笑みを浮うかべ、こちらに会え釈しやくをしていた。

「ひ、比護さん！　俺が着てきたやつは……」

「ああ、あれは後で新しく買ったやつと一緒に送ってもらうことにしたから」

「新しくって」

　まさか今自分が着ているものの他にも買ったということなのだろうか。

　手ぶらなので、他にも買ったとは思わなかった。

　今から引き返したら返品できるものだろうかと考えてしまう。

　けれど、そんなみみっちい思考などお見通しなのか、「もうお金払はらっちゃったから」と言われてしまった。

「無む駄だ遣づかいですよ」

「無駄じゃないだろ？　ヒナちゃんを俺好みにするだけだし」

　それが無駄ってやつなんじゃないだろうか。そう思いはしたものの、あまりに嬉うれしそうに言うので毒気が抜かれてしまう。

　なんだか顔が熱くなって手で煽あおぐと、比護が顔を覗のぞきこんできた。

「可愛いよ、ヒナちゃん」

「……やめてください」

　トリミングだなんて言っていたけれど、服をプレゼントされて、可愛いなどと言われて、これではペットと言うより恋こい人びと同士みたいだ。男同士だけれど。

　不意打ちに赤くなりながら、水森はふと疑問を抱く。

　──そういえば比護さんって、恋人とかどうしてるんだろう？

　終業後や休日は割と水森の相手をしているから、誰かと付き合っている様子はない。男である水森にキスをしてくるのでゲイなのだろうと思っていたが、本当はどうなのだろう。

　そもそもなぜ、子役時代のファンというだけで、今は可愛くもなんともない男をペットのように愛めでているのだろうか。

　じっと見つめていると、比護が首を傾かしげる。

「どうしたのヒナちゃん？　疲つかれた？」

「……あ、いいえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　二人並んでビルを出ると、既にお昼を回っていたせいか人通りが増えていた。休日なので当然といえば当然なのだが、その人の多さに目の前が揺ゆれる。

　人混ごみに当てられたのだろうかと思いながら連れ立って道を歩き出したのとほぼ同時に、ふと通りすがりの人と目が合った。

　その瞬しゆん間かん、胸を打たれたような衝しよう撃げきを覚えて立ち止まる。

　──自意識過か剰じようだ……誰も、俺なんて見ていない。

　頭ではわかっているし、実際自分を注視しているわけではない。

　それなのに、人とすれ違ちがう度に、誰かが視線をこちらに向ける度に、鳩尾みぞおちのあたりが嫌いやな感じにざわめいた。

　水森は前まえ髪がみで顔を隠かくそうとしたが、以前よりも短く、量も軽くされた髪かみは、頼たよりなく指を通って行く。

　室内では最近ずっとかけていなかったので、いつも使っていた眼鏡を持ってくるのを忘れた。

　隠れない。隠せない。

　そう思った瞬間に、息が詰つまる。

　己を組み敷しき、見下ろして来た渡瀬の視線と、体を弄まさぐった掌てのひらの熱を思い出し、どっと汗が噴ふき出した。

「……ヒナちゃん？」

「ぁ……」

　いつの間にか足を止めてしまっていた水森に、比護が駆かけ寄って顔を覗きこんでくる。

　見知った顔に、多少呼吸は楽になったが、緊きん張ちようは解けない。

「あ、の……」

　途と切ぎれる息をもてあまし、水森は瞠どう目もくしたまま、震ふるえる指先を誤ご魔ま化かすように口に当てた。

　怪訝な顔をしている比護に、なにか言い訳をしないといけないと思うのに、言葉が出てこない。

「顔……」

　両手を当ててどうにか絞しぼり出すと、比護は怪訝そうに眉まゆを寄せた。

　どう言えば伝わるのだろうと混乱しながら、ごくりと唾つばを吞のみ、もう一度口を開く。

「顔、隠れないんです……み、見られたくない……」

　なんとかそう伝えると、比護の手が優やさしく肩かたに触れた。

　比護は、ちょっと待って、と鞄かばんからなにかを取り出す。

　手に握にぎらされたのは置いてきたと思っていた水森の眼鏡だ。それを着用すると、一枚盾たてが出来たような気分になって、ほんの少しだけ呼吸が楽になった。

「大丈夫？」

「ん……」

　多少気分的には楽になったが、震えは止まらない。気温は高く、日差しも強いのに、体がどんどん冷えていった。

「こっち」

　路地に入ったところの、影かげの差している場所につれていかれる。目の前の比護に顔を覗きこまれ、水森は強く目を瞑つぶった。

　触れられるのが怖こわいという気持ちより、今はただ知らない人々の気配が怖くて、比護の胸に顔を埋うずめる。

「ヒナちゃん……？」

「……怖い……」

　視線が怖い。

　ビルの外がい壁へきに背を凭もたれていると、ふと比護が離はなれて行った。

　反射的に彼の服を摑つかむと、比護は驚おどろいたような顔をして振ふり返る。

「ちょっとだけ待ってて」

　今こんなところに置いて行かれたら、一人で立ち直れる気がしない。

　待ってと止めようとしたが声は出ず、比護は離れて行った。

　置き去りにされた、という気持ちと、ちょっと待っていてということは戻もどってくる、と言い聞かせる気持ちが交こう互ごに押し寄せてくる。ずるずるとその場にしゃがみこみ、膝ひざに頭を乗せた。

　どれくらいそうしていたのか、長いようにも短いようにも感じる時間が経過し、ふと目の前に誰だれかが立った気配がした。

　見上げると、比護が少々息を切らせて立っている。

　その手には、何故なぜか傘かさが握られていた。

　無言の水森を尻しり目めに、比護はしゃがみこみ、狭せまい路地で傘を差す。

　そして、顔が見えないように、傘を少し前に傾かたむけた。

　晴れているのにどうして傘なんて差しているのだろう。それに、よくよく傘を見ると、男性が持つには少々フェミニンな形の傘だった。

「気に入った？　すぐそこの雑貨屋さんで見つけたんだ。フチがフリルでちっちゃい花一いつ杯ぱいで可愛かわいいだろ？」

　そこの雑貨屋、というのは先さき程ほど通りかかったときに少し視界に入っていた。見るからに女子向けという可愛いお店で、女の子の客であふれかえっていた。

　その中に入っていって、このいかにも可愛らしい傘を買ってきたのだろうか。

　真しん剣けんな顔をしている眼前の男のそんな姿を想像したらなんだかおかしくて、水森はぷっと噴ふき出してしまった。　>>>♥

　比護はその反応に気分を害するでもなく、にこにこしている。

　──もしかして、顔、隠すために買ってきてくれたのかな……？

　傘を深く差しているので、自分の顔は他人からは見えないし、自分からも他人の足元しか見えない。

　それに、水森のために動いてくれる相手がいるという安心感も手伝い、緊張がゆるゆるとほどけていく気がした。

「ねえ、ヒナちゃんて夏休みっていったら、どんな思い出がある？」

　唐とう突とつに振られた話に、水森はいつの間にか落としていた視線を上げた。

「夏休み、ですか？」

　少し声が震えていた。口元を押さえて誤魔化しながら、それでも会話をしようと記き憶おくを紐ひも解とく。

「……一度だけ、遊園地に行ったことがあります」

　まだ家族三人で暮らしていた頃ころ、一度だけそのときに住んでいた地域の遊園地に行ったことがある。本当は母が千葉にあるテーマパークに行きたがっていたのだが、それほど人が多くなく、ゆっくりできるからという理由で父が選んだ。

　それが三人で作った唯ゆい一いつのいい思い出で、遊園地で遊んだことよりも、両親も楽しそうにしていたのがなによりも嬉うれしかった。

「でも、子供の頃一番楽しかった夏の思い出って言ったら、山梨で映画を撮とったときのほうですかね」

「あ、それってもしかして……」

　水森がまだ子役としてバリバリと仕事をしていたときに撮った映画は、漫まん画がを原作とした家族ものの映画で、当時の邦ほう画がでロングランを記録した。

　その後リメイク版も作られ、水森の出演した旧作は現在も時折リバイバル上演をしていたり、地上波で放映されていたりする人気作品になっている。

「監かん督とくさんとか俳優さんたちが、俺が子供だったっていうのもあるんでしょうけど、すごく優しくて、楽しかったんです」

　同年代の子役も多く、撮さつ影えい所じよは合宿のような修学旅行のような空気があって楽しかった。

　本当の家族というのはこういうものなのか、と台本を読んでちょっとした衝しよう撃げきも受けた。カメラの前で演じながら少し哀かなしくなったのも覚えている。

「あの夏の時間が、一番楽しかったですね」

　もし人生をやり直せるなら、あのときに戻りたいかもしれない。

　懐なつかしみながら言うと、近くにある比護の顔が笑った。

　いつの間にか、ぺらぺらと喋しやべりすぎていたことを悟さとり、口元を擦こする。先程まで声を震わせるくらい緊張していたのに、いつの間にか饒じよう舌ぜつになっていた。

　気を逸そらせ、落ち着かせるために話させたのだろうか。ありがたいが、気まずくもなる。

「比護さんは？　夏休みの思い出ってなにかありますか」

　内心焦あせりながら問うと、比護は曖あい昧まいに首を傾かしげた。

「……うちも、そういう家庭じゃなかったから」

「そうですか」

　比護の返答自体は正直なところあまり聞いていなくて、ただ自分から話題が移ったことにほっとした。

　色々と感情が動いたことで余よ裕ゆうが生まれ、水森は頭上の傘を指さす。

「比護さん」

「ん？」

「晴れてるのに、傘ってどうなんですか？」

　ようやく叩たたいた憎にくまれ口に、比護は困ったように笑った。

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶ。一応、晴雨兼けん用ようらしいよ、これ」

　道理で、朝からカラッと晴れているのに傘が売っていたはずだ。日ひ傘がさでもあるのなら、妙みように女性ものっぽかったのも納なつ得とくがいく。

「ヒナちゃんが安心できるなら、物はなんでもいいじゃない」

　きりりと決め顔を作っているが、可愛らしい日傘を差していると思うと、どんな美形でも笑いを誘さそう。

「男同士で日傘差してたら、ますます目立っちゃいますけど」

「大丈夫。見られてるのも変だと思われるのも俺だから」

　それって大丈夫なのか？　という別の心配もしたが、能天気そうな比護につい笑ってしまった。

　別に彼の言葉を鵜う吞のみにしたわけでもないけれど、大丈夫だよと言われると本当にそんな気がしてくる。

　水森は顔を覆おおってくれている傘の布の部分をつんつんとつついた。

「でも、どうして傘なんですか？　顔を隠かくすなら他ほかにもあったのに」

「他って……あー、上着とかでよかったかぁ。そっちのほうがヒナちゃんと密着できたかもしれないよなぁ」

　セクハラめいたことを心底残念そうに言われ、恥はずかしくなって男の肩かたを押す。

　小こ突づいたくらいでは身み動じろぎもせず、比護は傘をくるくると回した。

「まあ正直、あんまり必死で思いつかなかったんだよね」

　とにかく「隠すもの！」「大きいもの！」と探した結果、傘が目に入ったのだそうだ。ビニール傘がさも一応売っていたらしいのだが、透とう明めいだったので、透すけない素材の日傘を買ってきたらしい。

　この場を離れたときはいつも通りの余裕ありげな感じだったのに、内心は焦っていたのだ。

　それを知るとなんだか比護が可愛く思えるし、水森のためを思って動いてくれたのだということがわかって、嬉しくなる。

　笑った水森とは対照的に、比護は眉まゆ尻じりを下げた。

「……ごめんね。ヒナちゃんが人の視線を気にしてたなんて知らなかったから、勝手しちゃって」

　人の視線そのものも得意ではないが、顔を晒さらしたことで渡瀬に覗のぞきこまれたときの状況を思い出してしまったのだ。

　それが自分で思っていたよりも相当ショックな出来事だったようである。それを言うとますます気にさせてしまいそうなので、水森は曖あい昧まいに首を振った。

「いえ。久々に髪かみの毛短くしたからちょっと動どう揺ようしたみたいです」

　答えになっていないことを言い訳にすると、比護はなにか言いたそうにしていたが、そっか、と笑ってくれた。

　深く追及もせず、納得したように口をつぐんでくれた比護に、水森はほっと息を吐つく。

「……やっぱ、隠かくしたままにしておけばよかったかな」

「はい？」

　比護の指が前まえ髪がみに触れてくる。少し身構えたが、渡瀬に乱暴に暴かれたときとは全く違ちがう優やさしい接触に、緊張はしなかった。

「可愛かわいいから、みんなに見せないで独り占じめにしとけばよかった」

「ええと……」

　なんだかそこまで言われてしまうと、人に見られた、なんて思ってしまったのが逆に自意識過か剰じようだった気がして恥ずかしい。

　こういうのも飼い主馬ば鹿かというのだろうか。

　あまりに胡う散さん臭くさそうな顔をしてしまったのか、比護が「本当に可愛かわいいよ！」と必死に訴うつたえてくる。

「……帰りましょうか」

　傘かさを奪うばってそっと立ち上がると、比護はしらっとした顔をしている水森を見て目を瞬またたかせる。

「えっ！　なんで!?　なにその目！」

　ペットになってと言ったり、昔のファンだと言って殆ほとんど初対面の水森に衣食住を提供したりと、正直なところ変わった男だと思う。

　けれど、大事にされているのは疑いようもない。

　緊きん張ちようがほぐれた水森を、比護はまるで愛いとおしいものでも見るような目をして眺ながめていた。

　──まあ、あくまで「ペット」だけど……。

　しくりと胸が疼うずいたけれど、それ以上のなにかに自分がなれるとも思えない。

　水森自身が、比護をどう受け入れられるか、友人とも言えない現在の状じよう況きようを鑑かんがみればますますわからなくなった。










　なんとか傘なしでも平静を保てるようになり、水森と比護は自宅へと戻もどった。なんなら相あい合あい傘がさで、と本気かどうかわからない提案は却きやつ下かさせてもらったが。

　エレベーターのドアが開き、家の前に見知らぬ男が立っていて、水森は足を止める。

　比護も同じように立ち止まったが、その男が振ふり返ると肩の力を抜ぬいたようだった。

「お！　おかえりー。お二人さん」

「安あん養よう寺じ……なにしてんだお前」

　安養寺と呼ばれた男は、ノートパソコンを二つ掲かかげ、いやあと笑う。

　明るい髪色をした若い男で、よくよく見ると、顔の造作が必要以上に整っていた。比護も美形だがもっと中性的な雰ふん囲い気きで、美人という形容の似合う男だ。

「週明け期日の仕事、カタ付きそうだったからやっちゃおうかと思って」

「お前な、休めるときは休んでおけよ」

「いいじゃん。俺固定給だもん」

「ていうか、夜まで帰らなかったらどうするつもりだったんだよ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、比護は入り口のドアを開けた。

　会話の内容から、仕事に関かかわる人物であろうことは推察できる。

　仕事の話をするのであれば、水森は遠えん慮りよしたほうがいいのだろう。けれど、自分は今比護の家を間借りしているし、比護が安養寺に同居のことをどこまで話しているのかわからない。

　与あたえられた部屋に入るよりは外で時間を潰つぶすべきか。落ち着いたとはいえ、今からまた外へ戻る精神力が残っているかも少々怪あやしい。

　説明してくれない比護に焦じれったく視線を送っていると、何故なぜか安養寺が振り返った。

「へー……」

　安養寺はしげしげと水森を眺める。不ぶ躾しつけなその視線に、居い心地ごこちの悪い思いをした。

「なんですか」

　言い返すと、安養寺は「お？」と意外そうな顔をした。それからまた水森を見やり、にっこりと笑った。

「なるほどねー。これが噂うわさの、比護のにゃんこちゃんね」

「……は？」

　安養寺の言葉に、水森は固まる。

　彼の科白に、他意があるのか悪意があるのかよくわからない。

　一体この人は何者なんだろうと不ふ審しんげにしていると、先を行っていた比護が慌あわてた様子で振ふり返った。

「安養寺！　なにヒナちゃんに絡からんでるんだよ」

「絡んでねーよ。失礼なやつだな」

　怒ど鳴なられて、安養寺は心底うるさいとばかりに、手で追い払はらう仕種をする。

　ぽかんとしていると、安養寺は水森を見やり、手を握にぎってきた。

「安養寺央なかばです。比護とは小学生の頃からの腐くされ縁えんで、今は副社長です」

「副社長……幼おさな馴な染じみ？」

　そうそう、と言いながら、安養寺は握った手を振る。ようやく事情が吞のみ込めて、水森は遅おくればせながら改めて「はじめまして」と挨あい拶さつを返すことができた。

　明るい髪色のせいか、服がカジュアルなせいか、比護と同い年のはずなのにまだ学生のような雰囲気がある。

「にゃんこって……」

　一体どういうことをどこまで伝えているのだろう、と比護に少々非難めいた目を向けてしまう。

「いや、その……」

「それにしてもあのオッサン、気持ち悪かったねーヒナちゃん」

「え？」

「俺ね、あの日隣となりにいたんだよ」

　初めて比護と出会った日、彼は隣の個室にいたらしい。どうやらあの日、二人は大きな仕事が一段落ついたということで、個室で打ち上げをしていたようだ。

　たまたま隣となり合った個室で水森が枕まくら営業を持ちかけられていた、ということだった。実際に身売りをしたわけではなかったが、そんな話を持ちかけられていた事実を知っている人が他ほかにもいたのかと思うと、非常に恥はずかしい。

　たまらなくなって俯うつむくと、安養寺が「いてえ！」と悲鳴を上げる。

「なにすんだよ、比護」

「うるさい、ヒナちゃんをいじめるな。大体余計なこと喋しやべりすぎなんだよお前は！　ほら、さっさと家に入れ」

　比護に引きずられるようにして、安養寺は家の中へ消えていく。そういえば玄げん関かん先さきだったと、水森も二人を追った。

　安養寺は副社長を名乗っているのだが、本職はシステムエンジニアで、立派なワーカホリックらしい。

　今日も休日だというのに出社し、階下のオフィスで仕事をしていたようだ。

　リビングのソファに二人が座り、水森はせめてとお茶の用意をする。

　来たばかりの頃ころは冷蔵庫に殆どなにも入っていなかったし、茶葉もなかったが、比護に言ってそろえてもらったのだ。

　冷蔵庫に作り置きしていた麦茶を用意していると、安養寺がキッチンへ顔を出した。

「ヒナちゃん、悪いんだけどあいつちょっと借りていい？　ここでチェックしてもらうだけだからそんな時間かからないし」

「あ、はい」

　少々緊張しながらも、拝むようにされて、そもそも自分に許可を取る必要はないはずなのにと思いながら、水森は慌てて頷うなずいた。

　安養寺は満面の笑えみで、こちらに近づいてくる。いつの間にか距きよ離りを詰つめられて、水森は後あと退ずさった。

「あの……」

「ありがとう、ごめんね！」

　両手を伸のばされたが、リビングから走ってきた比護が間に割って入ってくる。

「なんだよ比護。ただハグしようと思っただけじゃん」

「だから阻そ止ししたんだ馬ば鹿か」

　他人との接せつ触しよくに慄おののいてしまうのでありがたいが、安養寺は不ふ愉ゆ快かいにならないだろうかとちょっと気になってしまう。

　うるさいと追い立てられて、安養寺は眉まゆを寄せながらリビングへ戻っていった。比護は深々と息を吐つく。

「ごめんね、ヒナちゃん……」

「大だい丈じよう夫ぶですから、別に」

　本当はそうでもなかったが、なんとか笑顔で返すことに成功する。比護は、せめてものお詫わび、と言って用意したお茶を持って行ってしまった。

　することもなくなったので、仕事の話の邪じや魔まをしないようにと退室しようとすると、安養寺に呼び止められる。

「ヒナちゃん、こっちおいでよ」

「え、でも……」

「大丈夫。話し合いとかじゃないし、俺は待機してるだけで暇ひまなのよ。お相手してー」

　手招きされ、どうしたものかと比護をうかがう。ソファに座っていた彼はパソコンの画面から目を離はなし、困った顔をして笑った。

「もうちょっとで終わるから、ここにいていいよ」

「……ええと」

「うん、本当にちょっとのチェックだけなんだ。おいでよ」

「……じゃあ、はい。失礼します」

　ここで強固に断るのも憚はばかられ、水森は比護の隣に腰こしを下ろした。

「今日は二人でお出かけ？　どこ行ってたの？」

　まるで子供や女の子に言うような言い方だなと内心苦く笑しようする。

「ええと、ト……トリミング、です」

　水森の返答に、安養寺は麦茶を吹ふき出しそうになっていた。あっぶねえ、と言いながら口元を拭ぬぐい、比護を見やる。

「トリミングって、まあ、つまり身なりを整えてあげたってことなんだろうけど……お前さぁ、マジで変態だったんだな」

「あの、そんなことは……」

　多少スキンシップは多いけれど、特別変態的な行こう為いを強しいられているわけではない。

　そうフォローすると、安養寺は「十分変態だ」と顔を顰しかめた。

　色々と問題のある自分を助けてくれたのは、他でもない比護だ。

　まだ全然、他者とのふれあいには慣れないけれど、比護のフォローや言葉を思い出しながら、頑がん張ばって視線を避さけないように意識してみる。

　そうしてみると、意外と普ふ通つうに安養寺の目を見て話すことができる。

　今までが気にしすぎだったんだと、肩かたの力が抜ぬけた。

　ん？　と首を傾かしげる安養寺に、水森は頭かぶりを振ふる。

「いえ、本当に比護さんには感謝しているんです。色々気を遣つかって、助けて頂いて」

　ふっと笑いかけると、比護が顔を赤くする。

「比護さん？」

「いや、うん。別にそんな感謝されるようなことなんて」

「そうそう。こーんな悪い男に感謝することないって。いやだねー、借金を盾たてに好みの子をペットとして囲うなんて。未成年者じゃないだけまだ人でなし度は低いけど、この法治国家で性奴ど隷れいとか、お前訴うつたえられたらマジで負けるぞ」

「せっ……違いますよなんですかそれ！」

　とんでもない肩かた書がきを付けられて、水森はつい大声を出して否定してしまう。

　安養寺だけでなく、珍めずらしく声を荒あらげた水森に比護も驚おどろいた顔をしていた。

　けれどそれ以上なんと言って反はん駁ばくしてよいのか判然とせず、水森は熱くなる顔を持て余したまま安養寺を睨にらんだ。

「……えーと……ごめんね？　言葉悪かったね。愛人？」

「愛人でもありませんから！」　>>>♥

　言葉が違うだけで、言っていることはほぼ変わらないのだろう。

　男の自分がそんな風に見られていたなんて思いもよらなくて、形容しがたい気分に水森はぷるぷると震ふるえる。

　水森の無言の抗こう議ぎに、安養寺は比護を一いち瞥べつした。

「なに、お前ヒナちゃんに一いつ切さい手ぇだしてないわけ？」

「男同士ですから！　それに寝しん室しつも別です！」

　比護が答えるより早くそう訂てい正せいすると、安養寺は顔を顰めた。

　確かにちょっとキスされたりはしているが、それはスキンシップ程度の話だと比護も言っている。愛人と呼ぶには色々と足りないだろう。

「……まあ、男同士でどうとか、あんな目に遭あってる君が言うのかとも思うんだけど」

　それは置いといて、と横に移動させるジェスチャーをして、安養寺が首を捻ひねる。

「でも、そうなると逆に疑問。性奴隷でも愛人でもなきゃ、ペットってなにしてるわけ？」

　改めてぶつけられた問いに、水森は窮きゆうする。

「普ふ段だんなにしてんの。ヒナちゃん」

　自立しようと、日中に仕事やバイトを探してはいるのだが、これといった進展はまだしていない。けれど今のところは本当にただのごくつぶしなので、いっそ、愛人のほうが己おのれの責務を全まつとうしているかもしれない。

「ヒナちゃんはいるだけで十分なんだよ。それなのに、掃そう除じも洗せん濯たくも料理だってしてくれるぞ」

　ノートパソコンを閉じ、比護が口を挟はさむ。

「……まあ、確かにこの部屋、かつてなく綺き麗れいだけどね」

　間借りをさせてもらってから毎日家事はしているが、プロの家政夫の仕事に比べればきっと落ちるだろうし、それこそ家事手伝い程度のレベルの話だろう。

　それなのに物もの凄すごく比護が胸を張るので、却かえっていたたまれない。

　このままでいいと思っていたわけではないが、腰の重さは自覚している。

「すみません。俺も、仕事は探すつもりなんですけど」

「あー、でも比護のほうが自由に外出させてくんないでしょ？　俺はどっちかっていうとヒナちゃんより比護のほうが人としてどうかと思ってるから気にしないで」

　ここに暮らしてから一週間ほどの間は、大家や保険屋ともやりとりをしていたし、離り職しよく票などの話を会社ともしていたので、完全な引きこもりではなかった。

　一応生計も立てなければと、失業保険の手続きで外出したときに、就職やバイト探しの雑誌を買ってきて、探したりはしている。けれどその一連の状じよう況きようが収束すると、外出するだけで「どこ行ってたの！」と比護に抱だきしめられるようになった。

　迷子じゃないんだから、とも思うが、就職やバイト探しのことを比護に話したらどう反応するのだろうと憚られて、まだ話せていない。

　けれどそれは単なる甘えで、行き先さえ告げればよいだけの話だ。

「もし家政夫としてちゃんとしたいなら、それはそれで保障とかちゃんとしとかないと。今は若いからいいけど、後々困るのはヒナちゃんだろ」

「……はい」

　いちいちもっともな意見に、頷うなずくしかない。

　楽なほうへ流れて、なあなあの状態になっていたのは自分だ。比護はただ手を貸してくれただけだったのに、甘えてしまったのは水森のほうだ。

　比護にも申し訳ない気持ちになって項うな垂だれると、比護がおい、と不ふ機き嫌げんな声を出した。

「いじめんな」

「いじめじゃねーよ。軟なん禁きんしてるお前のほうがよっぽどだろ」

「別に俺はそんな……」

「はいはい。あとは人道に反しない程度に二人で話でもしてくれや。チェック終わった？」

　特に問題ない、という比護の返答を聞き、安養寺はパソコンを受け取って席を立つ。

「じゃあ、ヒナちゃんまたね」

　笑え顔がおで手を振る安養寺に、なんとか笑い返す。

　──でも、本当だよな。好き勝手してるだけだし、なんか本当に申し訳ない……。

　今日は服まで買ってもらってしまった。

　勿もち論ろん一日も早く自立して退去するのが一番いいのだが、現状の自分がペットや愛人としても役に立っているとは思えない。距きよ離り感かんに慣れなくていまだに触さわられると緊きん張ちようするし、キスされてもつい抵てい抗こうしてしまう。

　──いいって言ってくれてるけど、鵜う吞のみにするわけにいかないよな。

　そこまで楽観的にもなれず、比護を見やる。

　安養寺を玄げん関かんまで送ってきた比護は、水森を見て笑ってくれた。

　本当にちゃんとなにか役に立たなければ、ペットとして置いてもらっている責務さえ果たせないのではないだろうか。

　妙みように落ち着かなくなって、水森は立ち上がり、比護の許もとへと歩み寄った。

「なに？　どうしたの、ヒナちゃん」

　人と話すのも、目を見るのも苦手だ。でも、比護はそんな人との距きよ離りのわからない自分にも手を差し伸のべてくれた相手だから、その優やさしさには報むくいなくてはと思う。

　けれど、人との接せつ触しよくを避けてきたから、抱だきつくことも、手を握にぎることも出来ず、距離感もつかめないまま彼のシャツの裾すそを摘つまむにとどまってしまう。

「……ヒナちゃん？」

　訝いぶかしげな声が落ちてきて、水森は意を決して顔を上げる。

「なにか、出来ることはないですか？　……俺にでも」

　話の流れから、こういう問いは却かえって比護に気を遣わせるだろうと、口にしてから気が付いた。

　成人した男が、己のすべきことを他者に委ゆだねるのは情けない。けれどそれ以上自分の出来ることなど思い浮うかばなくて、縋すがるように比護を見上げる。

「俺に出来ることなら……なんでもします」

　しゃんとしようとするのに、声が、縋った指先が震える。

　詰つめ寄った水森に、比護は思案するように口元に手を当てた。

「……なんでもいいの？」

　返ってきた言葉に、若じやつ干かん臆おくする。

　スキンシップは激しいが、彼との接触にいやらしいことはなにもなかった。

　出来ることならばなんでもしたいと思ったばかりじゃないかと己を叱しつ咤たし、「なんでもします」と首しゆ肯こうする。

　こぼれた前まえ髪がみを、比護の掌てのひらが優しく搔かき上げた。比護はいつも通りの優しい笑みを精せい悍かんな容よう貌ぼうに湛たたえながら、口を開く。

「……お風ふ呂ろ、入れたいな」










「風呂に入る」でも「風呂に入ろう」でもなく、「入れたい」と言われた。

　意味もわからないままバスルームへ向かい、比護は上じよう機き嫌げんの様子で腕うでまくりをしている。

「体、洗わせて？」

「え……ええと……」

　一体どういうことなのだろうと脱だつ衣い所で混乱している水森をよそに、比護はバスタブに湯を溜ためはじめる。

　一いつ緒しよに風呂に入る、ということでいいのだろうか。

　なんでもするとは言ったけれど、一体比護はどうするつもりなのだろうか。

　鼻歌でも歌い出しそうなテンションに何故なぜか背筋に悪お寒かんが走った。

　ある程度湯が溜まったのか、比護はバスタブの縁ふちに腰こし掛かけ、片胡坐あぐらをかいて頰ほお杖づえをつく。

「どうしたの？　早く脱ぬいでこっちに来て」

「は、い」

　比護はどうするのだろうという疑問も湧わいたが、彼が動く気配はなかったので、とりあえず言われるままに服を脱いだ。

　シャツを脱ぎ、ボトムに手をかけた瞬しゆん間かん、何気なく比護のほうを見る。

　比護は先さき程ほどと変わらない様子で、にこにことこちらを見ていた。

「あの……比護さん」

「ん？　なに？」

　問い返されて、水森は口を噤つぐむ。

　──な、なんか恥はずかしくなってきた……。

　そもそも同性であるし、考えすぎかもしれないが、貧弱な体を見られるのは恥ずかしい。

　相手が服を着ているので、余計そう感じてしまうのかもしれない。

　けれどここでまごつくのも失礼な気がして、平静を装って水森はボトムを下ろした。

　最後の一枚に手をかけ、もう一度比護に視線を投げる。

　──真顔……。

　先程とは真逆の真しん剣けんな表情に、思わず背筋を伸ばす。比護は水森のリアクションに、目を細めた。

「どうしたの？」

「いえ……あの、比護さんは脱がないんです、か？」

　問うてみたいことはあったのだが、ようようそれだけを口にする。

「俺？　うん、脱がないよ？」

　比護は水森の問いに、あっさりと頷く。

　なんで脱がないんですか、俺だけ脱ぐんですか、という問いは喉のどに引っかかって出てこなかった。

「……濡ぬれちゃいますよ？」

「いいよ、別に。さ、早く脱いで？」

　笑顔でオーダーされ、水森は慌あわてて背中を向ける。

　いくら男同士とはいえ、着衣の人物の前で全ぜん裸らになるのは気が引けた。

　──でも、変に恥ずかしがったほうが、余計に恥ずかしいかも。

　呪じゆ文もんのようにその言葉を胸中で繰くり返しながら、水森は最後の一枚を脱いだ。一いつ瞬しゆん迷って、腰こしにタオルを巻き、浴室に足を踏ふみ入れる。

「……！」

　相変わらず比護はこちらを見ていて、やっぱりずっと見られていたんだと思うと途と端たんに羞しゆう恥ちを覚え、かっと顔が熱くなった。

「ヒナちゃん、おいで」

　手招きされ、水森はおずおずと近づく。

「じゃあ、洗わせてもらうね」

　スポンジにボディソープを取り、比護はもこもこと泡あわを立てる。

　まさか、と驚おどろいている隙すきに、比護の手が胸むな元もとに触ふれてきた。

「わ……っ」

　人に体を洗ってもらうのなど子供のとき以来で、スポンジと石せつ鹼けんの感かん触しよくに無意識に体が逃にげる。

　比護は容よう赦しやなく間合いを詰めて、水森の体を壁かべ際ぎわに追いやった。

　背中にひやりとしたタイルの感触を覚えて、首を竦すくめる。比護は泡の付いた指先で、水森の顎あごを持ち上げた。

「逃げないの。大人しく、洗わせなさい」

　優しいが有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあり、水森は視線を逸そらして頷うなずく。

　それを皮切りに、比護の手が体の輪りん郭かくをなぞるように這はい出した。

「……っ」

　首筋や、喉を擽くすぐるように触れ、徐じよ々じよに下へ降りていく。それほど擽ったがりではなかったが、時折自分でも予期せぬタイミングで身を捩よじってしまうこともあった。

　そのたびにじっとしてて、と言われるのだが、こればかりは生理的な反応なので抑おさえようもない。

「やー、ヒナちゃん肌はだ綺き麗れいだねー。色も白いし、もちもち」

「ちょ」

　言いながら、胸元を人差し指で擦こすられる。直接肌はだに触れられてどきりとしたが、おかしな雰ふん囲い気きになりそうでいちいちそれを指し摘てきは出来なかった。

「お肉全然ついてないね、ヒナちゃん。もっと食べないと筋肉もつかないよ」

　確かに全体的に筋肉もぜい肉もついていないのだが、一体どこを見ての科白せりふなんだろうと、顔が熱くなる。体をくまなく見られているようで、本当に恥ずかしい。せめて黙だまっていてくれたらいいのだが。

「ひ、ゃ！　……ぅ」

　鎖さ骨こつの下を親指の腹で押されて、甲かん高だかい声を上げそうになったが、必死に堪こらえた。

　スポンジだけでも十分そわそわするのに、たまに直じかに手が触れることがあって、その感触に反応してしまう。

　変な声が出るのが嫌いやなのに、どうしても不意をついて出てしまう。

　口を両手で塞ふさぎ、息を止めたりすることでどうにか我が慢まんする。

　けれど、比護の手が下方に下りた瞬間、流石さすがに手を外してしまった。慌てて、タオルを捲まくろうとしていた男の手を押しとどめる。

　震ふるえる手で比護の手を握にぎると、「どうしたの？」という声が上から落ちてきた。

「あの……そこは」

　おずおずと申し出ると、比護がにんまりといたずらっ子のような顔をした。

「一番大事なところだから、洗わないとー」

「……自分でやりますから」

　白々しい口調で言う男に、わかっててやってるな、と眉まゆを寄せた。いちいち顔を赤くしてしまう自分が恥ずかしいやら腹立たしいやらで、水森は唇を引き結ぶ。

「大だい丈じよう夫ぶ。痛くしないから」

　痛くってなに!?　と焦あせる水森を他所よそに、比護はタオルを捲って性器に触れてきた。

　ぬるんと滑すべったのは、ボディソープのせいに決まっている。

　そう伝えたいけれど、口に出すのも恥ずかしければ、いちいちそんな言い訳をするというのは自分が感じていたのだと言ってしまっているような気もして言葉が出てこない。

　あうあうと情けなく喘あえいでいる水森のものを、比護は優やさしく撫なでた。

　自分で触れるのとは違ちがう、予期せぬタイミングで普ふ段だんの自分なら触れないようなところまで触さわられる。

「あっ、あっ」

　鼻にかかった甲高い声が浴室に響ひびく。それが余計いやらしく聞こえて、水森の頭と心をかき乱した。

　喘ぐ水森を冷静な顔で見下ろしながら、比護がふっと笑う。

「やらしいな、ヒナちゃん。俺、洗ってあげてるだけだよ？」

「……っ」　>>>♥

　揶揄からかうような声こわ色いろに、水森は唇を嚙む。

　卑ひ猥わいに動く手のどこが、と訴うつたえたかったが、本当に自分がいやらしいのかもしれないと不安にもなる。

　脚あしを開かされ、性器と後こう孔こうの間を指で押された。自分でもあまり触ったことのないような場所を、比護の指が行き来する。

　何度も擦られているうちに、下か肢しから背骨を伝うような快感がじわじわと生まれた。







「あ、ぅ」

「ひーなちゃん、気持ちよくなっちゃ駄だ目めだよ」

　震える内うち腿ももを膝ひざで叩たたかれ、水森は手の甲こうで口を押さえる。

　──なんで、なんでこんなので俺……！

　浅く切れる呼吸に、嗚お咽えつが零こぼれそうになる。

　もうなんとかして、と叫さけび出しそうになった瞬間、比護が手を放した。

　突とつ然ぜん放り捨てられるような感覚に戸と惑まどいはしたものの、これ以上の痴ち態たいを晒さらすことはないのだと思うと安あん堵どする。

　壁かべに寄りかかって胸を喘がせていると、比護は対面に腰を下ろした。

　服が濡れるのに、とぼんやり思いながら見ていると、手招きをされる。

「まだだよ。今度は背中も洗おう」

　おいで、と呼ばれて、水森は諾だく々だくと従う。促うながされるままに比護の膝の上に乗り、胸を密着させるようにして身を預けた。

「んっ」

　新しく泡あわ立だてられたらしいボディソープの感触が背中に触れる。

　肩けん甲こう骨こつや背骨の、皮ひ膚ふの薄うすい部分を擦られると、過か敏びんになった肌が痛いほどに感じてしまった。

　比護にしがみついたまま、水森は「ん、ん」と声を漏もらす。

　首や肩かたから徐々に降りて行った左手が、尻しりに触れた。

「ぅ、あっ！」

　とんでもない場所に比護の指が入ってきて、水森は思わずのけぞった。

　身を離した瞬しゆん間かん、比護と目が合う。

　いつもと変わらず、涼すずしい顔をした男は、心底不思議だとでも言うように首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「ど、どうしたのって……その、そんなところ」

　部位を言うのも気が引けて、唇を引き結んで首を振ふる。

　そこまで洗うのは、流石に通常のバスタイムではあまりないことだ。自分でさえもそうなのに、ましてや他人にされることなど到とう底てい考えられない。

「そんなところって、どんなところ？」

　そんな風にとぼけて、男の指が更さらに深く入れられる。必死に拒こばもうとするが、どう力を入れたらよいのかもわからない。

「普ふ通つうそんなところに指入れて洗いません！」

　なんとか突つっぱねて、比護を睨にらみつける。

　比護はええ？　と不思議そうに首を傾げた。

「ヒナちゃん洗わないの？　駄目だよー、綺き麗れいにしとかないと」

「えっ……？」

　洗うのが普通？　と一いつ瞬しゆん騙だまされそうになったが、少なくともやはり人においそれと洗わせる場所ではないだろうと思い至る。

「騙されませんよ」

「……やっぱりー？」

　悪びれなく噓うそを認めた男に、内心でこの変態と罵ののしる。けれど、一瞬自分が知らないだけで世の中的にはと疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていたので危なかったかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。痛くしないから」

「えっ……」

　けれど一いつ般ぱん的にはどうなのかという結論はあまり関係ないらしく、男の指が体の中に入っていく。

　あまりの事態に混乱して、水森は首を振った。

「や……そんなとこ……！」

「嫌って、ここも綺麗にしないと」

「や、や……駄目だって……！」

　抜ぬいて、と懇こん願がんするのに、比護は黙もく殺さつして指を搔かきまわす。ボディソープでぬめっているせいか、特にひっかかりもなくスムーズに指が抜き差しされる。

　その度たびにくちゃ、と濡ぬれた音がして、余りの羞しゆう恥ちに水森はすすり泣いた。

「やっ……あ！　駄目です、入らない、っ」

「大丈夫。もう入ってる」

　悪びれなく増やされた指に、水森は声もなく喘ぐ。

「おしりちっちゃいね、ヒナちゃん」

「やだ……」

　もう一方の手で丸みを確かめるように撫で、男が笑う。

　ぐい、と後ろを広げるように指が動き、もっと深い場所まで入れられた。

「ん……？」

　洗うと言うよりは、搔きまわし、広げるような動きをする指を怪け訝げんに思う。

　体をまさぐっているあいだに、比護は何度かボトル容器を手にしていたのだが、よく見るとそれはいつの間にかボディソープではなくジェルに替わっている。

「あの、比護さん」

「んー？」

　なんで、と問おうとした瞬間、深く差しこまれた指が、体のどこかを押した。

　体に走った衝しよう撃げきに水森は背を反らし、「あっ！」とひときわ高い声を上げてしまう。

　一瞬遅れて、それが強い快感だったことを自覚した。

　一体今のはなんだったのかと考える暇ひまもなく、比護の指がその場所を執しつ拗ように擦こすった。

「あっ！　あっ……！　や、あ」

　比護の胸に縋すがり、堪こらえようと唇くちびるを嚙んでも喘ぎが零れる。前を触られてもいないのに、既すでに首を擡もたげ始めている性器を見て、小さく悲鳴を上げた。

　やめてください、と水森は泣きながら懇願する。

「や、そこ……いやです……！」

「ここ？　いいの？」

「ちが、そこ駄目……！」

　ぐりぐりと捏こねられる度に背筋が痺しびれる。堪たまらなくなって、震ふるえる内腿で比護の体を挟はさみ、声を上げる。

「駄目です、駄目……やだ、いや、嫌いやだ……！」

「ヒナちゃん？　だから俺は、体洗ってるだけだよ？」

　意地悪なことを言う男に、反論している余よ裕ゆうがない。

「やだ、……やっ……」

「ヒナちゃんのここ、すごい震えてる。……なに？　いきそうなの？」

「……っ」

　いやいやと首を振り、男の肩に頭を預ける。水森は無意識にシャツに歯を立てた。

「ん、……あーっ……」

　びくんと背中を丸めて、水森は達する。断続的に吐はき出される体液が、比護の濡れたシャツを汚よごしてしまう。

　とんでもないことをしてしまった。

　そんな気持ちと、射精後の倦けん怠たい感に、ずるずるとへたり込む。

　一度も前を弄いじられていないのに、それどころか、そんな場所を暴あばかれて快感を覚えるなんて知らなかった。

　もしかしたら、自分の体はなにかおかしいのだろうかとも思う。

　強きよう烈れつな快感だった。まだがくがくと震えている腰こしを、比護が宥なだめるように撫なでてくれるのだが、それすらも刺し激げきになる。

「悪い子だな。汚しちゃって」

　はっとして、水森はのろのろと上体を起こす。

「ご、ごめんなさ……」

「罰ばつとして、自分で洗いなさい」

　はい、と返事をしようと口を開いた瞬間、比護の手が水森の性器に触ふれる。

　動どう揺ようして固まっていると、ボディソープをかけられた。一いつ旦たん落ち着いたとはいえ、すっかり熱を持っている場所に、それはひどく冷たく感じる。

　身を竦すくめると、「はい」と手を導かれた。

「さ、洗ってみせて？」

「……！」

　なんで、どうして、と思いながらも確かに汚してしまったので、そろそろと手を這はわせる。

　本当に洗うだけのつもりだったが、強烈な刺激で達したばかりのそこは、触れるだけで敏びん感かんに反応した。比護に見られていると思うと余計に意識してしまう。

　それでも、一旦熱を吐き出した後なので、必要以上の反応は示せなかった。ただ、燻くすぶるような感覚がして居い心地ごこちが悪い。

　比護は機き嫌げんよさそうにしながらその様子を眺ながめ、ある程度洗った後にぬるめのシャワーをかけてくれた。

　時間を置いたことで、少しだけ火ほ照てった体も頭も冷えて、水森はようやく身を離はなした。なんと会話したものか迷っていると、首や胸にもお湯をかけてくれる。

「うん。綺麗になったよヒナちゃん」

　そう言って、比護はシャワーを止めた。

　立てる？　と問われて、震える脚を押さえながら立つと、比護も腰を上げる。

「あの」

「ん？」

「お、俺もなにかしたほうが」

　水森の申し出に、比護は目を丸くする。

「……じゃあ、ヒナちゃんの体をスポンジ代わりにして全身洗って欲しいな」

「ばっ……！」

　出来るかそんなこと、と言い返そうとすると、比護がからからと笑った。

「うそうそ。いいからお風ふ呂ろ入りな。体冷えちゃうよ」

　そのまま湯船に促うながされ、入浴を勧すすめられた。

　比護は浴よく槽そうの縁ふちに再び腰をかけ、背後から手を回すようにして水森の顎あごに触れ、上向かせた。

　顔が近づいてきて、キスをされるのだろうかと目を瞑つぶる。

　けれど、彼の唇は、水森の唇ではなく額に触れた。音も立てずに離れて行ったキスに、水森は目を開ける。

　比護は優やさしく微笑ほほえんで、水森の額を撫でた。

「風邪かぜ引くといけないから、ゆっくりあったまってから出なさい」

　肩かたまで浸つかって十数えるんだよ、と子供に言いつけるようなことを言って比護が出て行く。

　先さき程ほどまでの行こう為いとのギャップに、頭がついていかない。

　やはり、触れたのはいやらしい意味ではなかったのだろうか。けれどそんなわけがないと否定する頭もあり、脳内で対立意見が拮きつ抗こうする。

　はい、と掠かすれた声で返して、水森は頭まで浴槽に沈しずんだ。







　必要以上に温まり、脱だつ衣い所にいつの間にか用意されていた下着と寝ね巻まきを身に着けて、水森は与あたえられた部屋へと戻もどる。

　リビングのソファで十分だと思っていたが、比護は水森の部屋としてゲストルームにしていた部屋を与えてくれていた。

　電気を点つけ、水森はのろのろと歩み寄り、倒たおれ込むようにしてベッドに沈む。スプリングで体が跳はね、寝ね返がえりを打った。

「びっくりしたー……」

　今までずっと、人にああいう風に触さわられたことなどなかった。

　自分があんな声を出すなんていうのも知らなかったし、思わぬ場所で感じることも知った。

　先程までの光景を思い出すと、恥はずかしくて死にたくなってくる。

　──なにあれ……なんだよあれ……！

　不意に比護の手指の感かん触しよくを思い出して、ベッドの上で悶もん絶ぜつする。

　──あんな、あんなとこ触るなんて……！　ていうか、あんなとこ触られてあんなんなるとか、俺もなんなんだー！

　大声を張り上げるわけにもいかず、水森は枕まくらを摑み、ベッドに何度も叩たたきつける。途と端たんに気が抜ぬけて、もう一度ベッドに倒れた。

「……とんだどすけべじゃないか、あの人」

　割と紳しん士し的な面が多かったので油断した。そもそも舌を入れるキスを日常的に仕し掛かけてくる人がスケベでないはずがなかったのだが。

　その割に、彼は自分の体を触らせたり、性的な意味での奉ほう仕しを求めてきたりはしなかった。

「変な人」

　体も心も中ちゆう途と半はん端ぱに持て余し、水森は枕に顔を埋うずめた。










　比護は仕事も忙いそがしいはずなのに、休日は頻ひん繁ぱんに「お散歩」という名の外出に連れ出してくれた。

　最初の頃ころは服を必要以上に買ってもらってしまい、きまずい思いをしてしまった。それを察したのか、最近は映画館に行ったり、博物館などへ行くことも増えた。

　食事も、気張らなければならないほどの高級な店よりは、カジュアルで気楽なカフェなどが多く、それほど気持ち的には負担にもならない。

　毎度自分の分くらいは負担しようと思うのだが、いつのまにか会計は済まされていた。

　払はらいたいけれど、比護に甘えるしかない懐ふところ事情が歯がゆい。仕事探しも滞とどこおったままだし、早く自立して返済しなければならない。

　カフェで食事をしている最中に、比護の携けい帯たい電話に着信があった。

　ごめんね、と断って比護は電話を取る。比護はもう一度目で謝ってから、席を外した。

　──休日なのに……トラブルかなぁ。

　忙しいのに水森に気を遣つかってくれているのが申し訳ない。

　なにかお返しがしたいと思うのだが、比護も結構ひねくれていて、素す直なおにそれを受けようとしてくれない。

　ほんの数日前にそう申し出たときは、バスルームでとんでもない目に遭あった。

　──う……思い出してしまった……。

　甦よみがえった羞しゆう恥ちに、水森は一人俯うつむく。

　ここ数日で、きっと比護に見られていないところなどなにもない、というくらいに体の隅すみ々ずみを検分されてしまった。

　最初は比護の指を一本入れるのもやっとだったのに、今は指三本を吞のみ込んでも苦しくはならない。

　自分の性感帯や、そこを触られたらどれくらい感じてしまうのかも覚えさせられてしまったので、最初の頃ほどはパニックになるようなことはなくなった。

　いつもふざけているのに、そういうときの比護は妙みように色っぽい大人の男の顔をしていて、自分とは対照的な余よ裕ゆうの態度に腹が立つ。

　最後までされているわけじゃないから手軽な風ふう俗ぞく代わりと思えば耐たえられなくもないとは思うけれど、いつも自分ばかりが乱れさせられていて、比護は見ているだけなのが気にかかる。

　最初の頃から彼のスタンスは変わらず、これは「お風呂」の一いつ環かんらしい。毎日水森の体を暴あばきながら、比護は「ヒナちゃん、お風呂好きだね」などと嘯うそぶくのだ。

　それが理由ではないのだろうが、今まで一度も経験のなかった水森だけれど、男に触られているのに嫌けん悪お感かんを覚えない自分にも少々面めん喰くらっている。

　──……わかんないな。

　自分の反応もだが、彼がどういうつもりなのか、どうしたいのかがわからない。

　悶もん々もんとしながら薄うすくなったアイスティーに口をつけていると、対面に誰だれかが座った。

　もう電話が終わったのだろうかと顔を上げ、予想外の人物がいたことに固まった。

「あ、やっぱり水森くんだ」

　見覚えのある人物に、水森は目を見開く。

「わ、渡瀬さん……」

「いやぁ、人ひと違ちがいだったらどうしようかと思ったよ。久しぶりだね。なんか可愛かわいくなっちゃって」

　どうしてこんなところに、と問いたいが、あまりに驚きよう愕がくしすぎて言葉が出てこない。

　仕事の最中だったのか、渡瀬はスーツを着用していた。どこか下げ卑びた笑いを浮うかべながら、渡瀬は頰ほお杖づえをつく。

「偶ぐう然ぜんだね。この辺に住んでるの？」

「……ええ、まあ」

「前の会社、辞やめちゃったんだって？　今なにしてるの？」

「いえ……あの、別に」

　そういえば、比護の世話になると決まった日は、この男に呼び出されていたのだ。

　結局誘さそいをきちんと断らなかったし、連れん絡らくもしていない。そもそも社用の携帯電話でやりとりをしていたので、水森は渡瀬の連絡先など知らなかった。

「なあ、さっきの男誰？　友達？　それにしては年離はなれてそうだけど」

　実じつ年ねん齢れいはそれほど離れていないし、渡瀬よりも比護はずっと年下だ。それでも渡瀬より比護のほうが、若いのに落ち着いて見える。

　水森と比べたら、それこそ大人と子供のように見えるかもしれない。

　けれど、そんなことよりも、この男がいつから自分たちに気づき、観察していたのかのほうが重要だ。

「なにしてる人なの？　何歳？」

「あの……なにかご用ですか」

　比護に迷めい惑わくがかかるのは嫌いやなので、敢あえて答えないまま話を逸そらす。

　渡瀬は少々鼻白んだような気配を見せたが、元の胡う散さん臭くさい笑え顔がおに戻った。

「この間、どうして来なかったの？」

「……きちんとお断りしなかったのは、申し訳ありませんでした」

　ホテルに呼び出された一件を蒸むし返されても、正直なところもう無関係だと言ってしまいたいのが本音だ。

　あくまであの会社に残れるかどうかを秤はかりにかけた取引だったし、退職した今となっては渡瀬に付き合う義理もなかった。

　自分なりに毅き然ぜんと断ったつもりが、渡瀬は目を眇すがめる。

「会社からどう聞いてたか知らないけど、断っていいと思ってたの？」

「……はい？」

「あれは、別に契けい約やくを取らせるためのってことじゃないよ」

　つまり枕営業ではなかった？

　それにしては渡瀬の言っていることの筋道が通らず、眉まゆを寄せる。

「その前のときにさぁ、君が暴れたときに大事な時計が壊こわれちゃったんだよね」

「え……」

　水森の反応に、渡瀬は気づいてなかったんだぁ、と嫌いや味みたらしく笑った。

「それに、スーツも汚よごれたしさぁ……結構いいやつ着てたせいで、クリーニング代も予想以上にかかっちゃってびっくりしたよ。それにもう治ったけど、君のせいで怪け我がだってしたんだよ」

　診しん断だん書あるけど見る？　と言われて冷や汗あせが出る。

　あのホテルの誘いは、それらの損害を訴うつたえない代だい償しようだったということだろうか。

　震ふるえだした手を握にぎり、テーブルを見つめていると、渡瀬が深々と溜ため息いきを吐つく。

「わかってる？　辞やめたら済むって問題じゃないよね？　人の私物壊して、怪我させといて、会社辞めたから責任ありません、じゃ道理が通らないよ。しかも折せつ角かく、穏おん便びんに済ませようと思ってたのに」

「ひ……っ！」

　テーブルの下の、膝ひざ頭がしらを触さわられて背筋を伸のばす。

　言いようのない不快感に、水森は唇くちびるを嚙んだ。

「仕事替かえたばかりなら、お金も融ゆう通ずうきかないだろう？」

　なあ、と言いながら、脚を横に押されて膝ひざを開かされる。慌あわてて閉じると、眼前の男の顔が、卑いやしく笑っていた。

　背筋に冷たい汗が伝い、俯く。

　渡瀬がブランドものの時計を身につけていたのは覚えている。それだけで結構な金額になるだろうに、あれもこれもと賠ばい償しよう請せい求きゆうされたら今の水森にはとてもお金は払えない。

　無職の水森に金を貸してくれるところなどないだろうし、そうすると今度こそ渡瀬の要求を吞のまざるをえないのだろうか。

　比護に迷惑をかけないように穏便に済ませたいが、電話中の彼を置いていってよいものだろうか。

「──うちの水森に、なにかご用ですか？」

　どうしよう、と混乱しきっていた思考に、通りの良い声が割って入る。

　顔を上げると、電話を終えてきたらしい比護が渡瀬を睨にらみ下ろしていた。

　一度会っただけの比護を覚えていないらしく、渡瀬がどうもどうも、と愛あい想そうよく頭を下げる。

「いや、以前この子とトラブルがあってね。会社は関係ありませんよ。個人間トラブルですので、お気になさらず」

　調子のいいことを言うが、否定すべきかどうか迷ってしまう。

「ちょっと裁さい判ばん沙ざ汰たになるのもうまくないのでね、話し合いをしましょうかって言ってたんですよ」

「……話し合いね」

　先さき程ほど触られていた脚を閉じ、水森は俯く。それじゃあどうぞ、と置いて行かれたらどうしようと、不安で胸が潰つぶれそうだった。

「日南人」

　ぽん、と頭に手を置かれて、水森は顔を上げる。いつもの優やさしい笑顔を見せた比護は、渡瀬のほうを向き、その顔に冷ややかさを足した。

　整っている分迫はく力りよくがあり、渡瀬が怯ひるむ様子を見せる。

「だったら出るとこ出ますか？　渡瀬さん」

「あれ、私の名前ご存知で……」

　比護の科白せりふに、渡瀬が不ふ審しんげな顔をする。比護は腕うでを組み、高いところから見下すようにして渡瀬を一いち瞥べつした。

「あなたがあの日、水森を襲おそった証しよう拠こは持ってますよ？　なんなら水森のところにモザイク処理でもして、あなたの会社に送りましょうか？」

　渡瀬が比護の言葉に瞠どう目もくする。

　ようやく目の前の相手に気づいたのか、渡瀬は勢いよく立ち上がった。

「お前、あのときの……！」

「そう。今後こんな気色の悪い接近の仕方をしたら、冗じよう談だんじゃなく、しかるべき処置を取らせていただきますから」

　渡瀬は顔色を変え、無言のまま店を出ていった。

　それを見送り、ほっと息を吐く。そうしてみて、自分がぎゅっと拳こぶしを握っていることに気が付いた。ゆっくりと開くと、掌てのひらに爪つめの食い込んだ痕あとが残っている。

　自分は思ったよりも緊きん張ちようしていたらしい。けれど、比護が現れたことでものすごく安あん堵どしたことも自覚する。

　傍かたわらの比護に、ぽんと優しく頭を叩たたかれた。

「なんか変な空気になったから、出ようか」

　あの男が触った椅い子すにも座りたくないし、と言うので、つい笑ってしまう。

　店を出て、二人並んで歩きながら、傍らの比護を見上げた。

　視線に気づいた比護は、首を傾かしげる。

「……なんでもないです」

　この人は、ただの昔のファンというだけで、自分にどうしてここまでしてくれるのだろう。

　俯うつむいた水森がよほど不安そうに見えたのか、比護がぽんと頭を叩たたいてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。あの男がなにを言って来たって、迎むかえ撃うつ準備はあるから。安心しな」

　宥なだめるように撫なでる手が優やさしくて、込み上げてきた感情に水森は唇くちびるを嚙かんだ。

　人との接せつ触しよくを避さけ続けてきた水森には優しくしてくれる人なんていなかったから、こんな風に大切にされるとどうしたらいいかわからなくなってしまう。

　自分が女の子だったら、迷うことなく比護に恋こいしてしまっていただろう。

　そのくらい比護から差し伸べられる手は心地ここちよかった。

　いつまでもそこにいたいと思い始めてしまっている自分が少し怖こわい。

　恋人でもなんでもない、ただのペットなのに。

　──比護さんが俺を甘やかすのは、他意はないんだ。

　こんな関係が、長く続けられるはずがない。そう遠くないうちに、比護から離れなければならないのに。

　それなのに、心までこんなに飼かいならされてしまっているのは、きっとまずい。

　いずれ、自分のほうでその線引きができなくなってしまう気がする。そんな自覚があって、水森は情けなさに奥歯を嚙かみしめる。

「……ところでさ」

　無意識に、縋すがるように伸ばしかけていた手を、慌あわてて引っ込める。

「はい」

「さっき、どうしてすぐ断らなかった？」

「え」

　ちょっとだけ憤いきどおっている声に、思わず返事に窮きゆうしてしまう。

「もう少し戻もどるのが遅おそかったら……俺がもしいなかったら、まさかあの男と一いつ緒しよに行くつもりだったの？」

「ち、違ちが……」

　もし一人きりのときはどうだったか、それは自分でもわからない。

　けれど多分、ついていってしまっていたかもしれない。それは比護に迷めい惑わくをかけたくないから、ただそれだけだ。

「……行きたくなかった、です」

　噓うそではない言葉だけを伝える。一つだけ確信が持てるのは、比護から離はなれたくないと思っただろうということだ。

　ふうん、と相あい槌づちを打ち、比護はあからさまな作り笑いを浮かべた。

「ねえねえヒナちゃん。そこでちょっとお買いものしていかない？」

「え？」

　唐とう突とつな科白せりふに戸と惑まどいながら見やると、そこ、と彼が指さしたのは、ショッピングセンターの中にある女の子向けのショップだった。ピンクや白のふわふわとした店に一体なんの用事があるのかと困こん惑わくしたが、比護は気にする様子もなく中へずんずんと進んでいく。

　長身で顔立ちの整っている比護は店内では明らかに浮ういているのだが、本人はどこ吹ふく風で商品を見つめていた。

「比護さん、いったいこの店でなに買うんですか……」

　こそこそと話しかけると、比護は商品棚だなに手を伸ばした。

「これこれ」

　そう言って目の前に翳かざしたのは、レースをあしらってあるピンク色のリボンだ。

　これがなんだろうと見ていると、比護はにこりと笑ってとんでもないことを口走った。

「ヒナちゃんに似合うと思って」

「なに馬ば鹿かなこと言ってるんですか！」

　反射的に大声で返してしまい、水森は慌てて口を塞ふさぐ。

　二十歳はたちもすぎた男に、ピンク色のリボンなど似合うわけがない。頭にリボンを結んだ自分を思い描えがいて、鳥とり肌はだが立った。

　冗談でわざわざ店に寄るなんて、とげんなりしていたが、比護はリボンを摑んだままレジのほうへ向かって行ってしまう。

　こんな風にいたずらめいた冗談を言うくせに、さっきみたいに本気で庇かばって大切にしてくれる。比護の本心が知りたいような、知りたくないような気がして、複雑な気持ちになる。

　制止する間もないうちに、比護はリボンを買って戻ってきた。

「さっきのに更さらにオプション付けてきちゃった」

「はあ……」

　オプションってなんだろうと思ったが、怖かったので訊きかずにいた。

「よし、じゃあ帰ろうか」

　比護は満足げな顔をして、リボンをシャツのポケットに突つっ込む。

　歩いていると、比護が不意に身を屈かがめてきた。

「可愛かわいいこと言ったヒナちゃんが悪い」

「えっ……？」

　そっと耳に触ふれた囁ささやきに目を丸くしていると、比護は「さあ帰ろう」と笑えみを浮かべた。










「んっ……んん……っ」

「ここ？」

「や……そ、こ……っ」

　すっかり覚えさせられた指の感かん触しよくに、水森は泣き声を上げる。

　浅い部分を持ち上げるように擦こすりながら乳ち首くびを摘つままれ、水森は慌あわてて両手で口を塞いだ。

　器用に手を動かしながら、比護は目を眇すがめる。

「ヒナちゃんの声、聴ききたいな」

「……っ」

　毎日言われる科白だったが、同じように首を振ふって応こたえる。

　──絶対やだ。あんなの、みっともない……！

　媚こびるような甲かん高だかい声など、生きていて一度も発したことがなかった。

　バスルームだと、頭が痛くなるほどキンキンと響ひびいて、色々な意味で涙なみだが出そうになる。そして、我に返ったときにそのあられもないだらしない声を思い出すと、羞しゆう恥ちで死にたくなってしまうのだ。

　軽けい蔑べつされるのが怖くて拒こばんでいるのに、比護は意地悪く声を出させようとする。抗あらがって胸を押すと、比護のシャツのポケットにあった硬かたいものが当たった。

「あ、そうだ。ちょっと待ってて」

「え……？」

　比護は水森の顎あごを持ち上げて、うっすらと微笑ほほえむ。

「そのままね」

　言われた通りにじっとしていると、首になにかが触れた。

　思わず肩かたを揺ゆらした水森に、比護が「じっとして」と言いつける。

「はいできた。……可愛かわいい」

　相そう好ごうを崩くずして褒ほめられ、一いつ瞬しゆん照れてしまったものの、鏡に映った自分の姿に鳥肌が立った。

　裸はだかの男が、ピンクのリボンを首に巻かれている。

　首元に、小さな鈴すずが付いていた。振ると、ちりん、と可愛らしい音がする。その画えに、恥はずかしさで眩暈めまいがしそうだった。

「やっぱり想像通り可愛い。鈴付けて正解だったなー！　似合うよ、ヒナちゃん」

　嬉うれしくない、と反はん駁ばくしようにも、あまりにひどい恰かつ好こうに羞恥のあまり泣きそうになる。

「こんなの……恥はずかしくて無理です。は、はずしてくださ……」

「なんで？　ヒナちゃん猫ねこみたいだからぴったりだよ？」

　──ペットだから、首に鈴って……鈴って……。

　理り屈くつはわかるが、一応成人男子にそれを求めないでほしい。これはちょっとひどい、と寄せた眉み間けんに、比護は唇くちびるを寄せてきた。

「じゃあ、続きしよう。おいで？」

　改めて座りなおした比護に手招きをされて、もう一度彼の膝ひざの上に腰こしを下ろした。

　頰にキスをした唇が、首筋を伝って下に下りていく。

「っ……」

　胸の突とつ起きを吸われて、びくりと体を震ふるわせる。

　声は殺したのに、身み動じろぎをしたせいで鈴がちりんと音を立てた。

「……！」　>>>♥

「ん？　どうかした？」

「い、え」

　ゆるゆると首を振ると、比護はそう？　と笑って愛あい撫ぶを再開する。

　──や、これ……なんか……。

　後ろを弄いじられ、感じるところをまさぐられ、その度たびに声を殺すのに、鈴が鳴る。

　喘あえいでいるわけではないのに、自分が鈴を鳴らしているのは感じているからに他ほかならなくて、水森は動どう揺ようする。

　声はなんとか堪こらえることができても、体が動いてしまうのは殆ほとんど反射なので我が慢まんできない。

「比護さ……やだ、これ」

「なんで。可愛いじゃない、リボン」

　問題はリボンじゃなくて鈴なんだけどという文句を吞のみ込む。

　水森が考えすぎているだけで、比護はきっと、そういうつもりで首に鈴をつけたわけではないのかも知れない。

　だったらそれを改めて指し摘てきして、鈴の音が喘ぎに等しいと意識させるのは避さけたい。

　なんでもありません、と呟つぶやくと、比護は「そう？」と首を傾かしげた。

「可愛いね。ヒナちゃん」

「あっ……！」

　弱い部分を擦こすられ、甲かん高だかい声を上げてしまう。

　慌あわてて口を押さえようとしたが、唇くちびるを奪うばわれて阻はばまれる。

「っ、は……」

　舌を甘嚙がみされ、啜すすられながら後ろを搔かきまわされると、体がぐずぐずに蕩とろけてしまう。

　拒こばまなければいけないのに、水森の体は自分でも誤ご魔ま化かせないほど比護から与えられる快感を甘かん受じゆしていた。

　──……どうしよう。

　水森は、普ふ通つうの子供に戻もどってからは、極力人間関係を築かないようにしていた。

　同性の友達などもう殆ど付き合いがないし、女性経験もない。

　それなのに、男──比護に触さわられて感じるようになってしまって、おまけに後ろだけで十分快感を得られるようになってしまった。

「ん、ん！」

　追い詰つめられて、比護の胸に身を預ける。

　うまく息いき継つぎもできず、体に残る快感の残ざん滓しに、吐と息いきが零こぼれた。

　比護は、膝の上に抱だいた水森を、赤ん坊ぼうにするようにゆらゆらと揺らす。疲ひ弊へいした体に、その感覚は随ずい分ぶんと心地ここちよくて、甘えるように彼の首元に頭を擦りつけた。

　水森の体を弄もてあそんでいるときと、その後にこうして構ってくれるときのギャップに戸と惑まどうけれど、それはつまり自分を可愛がってくれているということなのだろうと解かい釈しやくしている。

　──このままじゃ、離はなれられなくなっちゃうんじゃないの、俺。

　彼の優やさしさに甘えて、という点においても、比護に慣らされた体を持て余すのではという点においても。

　もう二十四歳だというのに、こうしてされるがまま甘やかされてしまうというのは、やはり自分の対人スキルが子供の頃ころのまま止まってしまっていたからなのだろう。

　それが恋こい人びと同士だと言うのなら、甘えたり甘えられたり、というのは問題ないのかもしれない。

　けれど、自分は恋人ではない。

　可愛いと言う比護の言葉には、きっと噓うそはない。でも、恋れん愛あい的な意味では全く歯し牙がにもかけられていないとも思う。

　──なんで、それだけのことでこんなに傷ついてるんだろう。

　なんでもなにもない、と胸の中で笑う。

　いやならば、離れればいい。仕事を探して、自立すればいいのだ。

　きっと比護は怒おこらない。もしかしたら、笑顔で応おう援えんしてくれるかもしれない。

　でも、「じゃあ頑がん張ばってね」と送り出されたら、自分は今までにないくらい傷つくだろう。想像だけで、こんなに胸が痛くなるのだから。

　比護の胸からそっと身を離し、間近にある瞳ひとみを見つめる。比護は目を細め、[image: 啄]ついばむようなキスをした。

　比護は優しいけれど、水森のことを本当はどう思っているのだろう。

　そんなことを考える自分に戸惑って、水森は首のリボンを解いた。










　比護と暮らし始めて一月ほどが経過したが、朝夕と休日を共に過ごしてみて、彼の好みもわかり始めてくる。

　朝は和食より洋食が好きで、コーヒーは砂糖なしのミルク入りを出す。食の好みはどちらかと言えば甘党。掃そう除じをすると、色々なところからお菓か子しの袋ふくろが出てくる。料理や洗せん濯たくはある程度こなすが、掃除や整理整せい頓とんは苦手らしい。

　それらを少しずつ発見していくのは、人慣れない水森にとって、存外楽しいことだった。

　人から逃にげるように生活してきたはずだったのに、こんな風に穏おだやかに誰だれかと過ごせるなんて、意外と備わっていたらしい自分の順応力に驚おどろきだ。

　もっとも、子役の一件がなかったら、家族ともきっとこんな風に普通に暮らしていたのかもしれない。これまではそんな風に感じたことがなかったのに、比護と暮らし始めてから、そんなことがふと浮うかんでくるのが不思議だ。

　なによりも今までと違ちがうのは、自分から相手のことを知りたいと思うようになったことかもしれない。そうして比護のことをそれなりに知ったつもりでも、彼の知らなかった面を見て戸と惑まどうこともある。

　つい先日、一通の封ふう書しよが届いた。

　居住階に届くのは水森宛あてのものか、会社ではなく比護個人宛ての郵便物である。

　配達員から封書を受け取ると、珍めずらしく比護宛てのものだった。大きな封ふう筒とうを裏返してリターンアドレスを見ると、少々乱れた文字で「比護敦あつ彬あき」と記してあった。

　苗みよう字じが同じで名前に同じ字が一字入っているので、親しん戚せきかもしれない。

　帰宅した比護に封書を渡わたそうとすると、顔を顰しかめられた。

　──捨てといて。

　その声がひどく冷たく、水森は驚きに固まった。

　──それは見る必要のないものだから。

　──え、でも。

　なにか大事なことが書いてあっても困るから、開けるくらいはしたほうがいいのではないだろうか。

　口に出したつもりはなかったが、雰ふん囲い気きで察したのか比護が表情を曇くもらせる。

　水森の手から封書を奪うばい、そのまま乱暴にゴミ箱に捨てた。

　いつも温おん厚こうで優しい比護のぞんざいな行動に、水森はその場に立ち尽つくす。自分がそういう扱あつかいを受けたわけでもないのに、なんだか彼の行動がひどくショックだった。

「……やめやめ」

　再び落ち込む気持ちが甦よみがえり、頭を振ふって払はらう。

　気を取り直して洗濯や掃除をしていると、パソコンを持った安養寺がやって来た。

　オフィスを間ま違ちがえたのだろうかと首を傾げる。

「ちょっとお邪じや魔ましていい？」

「……ええと」

「大だい丈じよう夫ぶ。比護にはＯＫもらったから」

　それならば、客人を招いても問題ないだろうと、安養寺を通した。

「すみません、ちょっと散らかってて」

「どこが？　全然綺き麗れいじゃん」

　でもまだ掃そう除じ機きをかけていなかったんだけど、と言ったら毎日掃除機をかけていることを驚かれた。

　リビングのソファに腰こしを据すえている安養寺にお茶を出し、自分もソファに腰を下ろす。

　この急きゆう襲しゆうの目的はなんなのだろうかと問うより先に、安養寺が口を開いた。

「ね、なんか喧けん嘩かした？」

「……喧嘩なんて」

　否定すると、安養寺はふうんと首を捻ひねる。

「でも、すげえ不ふ機き嫌げんなんだよね。比護。周りは気づいてないけどさ、俺にはわかる」

　その科白せりふが二人の絆きずなの深さを物語っている気がして、少々羨うらやむ気持ちを覚える。

　けれどそんな場合ではないと、水森は拳こぶしを握にぎった。

「喧嘩してんなら早いとこ仲直りしてもらいたいなーと思って来たんだけど……」

「いえ、本当に喧嘩はしてないんです。ただ、もしかしたら怒らせてしまったのかと思う出来事はあったんですけど……」

　先日の出来事を説明すると、安養寺は合が点てんがいったらしい。

「あー……なるほどな」

　項うなじを搔き、ごめんと頭を下げる。

「それはヒナちゃん関係ないわ。濡ぬれ衣ぎぬだった」

「本当ですか？」

　自分の行動が余計に彼を不快にさせたのではないだろうか。

　安養寺はそんな不安をないないと一いつ蹴しゆうする。

「そうじゃなくて、あいつ親と折り合い悪いんだよ。そのせい」

「そう……なんですか？」

　差出人は、比護の父親のようだった。

　そう言われてみれば、水森は比護のことをなにも知らない。

　これまで比護から家族の話など聞いたことがなかったけれど、初めて父親の存在を知って驚く。

　──折り合いが悪いって、どういうことだろう？

　こんな何不自由のない生活をしている人だから恵めぐまれて育ってきたのだと、勝手に思い込んでいた。

　いつも笑って水森を揶揄からかったりしているし、なにより水森自身が気持ちに余よ裕ゆうがなくて気づかなかったが、比護も心に抱かかえているものがあったのだろうか。

　顔を上げると、安養寺は掌てのひらをこちらに翳かざした。

「多分色々言いたいことはあると思うけど、本人のことは本人に訊きいたほうがいいよ」

「でも」

「ここまで思わせぶりなこと言っといて悪いけど、そのほうが誤解はないから。気になるなら、本人の口から教えて貰もらいな」

　悪いね、とちっとも悪びれなく言われて、水森は指先を弄いじる。

「……こういうことって、普ふ通つうは踏ふみ込んじゃっていいんですか」

「え？　ヒナちゃんなら大丈夫でしょ」

　あまり人と触れあう機会がなかったから、こういうとき、どういう風に切り出すべきかとか、なにをしてはいけないかとかがわからなくてぐるぐるしてしまう。

「でも……それに俺、ただのペットだし」

　そんな相手に比護が大事なことを話してくれるだろうか。

　そんな不安を吐と露ろすると、安養寺は首を捻る。

「そりゃあ『単なるペット』には言わないんじゃない？」

「う……」

　けろりと返されて、自分で言った言葉なのに傷つく。

　フォローしてほしくて言ったわけではないけれど、現実を振りかぶって投げられた気分だ。

　ますますへこんだ水森に、安養寺は笑い飛ばした。

「いいから訊いてみな」

「……無理ですよ」

　単なるペットには言わないと口にしたくせに、当たって砕くだけてしまえということだろうか。

　少々恨うらみがましく見ると、安養寺はお茶を呷あおってテーブルに置いた。

「ヒナちゃん可愛かわいいなぁ」

　ごちそうさま、と言って、安養寺は来訪時と同じ唐とう突とつさで帰って行った。

　テーブルの上を片付けながら、本当に問うてよいものかどうか、ぐるぐると考えてしまう。

　詮せん索さくしたらまた怒おこられるだろうか、と家事をしながらずーっと考えていたら夜になり、比護が帰宅してくる。

　比護に、いつもと変わった様子はなかった。きっと、自分の前では隠かくそうとしているのかもしれない。それはもしかしたら、水森には言いたくないという意味なのかもしれないが、安養寺に背中を押されたつもりになって、問うてみた。

「あの！」

　勢いが付きすぎて、無意味に大声を出してしまう。

　上着を脱ぬぎながら、比護はちょっと驚おどろいたように目を丸くした。

「ええと……その」

「うん？」

「最近、元気がないみたいですけど……なにか」

　あったんですか、と問う声が掠かすれる。もっと何気なく訊くべきだったのに、水森のテンションのせいでなにか重い話が始まりそうになってしまって動どう揺ようする。

　けれど比護は、その空気の重さを破るようにぷっと吹ふき出した。

「気にしてたの？」

「俺もですけど、安養寺さんが……」

「安養寺はどうでもいいよ。ヒナちゃんに気き遣づかわせてたよね、ごめん」

　まだまだだなぁ、と比護が苦く笑しようする。詮索したこちらを怒るでもなく優やさしく返されて、何故なぜかひどく後ろめたい気持ちになった。

「もしかしてあの手紙の件ですか？　この間捨ててた……」

　水森の言葉に、比護の肩かたが強こわ張ばる。怪け訝げんに思っていると、比護はふっと息を吐つき、いつもと同じ笑えみを顔に張り付けた。

「……うん。まあ、親父おやじのことで、ね」

　やけに歯切れの悪い答えが気にかかったものの、そこはなんとなく突っ込めなかった。

　けれど水森の聞きたそうな気配を汲くんで、比護は「見合い写真だよ」と教えてくれる。

「……見合い写真？」

「そう。だから無む駄だに分厚くて重かったろ？」

　会社の資料請せい求きゆう時の封ふう書しよよりも重いくらいだった。

　年ねん齢れいや立場を考えれば、縁えん談だんが沢たく山さんあってもおかしくない。父親から、という事実に心が揺れる。

　比護は水森の顔を見て、首を振ふった。

「お見合いも結けつ婚こんも、するつもりないから。とくにあの男の紹しよう介かいでするなんて、絶対にあり得ない」

　強い語気で断だん言げんした比護に、水森は目を瞠みはる。

　水森も母親については色々と思うところがあるけれど、比護も親に対してなんらかのマイナスの感情を抱いだいているとは思わなかった。

　比護と一緒に過ごしてきて、そんな翳かげりを見たことがなかったから。一緒にいて、知ったつもりだったのに、全然わかっていない自分に、水森は足元がぐらついたような気がした。

　比護はふっと肩の力を抜き、頭を搔かく。

「あの男のたちの悪いところは、行動理念に悪気が一切ない、ってところなんだよね」

「あの、俺」

　一体、比護と父親の間になにがあるのだろうか。果たしてそれを、立場のよくわからない自分が立ち入っていいものか迷ってしまう。

　水森の戸と惑まどいを察してか、比護は息を吐ついた。

「……ヒナちゃんがよかったら、聞いてくれる？」

　なんでもないような、いつも通りの声色からは、彼の感情がよく読み取れない。

　反面、それが比護の動どう揺ようを表しているようで、水森は必死に頷うなずいた。

「正直、父の名前なんて見たくもないんだ。ヒナちゃんが、あの男が触ったものを持ってると思っただけで、ちょっと冷静じゃいられなかったし」

　そんな自分自身に驚おどろいた、と比護は笑う。

　初めて聞く比護の家庭事情に、水森は少し緊きん張ちようして拳こぶしを握にぎる。

「……どうして」

　水森の問いに、比護は困ったように笑った。

「……刷すり込み、なんだよね。多分」

　ぽつりと落ちた科白せりふの意味が判然とせず、水森は首を傾かしげる。

「そんなはずないってわかってるのに……取り上げられる気がしたんだと思う。親父に」

　水森が、比護の父に？

　勿論、水森は比護の父とは面識がない。

「もしかして、お見合いの話って、俺と一緒にいることが……ばれたんでしょうか」

　見合いをすれば、二人の距離は離れることにはなるだろう。

　その事実と、また迷惑をかけたのかもしれないということに思い至って青あお褪ざめていると、比護は、ああ、と首を捻ひねった。

「いや、そういうことじゃないと思う。ヒナちゃんと暮らす前からたまに送られてきてたし……まあ、単に金を持った息子むすこと接点が持ちたいんだろうね、あの人は」

　露ろ悪あく的なことを言う声こわ音ねは冷たく、自分にぶつけられたわけでもないのに水森は息を吞のんだ。

「俺の父はさ、すごく支配的な人だったんだ。自分の妻も子供も、とにかく自分の管理下に置かないと気が済まなかった」

　比護の父親は会社役員で、やけに家族の立ち居い振ふる舞まいに気をもんでいた。その抑よく圧あつ的な家庭に最初に耐たえられなくなったのは母親で、ある日突然、幼い息子たちを置いて出て行ってしまった。

　それから、ますます子供に対する支配が強くなったのだ。

　基本的なしつけに始まり、見てもよいテレビ番組や、本まで徹てつ底てい管理をしたのだという。ペットや、はては友人関係まで、思うようにしたがった。

　安養寺は小学生の時分、比護の父親に見た目や家いえ柄がら、成績などで面と向かって「合格」と言われたことがあるらしい。それを笑い飛ばしてくれた唯ゆい一いつの友人で、それまで父親のことで友人関係を滅め茶ちや苦く茶ちやにされた比護にとっては、とても有り難がたい存在だったようだ。

「子供のとき、雑種の犬を飼おうとしたことがあるんだ。でもすぐに、父親に処分された」

「え……」

「まあ、処分って言っても保健所とかじゃなくて、新しい貰い手探してきていつのまにか譲ゆずっちゃってたんだけどね」

　それを詰なじりたかったが、その頃ころには比護はもう諦てい観かんしていて、ああそう、としか返さなかった。

「……だから、なんだろうね。多分俺は『大事なものは消える』っていう不安を潜せん在ざい的に抱かかえているんだと思う」

　力なくそう言って、比護は水森に笑いかける。

「その頃ヒナちゃんが出てた作品が、苦難を乗り越こえるって話で」

　比護の言うドラマは、実際にはメインは水森ではなく年長の女優だった。水森の役どころは主人公の女子高生の小さな弟。独り立ちしなければならなかった姉の慰なぐさめ役であり、足あし枷かせでもある。

　不幸な姉弟の物語の、年の近い方に比護は共感したのだろう。

「自分と同じ子供が……自分より小さい子が理り不ふ尽じんな目に遭あって耐えているんだから自分も頑がん張ばろうと思ったし、共感もした」

　比護の慰めになったことを嬉うれしく思う反面、現実の自分を思えば素直に受け入れられない。

「……そんなのは、作り物ですよ。本当の俺じゃない。逆境に耐えてたのは、役やく柄がらであって、俺じゃない」

　実際に、水森自身は堪こらえ切れることが出来ず、潰つぶれた。

「そんなことないよ。笑顔に励はげまされたのは俺だけじゃないと思う」

　その笑顔ですら、作り物だった。最初の頃は知らないが、後半はただ反射のように笑っていた気がする。そこに、気持ちが入っていたかどうかはわからない。

　けれど結局作り笑いすら出来なくなり、業界を去ってからはそれがより顕けん著ちよになった。人の顔も見られず、人に触ふれることすら躊躇ためらう。

「作り物でも、誰だれかを元気にしたのはヒナちゃんだよ。君の作ってくれたもので、俺は辛つらいことも耐えてこられたんだと思う」

　自立しろと放り出されるのはもっともなことだから構わない。

　けれど、手を差し伸のべてくれた相手に嫌きらわれるのは、辛い。

　もし今彼に嫌われたら、子供の頃、母親に手を払はらいのけられたときと同じだけのショックを覚えるだろう。

　そう思うと途と端たんに怖くなって、水森は突つき動かされるように比護に手を伸ばした。

「俺ね、昔ヒナちゃんに手紙出したことあるんだ」

「え？」

「返事もちゃんと戻もどってきたよ。多分、ちゃんとヒナちゃんの字だったと思う」

　実はまだ持っている、と思いもかけないことを言われて驚おどろいた。

　見る？　と言われたが丁てい重ちように断る。

　昔の自分の書いたものなど見てもどうしたらいいかわからないし、なにより、あの頃のことは記き憶おくにしまいこんでおきたいのだ。

　楽しかったことも多かったが、辛いことも多かった。

　綺き麗れいな思い出は、現在の状じよう況きようから見るとひどく目ま映ばゆく、辛くなることもある。

　同じ旨むねを、小学生の比護は、少ない語ご彙いで書き、手紙を出したのだという。

「一いつ生しよう懸けん命めい書いた手紙に返事が貰もらえて、もっとずっと、好きになったよ」

　あの頃は、幅はば広ひろい年ねん齢れいのファンから手紙を貰っていた。残念ながら、比護が出したという手紙の内容は記憶にない。

　不意に、背中から比護の離はなれる気配がした。

　肩を摑まれて振ふり返らされ、今度は正面から抱だきつかれる。

「ペットなんて言ったけど……本当は、ただ君と一いつ緒しよにいたかったんだ」

　かき口説くような声こわ音ねに、心臓が跳はねる。密着している比護にそれを悟さとられているのではないかと思うと、羞しゆう恥ちに頰ほおが熱くなった。

「……今度は、俺が君を助けたかった」　>>>♥

　おずおずと手を上げ、水森は比護の背を抱いた。

　こんなに気にかけて、好意を持ってくれた人は、いなかったかもしれない。少なくとも、華はなやかな世界から退しりぞいたあとは、誰もいなかった。

　──どうしよう……。

　こんなに心を砕くだいてもらって、期待してしまっている自分がいる。裸はだかにされて、少々過度なスキンシップをされたりもしているけれど、別に嫌いやではない。

　──嫌じゃない、んじゃない。俺、この人が。

　はっきりと比護に惹ひかれていることに、もう気づいている。抱だいてくれる腕の強さが愛しくて、もっと、と言ってしまいそうになる。

　でも駄だ目めだ。

　揺ゆれた心を必死に押しとどめ、水森は唇くちびるを嚙む。

　比護が優しいのは「ファン」で「飼い主」だからだ。決して、水森に「恋こい」をしているわけじゃない。

　きっとまだ、比護にとって自分は一人の人間としては対等に扱あつかってもらっていないのだ。偶ぐう像ぞうであり、愛あい玩がんの対象ではあっても。

　恋こい人びとにしてほしいなんて思わない。ただ、彼に認めてもらいたかった。

　そうでなければ、比護を抱き返す権利は、己おのれにはない気がする。

　いつかの自分ではなく、今の自分が、比護の役に立てるようになりたかった。










　──今度は、俺が君を助けたかった。

　そんな風に比護は言ってくれたが、彼を助けたのは子役時代の自分であって、今の自分ではない。

　今の自分は過去に囚とらわれてばかりで、いまだにペットとして比護に寄りかかって頼たよりっぱなしだ。せめて自分にできることを見つけて、一歩でも前に進みたかった。

　そのためには寄生するのをやめて、自立するほかないのだが、タイミングが難しい。

　外出をすること自体、比護はあまりいい顔をしない。

　拘こう束そくされたり軟なん禁きんされたりしているわけではないので、それは単に水森が躊躇ためらっているだけのことだという自覚はある。

　情報誌などで、ある程度目星はつけていた。問題は、働きたいから外に出ます、ということを比護に告げられていないことだ。

　夕飯の準備をしながら、今日こそはせめてバイトしようと思っていることを言おうと思う。

　ばたばたと台所で動いていると、玄げん関かんのドアが開く気配がした。

「おかえりなさい。……あ」

「こんばんはー。お邪じや魔まします」

　玄関に立っていたのは不ふ機き嫌げんそうな比護と安養寺だ。

　コンビニの袋ふくろを提さげた安養寺は、ふんふんと鼻を鳴らす。

「あれ、ごはんの準備しちゃってた？」

「こんな時間なんだからそうだろ。帰れよ」

「ひっでーなお前。そこは食っていけばって言うとこだろ」

「ヒナちゃんの料理がなくなる」

　幼おさな馴な染じみのスキンシップで大きな男二人の小こ突づき合いが始まり、水森は微笑ほほえましくなってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。おかずはちょっと多めに作ってるので……お酒飲むってことはごはんいりませんよね？」

「ヒナちゃん、いいんだよ帰らせるから」

「さっすがヒナちゃん。お邪魔しまーす」

　まったく逆のことを言いあいながら、二人で縺もつれるように部屋へ入ってくる。まだ酒は入っていないようだが、既すでに酔よっ払ぱらいのような体ていの二人に水森はくすりと笑った。

　夕飯になるはずだったおかずや、二人が買ってきたつまみを並べていると、二人は先に酒盛りを始める。

　缶かんビールを呷あおりながら、安養寺は感心したように息を吐ついた。

「いやぁ。前も思ったけど、ヒナちゃんってちゃんと主婦業してんだねー。ちょっと感心しちゃったよ俺」

「いえ、至らないところばかりで」

　その言い方も嫁よめっぽい、と安養寺が揶揄からかうのでつい赤面してしまい、そんな自分に水森は苦く笑しようした。

　比護も箸はしをとりながら、安養寺を睨ねめつける。

「でもヒナちゃんさあ、この先どうすんの？　このままずっと比護んちでペットとして生活すんの？」

　このままでいいとは思ってないでしょ、と言われ、どきりとする。

「……なんだよ急に」

　水森より先に答えた比護に、安養寺が肩かたを竦すくめた。

「だから言ってんだろ。囲いもんにするのは、ヒナちゃんが可哀かわい相そうだって」

　男同士だし、傍はたから見たらただの同居、もしくは水森のほうが他人に頼りきりのニートのように見えるだろう。

　それも事実であったし、ある程度事情を知っている安養寺には囲い者同然と思われている。

　いたたまれない気持ちにはなったが、逆に第三者のいる今だからこそ、自立しますと言うチャンスではないだろうか。

「で、ものは相談なんだけど、ヒナちゃんうちで働いてみない？」

「えっ」

　今まさに職探しに行かせてくださいと言おうと思っていたので、願ってもいなかったことだ。

　コネ入社ではあるが、準備期間なしに仕事がもらえるというのは有り難がたかった。

「あの……でも俺機械とか全然詳くわしくないんですけど」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ワードとエクセルは使える？　あとパワポ」

　マクロを組めなどと言われたら少々記憶は怪あやしいが、それでも出来ないことはないと思う。単純な作業ならば実際に前の会社でも使っていたし、学生のときに取りためた事務資格もあるというと、安養寺は「おお！」と手を叩たたいた。

「あとは電話の応対とか、事務的なことお願いしたかったんだ。わー助かった。じゃあ明日から来てもらえる？」

「あの、俺は大丈夫ですけど……それって会社的にはいいんですか」

「いいのいいの。事務の子辞やめちゃってさ。採用って基本すげえ金かかるから逆に助かる」

　今まで口を挟はさまなかった比護が、むっつりとした表情で頭を搔く。

　やはり自分では力不足なのだろうか。

　じっと見つめると、比護は少々眉まゆを寄せたまま水森を見返した。

「……ヒナちゃんは、仕事したいの？」

「はい！」

　大声で返事をしてしまい、慌あわてて口を噤つぐむ。

「でもあの、家事は今まで通りちゃんとします。……やらせてください」

　お願いします、と改めて頭を下げた水森に、比護はしぶしぶといった様子で頷うなずいた。

　ちょっと人脈に頼りきりのスタートではあったが、これで少しでも比護に認めてもらえるような人間には近づけるかもしれない。

　気合を入れている水森の傍かたわらで、安養寺が比護に向かってにやにやしながら「過保護」と言い、頭を叩かれていた。










　翌日から、本当に水森は社員として正式に働くことになった。

　今までだったら、なるべく他者との接せつ触しよくを避さけていたが、ぎこちないながらも率そつ先せんして同どう僚りようと関かかわっていくことにした。

　比護と安養寺の知り合い、ということは周知してあったということもあるし、とにかく二人の迷めい惑わくにだけはならないようにしたかったのだ。

　二人の会社はソフトウェアの開発や販はん売ばいをしている。社員数二十名程度と規模は小さめで、社長が営業を、副社長がプロジェクトマネージャーも兼かねている。入社時に社史や資料を見せてもらったが、二人が学生の頃作成したソフトは特許も取っているようだった。

　自社ビルは七階建てで、四階が事務所、三階にサーバールーム、五階が水森もいる居住スペースで、その他ほかの階は貸しているので家賃収入もあるらしい。

　入社が決まったときは、スーツなどの手持ちがないことに焦あせっていたが、オフィスにいる社員のうち、スーツを着ているのは社長である比護と営業職二人だけで、あとは皆みなラフな恰かつ好こうをしていた。

　今まで女性もスーツを着用するような職場にいたので、ゆるい雰ふん囲い気きに戸と惑まどった。

　それに、社員同士がかなり気さくで、初日から昼食を一いつ緒しよにとった。

　最初のうちこそガチガチになっていた水森だったが、一週間もすれば徐じよ々じよに慣れもする。

　ぎこちないながらも自分から話しかけたり、最初こそ緊きん張ちようして顔が強張っていたけれど、部屋で比護と接しているときのように自然にすればいい、と思って笑顔を作ってみたりした。

　意識して毎日笑顔を絶やさなかったお陰かげか、いつも追い詰つめられるように作業している社員から「癒いやされる」などと言われて照れてしまった。

　以前の会社ならば誘さそわれても絶対に行かなかった飲み会にも顔を出すようにしている。年下の社員もいるが、社員歴から言えば後こう輩はいにあたるせいか何故なぜかいつも「可愛かわいい可愛い」と言われてしまうのがちょっと複雑ではあったが、受け入れられているようで嬉うれしかった。

　会社近くの定食屋で、男性社員三人、女性社員三人で昼食をとっていると、会社で隣となりの席の香か川がわが、ところでさあ、と切り出した。

　香川はシステムエンジニアで、席が隣ということもあるが、よく話しかけてくる人物の一人だ。

「水森くんて、彼女いるの？」

「え、なんでですか？　いませんけど」

「最近女性社員たちがちょっと色めき立っているというか、水森くんの笑顔が可愛かわいいって評判なんでね」

「えっ？」

　前の会社では暗い、印象が薄うすい、とばかり言われていたので、そんなことを言われているとは思わずに面めん喰くらう。

　きょとんとしていると「それそれ」と、今度は対面の女性社員が指さした。

「なんか成人男子とは思えないリアクションの可愛さというか……ていうかもう既に顔が可愛いよね水森くん」

「えーと……」

　ここはありがとうでいいのか、それとも可愛いって女性から言われるのはどうなのかと考える場面か、判断つかずに困っていると、別の女性社員もそうそうと首を突つっ込む。

「うちの女性陣じんはみーんな強いから、水森くんみたいなタイプは新しん鮮せんなのよね。男性の優ゆう秀しゆうどころは社長副社長で揃そろってるし、可愛い系ポストは水森くんか」

「可愛い系って……」

　そういう言葉は女性のみなさんのほうが合っているのでは、と言うと、うまいねーとスルーされてしまった。

　今度は別の女性社員が手を挙げ、はいはい、と発言する。

「水森くんてなにが好き？　今度一緒にごはんか飲みに行こうよ。女子会一緒に行こう」

「それはもう女子会とは言わないような……」

　黒一点だわーと盛り上がる会話を遮さえぎるように、今まで黙だまっていた男性社員の弓ゆ削げがぽつりと発言する。

「……ちょっと気になってたんだけど、水森くんて社長と副社長の知り合いなんだよね？　どういう知り合いなの？」

「どういうって」

　弓削はたまに昼食や飲み会で顔を合わせる程度で、社内では殆ほとんど言葉を交かわすことのない相手だ。ただ、よく会話の中心にいるので接点がないなりに顔と名前は一いつ致ちしている。

　うかがうような視線に少々戸惑いながらも、水森は口を開く。

「小さい頃ころの知り合いなんです。事務を探してるからやらないかって言われて……」

　微び妙みように誤ご魔ま化かして伝えると、弓削は無表情のまま水森の顔を凝ぎよう視ししてくる。

　いたたまれなくなって目を背そむけたが、まだ弓削の視線を感じた。

「水森くんってさー、どっかで見たことあるような気がするんだよね」

「なに、知り合い？」

　香川に問われて、弓削が首を捻ひねる。

「いや、そういうんじゃなくて……あーそうそう。なんか昔よく見た子役に似てるわ」

　思わぬ突っ込みに、ぎくりとする。

　なんとか顔には出さずに、水森は頭を搔いた。

「えー？　誰だれだろう。そんなの初めて言われました」

　弓削の発言で女性陣に顔を覗のぞきこまれてどぎまぎしつつ、笑って誤魔化す。

　ここへきて子役のことが話題になるとは思わなかった。

　子役は活動期間が長くないので、役名より芸名の認にん知ち度の方が低いことが多い。だからバレない、と自分に言い聞かせる。

　以前ほど気にしているわけではないけれど、せっかく同僚とも慣れてきたのだから余計な波風は立てたくない。

　知らぬ顔をしていると、弓削は急に興味を失ったように顔を背けた。話題も逸それてほっとしていると、香川がこっそりと「ごめん」と言ってきた。謝罪の意味がわからず、首を傾かしげる。

「弓削、感じ悪かったろ。ごめん」

「そうでしたか……？」

　ちょっと視線が気まずかったが、そういうものなのだろうと思っていた。

　そう正直に答えると、香川が苦く笑しようする。

「いつもあいつが話題の中心だったし、多分、水森くんに嫉しつ妬としてるんだと思う」

「……そうなんですか？」

　今回同席した女性社員の中に、気にかかる相手でもいるのだろうか。ならば、水森が女性陣に構ってもらってしまったのはまずかったかもしれない。

　それでも、以前の営業の仕事の辛つらさや上司からのプレッシャーなどを思えば、その程度のことはあまり気にならなかった。

　対人スキルはいまいちだけれど、陰かげ口ぐちや悪口などを聞き流す能力には割と長たけているほうだ。

「まあ、あんまり目に余るようだったら俺が言うから……」

　香川はまだ新人の自分に気を遣つかってくれているのかもしれない。

　いい人ですね、と言うと、照れた香川にどつかれた。

　結局その後、終業時間まで弓削が話しかけてくることはなかった。もしかしたらなにか言われるだろうかと思っていただけに拍ひよう子し抜ぬけする。

　水森はタイムカードを押して比護の家に戻もどり、夕飯の支し度たくに取りかかった。会社の中で唯ゆい一いつ定時であがれる事務なので、仕事を終えてから作業を始めても十分間にあう。

　すっかりと準備が出来た頃、比護が帰宅した。

「おかえりなさい。ご飯出来てますよ」

　玄げん関かんまで出で迎むかえると、比護が何故か微妙な表情をしている。鞄かばんを受け取りながら首を傾げると、比護は水森の顔を眺ながめて嘆たん息そくした。

「ヒナちゃん、仕事始めてからのほうがにこにこしてるよね」

「……そうですか？」

　確かにオフィスでは意識して笑顔を作っている。その癖くせが出ているのか、それとも外に出られたことでいつもより楽しいせいか、最近は家でも笑っていることのほうが多いかもしれない。

　そうだよ、と不満げな声を上げ、比護がスーツの上着をかける。

「俺以外にあんまり笑いかけないでよって思う反面、うちでもにこにこしてて可愛いからすっげえ文句言いにくい！」

「……もう言ってるじゃないですか」

　反応に困る、と思いつつ、ちょっと拗すねた様子の男が可愛く見えてしまう。

「あと、安養寺とか三みつ峰みねさんとか褒ほめてたよ。ヒナちゃん仕事が丁てい寧ねいで細かいって」

「本当ですか？」

　書類やデータをまとめたり、資料を集めたりしただけだったが、どうやらちゃんとできていたようでほっとする。

　やはり今までの会社とは業務内容があまりに違ちがうせいか慣れないことが多いので、とにかく丁寧に、出来る限り手早くというのを心こころ掛がけていた。

　さりげなくではあるがそういうところを認めて貰もらえたようで嬉うれしい。

　同どう僚りようとは最低限付き合っていければいい、と思っていた。色々気にかけて貰うこと自体が煩わずらわしいとさえ思っていたのに、誰かといる空間を心地ここちよいとすら感じられるようになっていた。

　意識を変えて接すれば、周囲もそれに応こたえてくれる。そんな当たり前のことを、忘れていたのだと気づかされた。

　ちょっとずつ前向きになっている自分を感じる。

　よし、と気合を入れると、比護がキッチンカウンターに座り、頰ほお杖づえをつきながらぶすくれていた。

「比護さん？」

「ヒナちゃんがキラキラしてて、なんかむかつくー」

「え」

　ちょっと調子に乗りすぎたかとしょんぼりすると、比護はむっと唇くちびるを引き結んだ。

「俺以外の前でそんな可愛い顔すんの禁止……と言いたいところだけど、無視してくれて構わないから」

「……えーと？」

　比護の発言に、どっちなんだと混乱する。

「キラキラしてるヒナちゃん見るのは可愛くて嬉しいからそのままで。俺が勝手に嫉妬してジレンマに陥おちいってるだけですんで！　どうぞそのままで！」

　お気き遣づかいなく！　と掌てのひらを翳かざされて、水森はぷっと吹ふき出す。

　まさか嫉妬されているとは思わず、それをちょっと嬉しいと思っている自分がいる。

　心から笑った顔を向ける相手は比護だけだ。そう言えればいいのだけれど、まだそれを口に出す勇気も自信もなかった。










　翌日、オフィスに出向くと鍵かぎが開いていた。

　いつもは事務である水森か、比護が一番乗りのことが多いのだが、時折他の社員が来ていることがある。

　そういう場合は、朝早く来ているのではなく、泊とまり込みで作業をしているという場合のほうが多い。

　今回も大変だったんだな、と思いながらドアを開けると、オフィスから誰かが言い争っているような声がした。

　電話で揉もめているのだろうかと顔を出すと、香川と弓削が何事か口論をしている。一方的に香川が怒ど鳴なっており、弓削はふてくされたような顔をして頰ほお杖づえをついていた。

「……お、おはようございます……」

　どうすればいいのかわからず、ひとまず挨あい拶さつをすると、二人はひどく驚おどろいた顔をこちらに向けた。

　弓削は不ふ機き嫌げんな様子でパソコンのモニターを睨にらみ、香川はばつ悪げに顔を顰しかめる。

　なにか自分がいたらまずいような空気を感じながらも、水森は会え釈しやくをしながら自分の席に着いた。パソコンを立ち上げつつ二人をうかがう。

　揉もめていたのは、もしかして水森となにか関係したことだったのだろうか。ひどく重い空気にいたたまれなくなる。

　気まずい空気を破るように、最初に動いたのは香川だった。

「水森くん」

「はい」

　反射的に顔を上げると、何故なぜか弓削が香川を睨みつけた。

「だからさあ、知らないことは知らないままにしておいたほうが本人にとっていいこともあるだろ。知らぬが仏って言うじゃん」

「原因のお前が言うことじゃないんだよ、そういうのは」

　一いつ旦たん動いたはずの空気が、また険悪なほうに流れて行ってしまう。

　けれど、会話の端はし々ばしから、どうもこの言い争いの原因に自分が関かかわっているということを察した。

　おろおろとしていると、香川は水森に向き直る。

「水森くん、あのさ、この間は違うって言ってたけど、昔ちょっとテレビ出てなかった？」

　改めて深く突つっ込まれた理由がわからず、水森は瞠どう目もくする。その表情を見て、弓削は何故か勝ち誇ほこったような表情をし、香川は眉まゆを寄せた。

「いえ、あの……そう、ですけど」

　彼らの意図もわからないままようようそれだけを答えると、香川は複雑そうな顔をして頭を搔いた。

「……実はこいつが、そのことを昨日ネットで書いちゃって」

「え！」

　弓削は昨日の昼食の後、ネットで水森の名前を検けん索さくしたらしい。

　成長にともなって顔はそれなりに変わっているが、ほくろの位置や顔を観察し、生年月日などを確かく認にんして確信を得たそうだ。

　そうしてそれを、ＳＮＳで発信した、とのことらしい。

　弓削が書き込みをして、数時間後に気づいた香川がすぐに削さく除じよさせたそうだ。

「俺が気づいてすぐに削除させたけど、何人かの目にはその情報が入ってると思う」

　主に会社関係や、弓削の知り合いの中でのネットワークということらしいが、水森はあまりそういった方面に明るくないので、それがどの程度の問題なのか把は握あくできない。

　ただ茫ぼう然ぜんとしていると、弓削がふんと鼻を鳴らした。

「だから、過か剰じよう反応だって。それに、芸能人なんてそういうのも有名税だろ。私生活ばらされんのも仕事のうちじゃん。そうだよな？」

　今は一いつ般ぱん人なのに、とも思ったが、なんとなく言い返せない。

　けれど、座っているせいか、それとも別の原因か、あまりパニック状態には陥らなかった。ただ、頭に靄もやがかかったような、重苦しい感じがする。

　その様子を見て、香川が再度熱くなった。

「今は普ふ通つうに生活してる人なんだから、個人情報流すなって言ってんだよ！」

「すぐに消したんだからいいだろ。しつっこいんだよお前」

　当事者の水森を置いて再び言い争いを始めた二人に、水森はおろおろしてしまう。

「──なんの騒さわぎだ？」

　喧けん騒そうを裂さくようにして発せられた言葉に、三人で声のしたほうを振ふり向く。

　入口に、比護が立っていた。

　なんでもありません、と言いかけた弓削より先に、香川が比護の許もとへ騒ぎの原因を話しに行く。自分のことなのに、水森は動けなかった。

　二人が会議室に呼ばれ、数十分後に出てくる。入れ違ちがいに、水森も会議室へ呼ばれた。

　ドアを開けると、そこには「社長」の顔をした比護が席に座っている。一枚隔へだたったような空気に水森が緊きん張ちようしていると、ある程度先の二人から事情を聞いていたのか、ドアを閉めるなり、比護は「水森くんはどうしたい？」と切り出した。

　問いの意味を計りかねて眉を寄せると、比護は深々と息を吐ついた。

「一応、弓削には厳重注意で、二度と個人情報をばらさないように、とは言ったけど」

「いえ、多分悪気があったわけではないと……思うので。これ以上は別に」

　そこまで言って、水森は口を噤つぐむ。

　自分さえ気にしなければそれでいい、そう思っていたのに、思ったよりも深刻そうな比護の表情に、そんな簡単に済む問題ではないのだと気づいた。

　もしかして、このことが原因で弓削の評価が下がったりするのだろうか。

　どちらにせよ、自分のせいで社内の空気を悪くしてしまったかもしれない。だとしたら、働き口を都合してくれた、比護や安養寺にも迷めい惑わくをかけることになる。

　それに気づいて血の気が引いていたところに、比護が発した科白せりふに背筋が凍こおる気がした。

「……ものは相談だけど、しばらく休んでみるっていうのはどうかな」

「え……それって」

　クビ、ということだろうか。

　一番聞きたくなかった言葉を比護に言われてしまい、水森は真っ青になる。　>>>♥

　働き始めてからまだ一月ほどしか経たっていない。なにも成し得ていないうちに、自分が使いものにならないと烙らく印いんを押されたような気持ちになって、足元から崩くずれそうな気分に陥る。

「あの、俺のせいで空気が悪くなったことは謝ります。でも、仕事だって……なにもかも中ちゆう途と半はん端ぱで」

　やっとオフィスの空気にも仕事にもなじんできた頃ころだったので、今ここで辞やめるわけにはいかないし、辞めたくなかった。

　そう訴うつたえた水森に、比護はそうじゃないよと首を振る。

「辞めろってことじゃなくて……その、少しだけ休んだらどうかって」

「お気き遣づかいは、ありがたいと思います。でも、できれば今は、辞めたり休んだりしたくないです」

「いや、でも」

「……俺は、必要ないですか？」

　水森の科白に、比護は心外だとでも言うように眉を顰ひそめた。その顔を見て、感情に任せてなんて失言をしたのだろうと唇くちびるを嚙む。

　以前までの水森の様子を知っている比護は、また前のようにパニックを起こすのではないかと心配してくれているのだと思う。

　その気き遣づかいは有り難がたい。それは本当だったけれど、同時に落らく胆たんしてしまう。

　この程度のことで、自分は休職させられるのかと。色々と比護に認めてもらえたような気がして嬉うれしかった分、浮うかれていた自分が恥はずかしくて情けなくて、消え入りたかった。

　別に特別な能力があるわけでも、なんでもなかったが、せめて頑がん張ばりたかった。

　紹しよう介かいしてもらった仕事だったからこそ迷惑をかけないように、それだけでなく、期待値以上の結果を出して、認められたかった。

　その比護から、自分は必要ないのだと思い知らされた気がして、心の支えを全すべて失うような絶望感に陥おちいる。

「……わかりました」

　気を付けたつもりだったのに、声にちっとも納なつ得とくできていない気持ちが滲にじむ。

　そんな風にしたら比護を困らせるだけだとわかっていたし、水森を気遣う気持ちに砂をかけてしまうことになるとわかっているのに。

　元は演技もしていたくせに、すっかりと噓うそが下手へたになってしまったようだ。

　──笑え。

　にこにこしていて可愛かわいい、と比護が褒ほめてくれた表情を作れ、と心中で自身へ命じる。

　必死の思いで、けれどなるべく自然に、部屋で比護と向かうときのような笑えみを水森は顔に乗せた。

　比護が水森の顔を見て、目を瞠みはる。

「じゃあ、とりあえず引き継つぎ的なものは社内共有に置いておきますね」

　もっとも、水森が入社するまでは各自それぞれでやっていた仕事も多いので、目に入る場所にまとめておけば、困るようなことはないだろう。

「……ヒナちゃん」

　水森くんではなく、家での呼こ称しようで呼んだ比護に、苦く笑しようする。

「やっぱりちょっと無理はよくないんですかね。きっちり休んだら、また復帰しますね」

　しっかり休ませてもらっちゃいます、と笑って、頭を下げた。

「じゃあ、とりあえず仕事に戻もどります」

　そう言って立ちあがった水森を、比護は止めなかった。

　失礼しました、と会え釈しやくをしてドアを閉める。少しだけ、語ご尾びが震ふるえた。

　顔を笑みの形に作ったまま自分の席に戻る。香川が大だい丈じよう夫ぶかと訊いてくれたので、全然問題ないですと返した。

　水森の顔を見て、香川がそっかと安あん堵どの息を吐く。どうやらうまく表情は作れているらしい。

　よかった、と目を細める。そうしないと、オフィスだというのに恥はじも外聞もなく泣いてしまいそうだった。










　いつも通り、十七時を回るのと同時に、水森はタイムカードを押した。

　この時間に退社することが出来るのは、事務である水森だけだ。それもあって、水森が上階に住んでいることを知っている社員は多くない。

　明日から少し休みを貰もらうことと、今まで水森の管理していた書類などが置いてあるフォルダの位置は、社内メールで回してある。

　水森は自室へ戻り、ここに来たときに持ってきていた鞄かばんをクローゼットから取り出した。

　比護は水森のことを大切にしてくれている。それは十分にわかっているのだが、今回のことで愛あい玩がんするペットとしか見ていないこともわかってしまった。

　甘やかして大切にしてくれる比護の側は本当に居い心地ごこちがよかったけれど、甘やかされるだけでは自分はきっと駄だ目めになってしまうだろう。

　変わりたい。比護に認めて貰えるような人間になりたい。

　もっと早く、こうするべきだったのだ。タイミング的に比護には後味の悪い思いをさせるかもしれないが、今回のことはいい契けい機きになったかもしれない。

　水森は、鞄の中に自分の持ち物をまとめる。

　ここに来てからのものは殆ほとんど比護が買い集めてくれたものばかりだったので、水森の完全な私物は殆どない。

　初めて来た日に身に着けていたものと、手荷物くらいだ。

　少ない荷物を抱かかえて、水森はメモ帳に今までの礼と、同居を解消する旨むねをしたためた。

　書き始めたときはそれなりに興奮気味だったのだが、一文字一文字書くたびに、自分のしていることが本当に子供じみていると情けなくなっていく。

　本来ならばきちんと面と向かって話し合うべきなのだが、比護を目の前にしたら冷静に話をする自信がなかった。それに、いいからここにいなさいと言われたら、また甘えてしまう気がしたのだ。

　ペンを取ったときは、今まで買ってもらったものの分の代金は全て返す、と書こうと思っていたのに、結局書かずにペンを置いた。

　それはあまりに彼の気持ちを踏ふみにじっているような気がしたし、嬉しいと思った自分の気持ちさえ蔑ないがしろにしている。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけすっきりするかもしれないが、後々顔を合わせることもできなくなるかもしれないし、完全に断たち切れるかもしれない。

　自分がしたいのはそういうことではないのだと、水森は唇を嚙む。

　ただ、彼に認めて欲しいだけなのだ。必要とされたいし、一いつ緒しよにいたい。

　でもそのためには、今の自分では不十分すぎる。

　いつか、ちゃんと状じよう況きよう的にも精神的にも、胸を張れるようになったらこんなに傷つかないのかもしれない。

　鞄を抱え、ドアに向かうと棚たなの上に鈴すずの付いたリボンが置いてあった。色々恥ずかしい思いをしたものだけれど、これだけなら持って行ってもいいだろうかと鞄の中にしまい、水森はビルの外へ出た。

　──……さて、これからどうしよう……。

　自立したいと飛び出したはいいものの、元の家は既すでに取り壊こわされているし、実家には到とう底てい戻もどれない。

「ホテル……か、漫まん画が喫きつ茶さが妥だ当とうかな」

　手持ちの資金の心細さを考えると漫画喫茶でしばらくは凌しのいで、すぐにでも生活費を稼かせぐためのバイトを探さなくてはならないだろう。

　会社近くの漫画喫茶はどこだろうと携けい帯たい電話で検けん索さくしていると、前方から声をかけられた。

「あれ？　ヒナちゃんじゃん」

　顔を上げると、すぐ目の前に安養寺が立っている。

　珍めずらしくスーツ姿の彼は、今日一日、他社に出向いての仕事をしていた。彼は今日起こった小さな騒そう動どうをまったく把は握あくしていないようだ。

「……あ、安養寺さん」

　よりによって、比護に一番近い人物に見つかるとは、と、内心冷や汗あせをかいていると、安養寺が小首を傾かしげる。

「ていうかさ、なんでこんな時間にヒナちゃんがスーツでうろうろしてんの？　比護のごはんとか新妻よろしく作ってる時間じゃないの？」

　新妻、という単語が、今は虚むなしい。

　けれど、それよりもこの場をどう切り抜ぬけるかが問題だ。

　下手に隠かくしだてしてもばれる気がするし、かといって、正直に申告したら家へ戻れと言われるかもしれない。

　けれど、安養寺をうまく誤ご魔ま化かす方法も思い浮かばなかった。

　言葉に詰つまる水森を一いち瞥べつし、安養寺はなにを考えているのかわからない瞳ひとみを細め、さっきとは逆の方向に首を傾げた。

「ヒナちゃん、今日うちにこない？」

「え……？」

　唐とう突とつな誘さそいに、目を丸くする。

　まだなにも言っていないのに、不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを察知したのだろうか。けれど、彼は比護の友人だし、状況がわかれば比護の味方になるだろうし、そうなったら丸め込まれてしまいそうで怖こわかった。

　どうしようかと悩なやんでいると、安養寺がぷっと吹ふき出す。

「警けい戒かい心しん丸出しだなぁ。なにもしないってば」

　安養寺の指し摘てきに、水森は慌あわてて首を振ふる。

「いえ、別にそういうつもりじゃ……」

「いいのいいの。まあ怪あやしいもんね。でも別になんの下心もありませんから、安心しておいで」

　ね、と笑いかけられ、つい頷うなずいてしまう。穿うがちすぎだったと、自意識過か剰じようぶりが少々恥はずかしい。

　安養寺は笑って、じゃあこっち、と来た道を引き返した。

　大人しく付いていった先にあったのは、駅近くの高層マンションだった。会社から徒歩十分弱の位置にあるそれを見上げていると、安養寺に手招きされる。

　オートロック付きのマンションの中へ入り、エレベーターの釦ボタンの多さに感心したり、廊ろう下かに絨じゆう毯たんが敷しき詰めてあるのに感心していると、安養寺に笑われた。

「はいどうぞ、いらっしゃい」

「おじゃまします……」

　中は１ＬＤＫの間取りだ。比護の部屋よりは狭せまいが、一いつ般ぱん的な一人暮らしの男性からすれば、十分に広いと言える面積だった。

　窓の外に広がる夜景をぼーっと見ていると、安養寺が「いいだろ？」とちょっと得意げな顔をする。

「凄すごいですね。展望台みたい」

「そう、馬ば鹿かと煙けむりは高いところが好きってね」

　なに言ってるんですか、と笑うと、安養寺は「本当はね」と声を潜ひそめる。

「女の子口説くためだけにこの部屋選んだ」

「はは」

　随ずい分ぶんと正直なことを言って、安養寺が目を細める。見た目は無害そうな、美人といってもいいくらいの容姿をしている割に、中身は肉食系らしい。

　油断して近づいた女の子が何人この部屋でおいしく頂かれたのだろう、とちょっと下世話なことを考えた。

　安養寺は冷蔵庫を開きながら、水森を振り返る。

「ヒナちゃん座っててよ。あとごめん、俺うちに酒置いてないんだわ」

　そう言って、対面に水森の分であろうペットボトルのお茶を置いてくれる。

「あ、お構いなく、です」

　どうせ酒は強いほうではなかったし、もし出されたとしても飲むような気分にはなれなかっただろう。

　それに、今飲んでしまったら、支し離り滅めつ裂れつなことを口走ってしまう自信があった。

　どうぞと促うながしながら、安養寺がソファに腰こしを下ろす。失礼します、と水森も倣ならった。

「テレビでもつける？」

「あ、いえ……大だい丈じよう夫ぶです」

　かといって、差し向かいで話すようなこともなく、一瞬だけ沈ちん黙もくが落ちる。

　安養寺は特に気まずそうな挙動もないまま、水森を見やった。

「で？　なんかあったの？」

　せっかく誤魔化そうと思ったのに、安養寺は知らないふりをしてはくれず、そのまま切り込んできた。

　思わず返答に詰まると、安養寺は頭を搔かいた。

「ＳＮＳで過去のことばらされちゃったってやつ？」

　安養寺は一日外にいたはずだが、その話を知っていた。

　どうして、と問うてしまえば肯こう定ていしたことになる。

　逡しゆん巡じゆんして唇くちびるを嚙むと、安養寺は眉まゆを寄せた。

「……じゃないか。そのことで、なんか比護と揉もめたの？」

　見破られると、喋しやべってしまいたくなるものだと、水森は知った。

　安養寺は比護の友人で、最終的には比護の味方についてしまうのかもしれない。それでもこのままじっとしていることもできず、腹を括くくって、本当の悩みを打ち明けた。

「実は……そのことがきっかけで、喧けん嘩かをしてしまって」

「喧嘩？　ヒナちゃんにだけは甘いあいつと？」

　その指摘に、自分たちの諍いさかいは「喧嘩」ですらないのだという自覚もあって、水森は唇を嚙んで俯うつむく。

　対等ではないから、喧嘩にすらならないのだ。

　ただ、水森が臍へそを曲げているだけ。

「喧嘩っていうか……」

　言いさした瞬しゆん間かんに、携帯電話が鳴った。

　シンプルな機械音は安養寺の携帯電話だったらしい。安養寺はごめんね、と手で謝り、携帯電話を取る。

「はいもしもし」

『安養寺か!?　お前、ヒナちゃんがどこに行ったか知らないか!?』

　音楽もかかっていない静かな部屋だということもあったが、安養寺の電話の相手がわかってしまった。

　恐おそらく、今仕事が終わって部屋に戻もどったのかもしれない。電気もついていない部屋に置いてあった手紙を見て、電話をしてきてくれたのかもしれなかった。

　その声を聞いて、自分で出て行ったくせに、捨て置かれたらどうしよう、と不安に思っていたことを自覚する。

　対面の水森の耳に届くくらいの声量だったので、まともに電話を受けてしまった安養寺は顔を顰しかめて耳を塞ふさいでいた。

「お前うっさいよ」

『こっちは緊きん急きゆう事態だ！　ヒナちゃん、そっちに行ってないか!?』

　相変わらずの声量で問う比護の科白せりふが耳に届く。

　まだ、冷静に顔を合わせる自信がない。

　もしここにいるよと言われたら、走って逃にげよう。

　そんなことを考えていると、安養寺は水森の表情からそれを察したのか、機転を利きかせてくれる。

「さあ？　ヒナちゃん俺んち知らないし。どうやってくるんだよ」

『なにか心あたりとかないか!?』

「あるわけねえだろ。大体にして、殆ほとんど接点のない俺がヒナちゃんがどこにいるかなんて知るわけがないわな」

　それに、今日は安養寺は直帰をしたことになっている。まさか水森と途と中ちゆうで会っているかも、という発想にはまずならないだろう。

　まさか安養寺が水森に加担してくれるとは思わなくて、それでも有り難がたく思う。

「電話とかしてみれば？」

　さっきから出てくれない、という答えが返ってくる。

　そういえば、バイブにしていて鞄かばんの中に放りこんでいたため、確かく認にんしていなかった。慌てて鞄を開けてみると、着信履り歴れきが全すべて比護の名前で埋うまっている。

　それを覗のぞきこんで、安養寺はげんなりとした顔を作った。

「あー、なんなら俺、探すの手伝ってやろうか？」

　安養寺は水森を眼前に、そんな科白をしれっと吐はく。

『……駅のほう、見に行ってくれると嬉うれしい』

「了りよう解かい了解。じゃあ、また後で連れん絡らくするわー」

　なにも知らない比護は、焦あせった様子で礼を言い、電話を切ったようだった。

　再び訪おとずれた沈黙に、水森はそわそわと足を動かした。

　安養寺は息を吐き、ソファの上に携けい帯たい電話を投げる。

「あの……ありがとうございました。話を合わせて頂いて」

「いやいや、構わないけど。……まあ俺が言うまでもなく、あいつすごい必死になってるみたいだよ？」

　やはり友人らしく、フォローするように安養寺が言う。

　それは、先さき程ほどから漏もれ聞こえてきた彼の声で十二分にわかっていた。それでも、今日比護に言われてしまった言葉が耳につくのだ。

「俺、あそこにいたら駄だ目めなんです」

「……なにそれ。なんか言われたの？」

「あ、いえ。比護さんとあそこで暮らしたら、自分が……駄目になる気がするんです」

　それに、間接的にだが社内の空気も悪くしてしまった。

　比護が休めと言ってくれたのは、両方の意味合いもあったのではないだろうか。

「でも、仕事行ったら顔合わせるよね？」

「あ、それも大丈夫です。比護さんが休めばって……」

「はぁ？　なに、あいつそんなこと言ってんの？　ヒナちゃんは別に休みたいって言ってないんだろ？　せっかく慣れてきたのに……ていうか、俺ちょっと困るよそれ」

　安養寺は水森の電話の取り次ぎ方やタスク管理を気に入ってくれているらしく、秘書になってと冗じよう談だん交じりに言ってくることもあった。

　結構誰だれにでも出来る仕事だとは思うけれど、今はその言葉が少し嬉しい。

「ペットみたいに可愛かわいがるのはともかく……まあ、それもどうかと俺は思ってるけど、おもちゃみたいに好き勝手していいわけじゃないだろ。人の人生なんだと思ってんだあいつ」

　いろんなものがおんぶにだっこ状態で、対等に見て欲しいというのも厚かましいとは思う。

　けれどちょっと自分の言葉が婉えん曲きよくに伝わってしまったようなので、純じゆん粋すいに気を遣つかってくれたんですよとフォローする。それがまるで自分を慰なぐさめているようで、内心苦く笑しようした。

　比護はいつも、好き勝手に動いたことはない。

　そういう風に見えたけれど、その行動原理はいつも「水森のため」という方向に動いていたと思う。

　口に出したわけではなかったが、安養寺が水森の顔を見ながらにやにやとしていた。

「あの……」

「そう、あいつがヒナちゃんのこと考えてるって、ヒナちゃんもわかってんでしょ？」

　水森の味方をしているようで、上手うまいこと比護のフォローに回る安養寺に、つい笑ってしまう。

「……でも、比護さんは俺なんていなくても大だい丈じよう夫ぶです。最初はちょっと寂さびしく思ってくれるかもしれないけど、新しいペットでも飼ったらすぐに忘れますよ」

　ペットロスは辛つらいなんて言いますけど、と冗談交じりに口にしてみたら、安養寺は少し不本意そうな顔をした。

「そんなわけないって。そもそも、ペットだろうが恋こい人びとだろうが、あの家に人を入れること自体が滅めつ多たになかったんだから」

「そう……なんですか？」

「そうだよ。俺は付き合いが長いから別だけど、あいつは基本自分のテリトリー侵おかされんのが嫌きらいだからね」

　その割にやけにあっさり入れてくれたような気がする。

「昔は違ちがったんですか？」

「そりゃもう、ドライもドライ。来る者拒こばまず去る者追わず。恋人に対してそんなに必死になるようなやつじゃなかったよ、全然」

　高身長、高収入で美形ともなれば、わりない仲になりたいというのは男女問わず多いらしい。だからモテるなりに相手はするけれど比護はどこか人に冷たいところがあって、恋人のサイクルはすごく早いほうだったという。

　本人もそんなことは言わないし、部屋に恋人と過ごした残り香ががないので、あまりピンとこなかった。

「基本的に冷たいんだよ、あいつは。情も薄うすいというか、持たないようにしている節もあるし」

「でも」

　自分には、いつも優やさしかった。過保護なくらいで、結構やらしいところもあって、可愛いと大事にしてくれていた。

　なんだか安養寺の言う比護と、自分の知っている比護が微び妙みように嚙みあわない。

　けれど、父親との件を思い出すと、確かに安養寺の言うような面もあるのだろうかと思う。

　──もしそれが本当なら、比護さん、無理してたのかな……。

　口に出しはしなかったが、戸と惑まどっているのは伝わったらしく、安養寺はにやにやとしながらこちらを見ていた。

「あいつにとって、ヒナちゃんがそんだけ特別なんだと思うよ」

「……でも」

「本当に、自分がペット扱あつかいだと思う？　ただのペットに、あんなに必死になると思う？」

「なるんじゃないですか？」

　安養寺の科白に、なんとか反はん駁ばくしてみる。

　ペットがいなくなれば、飼い主は必死になって捜すだろう。そんな風に言うと、安養寺はソファに凭もたれて腕うでを組んだ。

「あのねえ。そりゃ、本当の動物だったらそうだろうよ。盗ぬすまれたんじゃないか、どこかで怪け我がでもしてるんじゃないかってね。でもそれは、言葉の話せない動物だからだよ。なんで、人間のヒナちゃんをそんなに必死になって捜すと思うよ」

「だからそれは……そんくらい動物扱いってことなんじゃ」

「……だったら一いつ緒しよに並んで料理なんてしないって」

　口を噤つぐみ、水森は視線を落とす。

　安養寺の言うことを信じてしまいたい気持ちはあったけれど、なかなか思い切れない。

　俯うつむいていると、安養寺は大きな溜ため息いきを吐いた。

「あーあ。ばかばかしい。なんで独り身の俺がこんな必死になって痴ち話わ喧げん嘩かに首突っ込まないといけないんだよー」

　もう冗談じゃねえよ、と言いながらも、その顔は笑っていた。

　つられて口元を綻ほころばせると、再び安養寺の携帯電話に着信があった。

　やはり相手は比護なのか、ちらちらとこちらを見ながら会話をしていた安養寺が、不意に口を噤んだ。

「──山梨ぃ!?」

　絶ぜつ叫きように近い声を上げて、安養寺は水森を振ふり返る。

「山梨って、これからか？　え、何時だよ今？」

　言われて、水森も時計を確認する。

　時刻は、二十一時半を回ったところだった。

「は？　今ならかいじに乗れるって、ちょ、ちょっと待て！」

　珍めずらしく慌あわてた口調で捲まくし立て、口パクで「どういうこと」と訊きかれる。

　彼が急に山梨へ向かう理由など、水森にもよくわからなくて首を振った。

　比護が知っている場所で水森が行きそうなのは前の会社くらいだろうし、山梨に知り合いがいるという話もしたことがないし、実際いない。

　何な故ぜ突とつ然ぜん山梨なのだろうか。

　安養寺はもっとわからないであろう、不可解そうな顔をして、とにかく、と携帯に向かう。

「チケット買ったならとりあえず払はらい戻もどせ。今から車で行ってやるから。なんなら車貸してやるし。そのほうが現地着いてから足ができるだろ。とりあえず、そこで待っとけ」

　いいな、と言い含ふくめて、安養寺は通話を切った。

　頭を搔かき、水森へ向き直る。

「……なんで突然山梨よ？　山梨広いよ。山梨のどこだよ」

「俺もわかんないんですけど……あの、とりあえず俺、行きます。比護さん、今どこにいるんですか？」

「今、新宿だけど……」

　その返答を聞いて、水森はリビングに置いていた鞄かばんを摑んで玄げん関かんへ向かう。靴くつを履はこうとしていると、安養寺が慌てて追いかけてきた。

「ちょちょちょ、待て待て待て！　落ち着け！　……ったく、お前らどうして周りが見えてないんだよ」

　ひでえカップルだ、と唸うなりながら、安養寺が腕を引く。

　けれど、これ以上安養寺を煩わずらわせてしまうのは憚はばかられるのだ。もうただただ申し訳なくて、いても立ってもいられなくなる。

　安養寺は深々と溜息を吐つき、水森の頭をぽんと叩たたいた。

「車出してあげるから、ちょっと落ち着きなさい」

「でも……」

「ただし、駅に着くまでの間に色々と整理つけとくこと。いいね？」

　はい、と首しゆ肯こうすると、安養寺は車の鍵かぎを取りに行く。

　伴ともなってマンションの地下駐ちゆう車しや場にある安養寺の車に乗り込み、シートベルトを締しめたところで、何故比護が山梨に行こうとしたのか思い至った。

「あ……」

「どうした？」

「いえ、あの、なんでその場所なのかわかって」

　以前、街中で気分が悪くなったとき、気分を紛まぎらわせるために「夏休みの思い出の場所」という話をしたことがある。

　確かそのときに、山梨で撮さつ影えいした映画の話をしたのだ。

　家族ものの映画で、演者やスタッフなどもみんな家族のように接してくれて、楽しかった。本物の家族とはあまり仲がいいとは思えなかった分、それが子供の頃の一番の思い出だと彼に語った。

　比護は、そんな会話を覚えていたのだ。

「なるほどな。ロケ地も検けん索さくしたらわかるもんなぁ。……もしかして、遊園地にもなんか思い出ある？」

　安養寺が比護から聞いたという遊園地は、子供の頃一度だけ行ったところだ。

　水森が頷うなずくと、そっか、と言って安養寺はアクセルを踏ふんだ。

　比護は、近場で心当たりのある場所すべてを回ってくれたのかもしれない。遊園地も、そのほかの場所も、一人で探すにはあまりにも広すぎる。どうやって見つけるつもりだったのだろう。

　笑おうとしたけれど、ぐっと喉のどに込み上げるものがあって、失敗する。

　何気ない自分の言葉を、比護は忘れていなかった。世間話だと聞き流されてもよかったのに、ちゃんと、覚えていてくれたのだ。

　一人で見つけるなんて無理に決まっているのに、彼は自分を見つけるためだけに走り回ってくれている。

　ただのペットのはずなのに。別に、恋こい人びとでも家族でもないはずなのに。

　なのに、どうして自分のために、そこまでしてくれるのだろう。

　膝ひざの上に乗せた拳こぶしを握にぎり、俯いていると、安養寺が口を開く。

「本当は、電話でネタばらししたってよかったんだよ。うちにいるから戻って来いって」

　けれど、安養寺はそうしなかった。

　何故だと思うと訊かれ、水森は唇くちびるを嚙む。

　問うたが答えは期待していなかったのか、安養寺はくすりと笑った。

「ヒナちゃんがあいつに会う気があるのかわかんなかったしね。心の準備は欲しいでしょ？」

　そう言って、安養寺は笑った。

「ちなみに、家で待たせないでわざわざヒナちゃんを連れて行くのは、あいつへのせめてもの詫わびとご褒ほう美びね」

「……逃にげませんよ？」

　水森の科白せりふに、ふはっ、と安養寺が笑う。

　一秒でも早く会わせてあげるよ、と言いながら、安養寺は車のスピードを上げた。










　駅のロータリー付近に停車し、安養寺が電話を掛かける。

　車を出す前に連れん絡らくしていたのか、すぐ近くにいるらしかった。

　電話を切った安養寺が、窓を開ける。驚おどろくぞ、と安養寺はいたずらっ子のような顔をしているが、顔を合わせることを思うと非常に気まずい。

　そわそわとしたまま時間が経過し、前方の歩道から人ひと影かげが近づいてきた。

「悪いな、安養寺。すぐ……──」

　そう言いながら窓を覗のぞきこみ、近くにあった端たん整せいな顔が固まる。

　瞠どう目もくした彼を見てコメントも出来ず、水森は強こわ張ばった顔のまま、見返した。

　実際には数秒程度だったろうが、何十分にも感じられる静せい寂じやくを破ったのは、第三者でもある安養寺だった。

「驚いた？　驚いた？」

　完全に楽しんでいる口調で言った安養寺に、比護はようやく我に返り、顔を引きつらせた。

「おま……安養寺、これはどういう……」

「ま、いつまでもここに車停とめてるわけにもいかんし。早いところ後ろ乗って」

　まだなにか言おうとしていたらしい比護だったが、ひとまず口を噤つぐんで後部座席に乗り込む。

　けれど、安養寺は発進させずに、水森を見やった。

「ヒナちゃんも後ろ行って」

「えっ」

「いやあ、よくよく考えたら友人の恋人を助手席に乗せるなんてまずかったなーと」

　そんな今いま更さらなことを言う安養寺に、水森は二の句が継つげずに口を開閉させる。

　さりげなく「恋人」呼ばわりをしたのも気になったが、比護がいるので下手へたに突つっ込むことが出来なかった。

　なにより、安養寺にどういう切り返しをされるかわからない。

　ここは下手なことを言わずに従おうと、水森は一いつ旦たん車を降りた。このまま走って逃げたい気分にもなったけれど、大人しくドアを開ける。

「あ……」

　比護と目が合い、反射的に目線を外してしまう。

　そのほうが後々気まずくなるとわかっているのにと、己おのれの反応に歯は嚙がみした。

　かといって言い訳することも出来なくて、水森は無言のまま乗り込み、ドアを閉める。

　きちんと腰こしを据すえたのを確かく認にんしてから、安養寺が車を出した。

　比護は、ずっと窓の外を見つめている。話もしたくないということだろうか、と思えば声をかけることも躊躇ためらわれて、唇を嚙む。

　ふと、比護がスーツのままであることに気が付いた。上着は手に持っていて、心なしか髪かみも乱れているような気がする。

　終業後ずっと、比護は自分を必死に探し回ってくれていたのだ。

　わかっていたはずの事実に、色々な気持ちが綯ない交ぜになる。

　気まずいからとか、比護が怒おこっているからとか、謝らないといけないとか、ごちゃごちゃと考えていたことは一いつ杯ぱいあるはずなのに、ただ突き動かされるように手を伸のばした。

　腕うでに触ふれた瞬しゆん間かん、比護の肩かたが微かすかに揺ゆれる。

　彼が振ふり向くのを我が慢まんしきれず、水森は口を開いた。

「ごめんなさい……！」

　声に涙なみだが滲にじみ、必死になって吞のみ込む。

「ごめんなさい、俺……ごめんなさい」

　勝手なことをした。

　家を出てくるときに色々考えたつもりだったけれど、己の浅せん慮りよに唇を嚙む。相手がどんなに自分を必要としてくれていたかを考えず、自分勝手な理由で不義理な真似まねをした。

　探してくれたけれど、実際に無事だった自分を見てどう思っただろうか。

　しかも騙だまし討うちのように安養寺と一いつ緒しよに現れ、もしかしたら揶揄からかわれたと怒っているのかもしれない。

　さっきから一言も話さないのは、やはり呆あきれたり、怒ったりしているのだろう。

　どうしたらいいのだろう、と己の身の振り方もわからず固まっていると、ぐいと顎あごを持ち上げられた。

　比護の表情は、逆光でよく見えない。

　一体どういう顔をしているのだろうと目を凝こらしていると、徐じよ々じよに比護の顔が近づいてきた。自分が寄せているのか、相手が距きよ離りを縮めているのか、その両方なのかは、わからない。

　至近距離まで近づいた顔は、途と中ちゆうで止まった。

　息が触れるほど近くにあった比護の頭は、そのまま軌き道どうを逸そらし、水森の肩に落ち着いた。

　首筋と髪から、整せい髪はつ剤ざいと、うっすらと汗あせのにおいがする。

　キスをされるかと思って身構えたのに、自意識過か剰じようだったらしい。少々期待してしまった自分が恥はずかしく、誤ご魔ま化かすように彼の名を呼んだ。

「……比護、さん？」

　問いかけには応こたえず、比護は小さくよかった、と呟つぶやいた。

　なにが、と問うより先に、比護の腕が体に巻きついてくる。

「ヒナちゃんは、なにも悪くない。……ごめん。俺が、悪かった」

　比護は深々と息を吐つき、ごめん、ともう一度重ねる。

　首を振って、水森は比護を見つめ返す。眼前にある目が、優やさしく笑った。

「……お客さーん、着きましたけどー？」

　タクシーの運転手のような安養寺の科白に、水森ははっとして身を離はなす。いつの間にか、比護の自宅の前に着いていたらしい。

　けれど、比護はそれを許してはくれず、がっちりと抱だきしめてきた。

「いくらなんでも、俺のこと忘れすぎにもほどがあるだろう」

　功労賞だぞー、と言って睨にらむ安養寺に、いたたまれなくなって俯うつむく。

「……すみません……」

「ヒナちゃんはともかくこの男はね」

「世話になったな」

「なんで偉えらそうなんだよ、お前は……。いいえー、どういたしましてー。お前は権力があるんだから公私混同せずに発言は慎つつしめよな」

　水森が言われた科白のことをあてこすって言うと、比護はむっつりと黙だまり込んだ。

　ふんと勝ち誇ほこったように鼻を鳴らして、安養寺が振り返る。

「ヒナちゃん。この男と喧けん嘩かしたら、またおいで」

「ありがとうございます」

　はい、とは答えかねて、それだけを返すと安養寺は唇の端はしを上げた。

「比護、今度ヒナちゃん貸してよ。うちでご飯作ってもらいたいなー。食べたものはちゃんと片付けてくれるし、俺ヒナちゃんとなら家で飯食えそう」

「お断りだ」

　一音一音区切って、子供のように突っぱねる比護に、苦く笑しようする。

　安養寺もどこまで本気だったのか、「けちんぼー」と同様に子供っぽいことを言って車を発進させた。










　二人並んで部屋へ戻もどると、出たときは綺き麗れいに片付けてあったはずの部屋が、まるで強ごう盗とうでも入ったかのように散らかっていた。

　思わずぽかんと立ちつくすと、傍かたわらの比護が掌てのひらで顔を覆おおっている。

「あの……？」

「……ごめん。ちょっと動どう揺ようしすぎた」

　聞けば、比護は水森の置手紙を読んだ後、水森の荷物を探そうと部屋中いたるところを捜そう索さくしたらしい。

　水森は荷物を、沢たく山さん残していった。

　ただ、それらは比護に買い与あたえて貰もらったものばかりで、完全な自分の私物だけを携たずさえていったのだ。

　比護はそこに気が付き、ここに来たときに水森が持っていた荷物を探したらしい。

　収納ケース類は全すべて開いた状態で、棚たなやクローゼットも全開、嵐あらしが過ぎ去ったようだ。

「荷物はある、って一いつ瞬しゆん安心したんだけど、貴重品とかそういうものが一いつ切さいないって気づいて、すごく焦あせって……」

　焦ったのはわかる。それでどうしたらここまでごちゃごちゃになるんだ、と思いはしたが口にはしなかった。

　部屋の荒あれ具合は、そのまま比護の動揺を表しているようで、片付けるのは大変だと思うのに、なんだか嬉うれしくなってしまう。

「じゃあ、とりあえず掃そう除じしますね」

　水森は書類の散乱しているソファに鞄かばんを置き、腕を捲まくった。

　どこから片付けようかと思案していると、背後から抱きしめられる。

「比護さん？」

「それより先に、謝らせてほしい……言い訳も、させて」

　戸と惑まどっていると、抱く力が強くなる。

「ヒナちゃんの気持ちを無視して、休めなんて言ってごめん」

「……謝らないでください。ちゃんとわかってますから」

　比護は過去のことを引きずっていた水森を気き遣づかって、そう言ってくれていたのだ。あのときは冷静になれなくて形容しがたい思いを抱かかえてしまったけれど、今ならちゃんと理解して、比護の気持ちを受け入れられる。

　水森の顔を見て、比護がますます申し訳なさそうに肩を落とす。

「辞やめさせるつもりはなかったんだ。ただ、ヒナちゃんが無理しちゃうと思って、少し休んだほうがいいと思っただけなんだ」

「わかってます」

「ごめん！　ヒナちゃんはそれで傷ついてたのに、本当に考えなしだった……！」

　気遣いは本当に嬉うれしくて有り難がたいと思っていたのに、比護は自分自身が許せないのか、申し訳なさそうに頭を下げた。

　そうされて、いっそ都合がいいとばかりに勝手に飛び出してしまった自分は、本当に彼にひどい仕打ちをしたのだなと思って申し訳なくなる。

「俺のほうこそ、すみませんでした」

「ヒナちゃんは悪くないよ」

　否定する比護に、水森は頭かぶりを振る。

「比護さんは俺のこと考えてくれたのに、俺はもう会社にいらないって言われたみたいに思って卑ひ屈くつになって……」

　自立の意味も、はき違ちがえていたかもしれない。迷めい惑わくをかけている、と水森は悔くいる。

「甘えてばかりじゃ駄だ目めで、自分で変わりたいって思ってたところだったから、ここに居たらずっと比護さんに迷惑かけると思って、出て行かなくちゃ駄目だと思ったんです」

　比護のペットとして過ごしている間に、自分がどれだけ独りよがりだったか、甘えていたか気づかされた。

　頑かたくなな自分を慰なぐさめ、自分を見つめ直す機会をつくってくれたのは、比護だ。

　だから比護に認めてもらえるような人間になりたい。変わりたいと思った。ペットでいるだけじゃ駄目だと思った。

「守ってもらうだけじゃなくて、ちゃんと、あなたと並んで歩きたい」

　真っ直すぐ目を見て伝えると、比護に抱きしめられた。

「本気でペットだなんて思ったこと、一度もないよ……！」

　はっきりと否定され、比護の胸に頭を預けながら、水森は目を瞬またたかせる。

「え、だって」

「ヒナちゃんは俺の特別なんだ。子供の頃ころからずっと好きで憧あこがれてて、俺の腕うでの中に転がりこんできて、本当に舞まい上がってた」

　本物の「水森日南人」に会えて、最初はそれこそ偶ぐう像ぞう崇すう拝はいに近かったかもしれない。だから、滅めつ多たなことでは人を入れない家にも招き入れることができたのだ、と比護は言った。

「あんまりにも子供の頃と違うから、幻げん滅めつしたんじゃないですか？」

「まさか！　今度は偶像じゃなくて生身のヒナちゃんが可愛かわいくなったよ」

　恥はずかしげもなく言う男に、水森はもごもごと口を動かす。

　勿もち論ろん、最初に風ふ呂ろに入ったときも、体を洗うことよりもエロ目的だったといらないことまで暴ばく露ろされて、顔が真っ赤になる。

「人に対してドライなのは、俺も親のせいで『大切なものはどうせすぐなくなる』って諦あきらめてるからだと思う。だから、本気になれないし、一過性のものに自分の場所を踏ふみ荒らされたくない」

　でも、と言いながら、水森を抱く腕に力が籠こもる。

「手に入らないと諦めていたものが、もう一度手の中に転がり込んできたら、もう嬉しくて放せなくなった」

　それは水森のことなのだろう。

　確かく認にんするまでもなく、比護の腕の中にいればそんなことはわかって、水森は男の胸に縋すがった。

「じゃあなんで、ペットだなんて……」

「だって、ヒナちゃん一番最初、恋れん愛あい的な意味での好意を受け入れてくれる気、なかっただろ？」

　確かに、最初から恋愛感情をぶつけられたり、性的な接せつ触しよくを求められたりしていたら、逃にげていたかもしれない。もしくは、逃げられもせず固まっただろう。

　その通りだが、なぜそれでペットになってしまうのだろう。

　疑問に眉まゆを寄せると、比護は頭を搔かいた。

「警けい戒かい心しん、とけるかなと思って」

「……それはどうですかね？」

　正直なところ、「ペット」と言われた瞬しゆん間かん、頭の中では物もの凄すごくいやらしい想像をしてしまっていたくらいだ。

　実際のところ、最初のうちは特になにもされなかったので、愛あい玩がん動物扱あつかいされることで確かに警戒心はとけたかもしれない。

「でも、それなら別に『家政夫』でも『秘書』でもよかったと思うんですけど……」

　結果はどうあれ、触ふれるつもりがないのであればそれでもよかったはずではないだろうか。

　そう言うと、比護はばつの悪そうな顔をして咳せき払ばらいをした。

「……いや、触さわりたかったから」

「そう……ですか」

「ほら、ペットなら触っていいものじゃない。結構べたべたしてもいいし、断るのも自由っていう選せん択たく肢しもあるしね？」

　そう聞いても、にわかに信じがたく、眉を寄せる。

　比護は眉を下げて笑い、水森の体を抱だき寄せた。

「またペット扱いしてっ……！」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめられて堪たまらずに文句を言うと、耳元で比護が「違うよ」と笑った。

「好きだよ、日南人」

　不意打ちで名前で呼ばれ、どくんと心臓が跳はねる。

　こんなに密着しているので、もしかしたら聞こえたかもしれない。動どう揺ように震ふるえていると、耳元にキスをされた。

「好きだ」

　いつもよりも優やさしく柔やわらかいのに、なんだかひどく艶つやのある声に、心臓がどんどん速くなっていくのがわかる。

「愛人でもペットでもない。俺は、日南人の恋こい人びとになりたい」

　真しん剣けんな声こわ音ねでかき口説かれ、水森はこくりと息を吞のむ。

「日南人が、欲しい」

　震える指で、比護の胸に縋った。

　小さく、恋人にしてください、と願い事を漏もらしたが、聞こえたかどうかはわからない。

　答えではなく、比護は水森の唇くちびるに、自分のそれを重ねた。










　いつも通り、二人でバスルームへ向かう。

　ただ、平素と少しだけ違ったのは、比護が抱きかかえるようにして性急に水森をバスルームに運んだことかもしれない。

　いつもなら体の隅すみ々ずみ、それこそ中まで洗うのが常だったのに、驚おどろくほどあっさりと体を洗われてしまった。なぜ執しつ拗ようなまでの洗い方ではないのだろうと疑問に思っていると、比護がばつが悪そうに息を吐つく。

「ごめんね、今日は待ちきれない」

「え……？」

「すぐ行くから、先に出てて」

　追いやられるようにしてバスルームを出ながら、比護の言葉を反はん芻すうする。

　遅おくればせながら意図を察し、顔が熱くなった。羞しゆう恥ちを誤ご魔ま化かすようにタオルで水気を拭ぬぐいながら、泡あわを流している比護を見やる。

　比護の汗あせの匂においに微かすかにドキドキしていたので、それが流れてしまうのを惜おしく思ってしまった。

　──……う……なんかちょっと、変態っぽい発想かなこれ。

　匂いフェチとか、そういうことではなく、彼が必死に自分を探してくれた証明のように思っていたから、嬉うれしかったのだ。

　と、誰だれが聞いているわけでもないのに、心の中で言い訳をする。

「なにしてんの？」

「うわっ！」

　背後から声をかけられて、振ふり返った瞬間に膝ひざを掬すくうように抱だき上げられる。横抱きにされないだけマシだったが、だっこというだけで結構恥ずかしい。

　かっと顔を赤くすると、比護は満足げに笑った。

「体ちゃんと拭ふいてないんですけど……」

「もういいよ。どうせ汗かくんだから」

　そう言いながら、互たがいに濡ぬれた体のまま寝しん室しつまで運ばれる。床ゆかが濡れる、と文句を言うと、終わる頃には乾かわいてるよ、と言われて口を噤つぐんだ。言葉の端はし々ばしが、今からすることを示していて緊きん張ちようする。

　抱き上げられたまま入った比護の部屋は、流石さすがにそこに水森の私物は置いていなかったせいか、綺き麗れいなままだった。

　ドアも閉めないままずんずんと中へ進み、ベッドにどさりと下ろされる。

　思い出したように鼓こ動どうが速くなり、水森は唾つばを吞のみ込んだ。

　──あれ……なに、これ。

　緊張して、身動きが取れない。

　挿そう入にゆうこそされていないものの、体の隅々まで知られていて、おまけに何度も指でいかされているというのに、途と端たんに裸はだかでいるのが恥ずかしくなる。

　白色のカバーがかかるベッドは、やけに目に痛い。そわそわと視線を動かしていたら、眩暈めまいがしそうだった。

　──あ、あれ？　ええと……。

　けれど、寝ねっころがるべきなのか、座るべきなのか、正座するべきなのか迷って、ベッドの上で右往左往してしまう。

　背後で、小さく笑う気配がした。

　──笑われた……恥はずかしいぃ……。

　どうしよう、と固まっていると、背後から抱きつかれる。

　触れた素す肌はだの熱さに、鼓動が更さらに速まった気がした。比護に心臓の速さが伝わってしまう、と動揺すればするほど、呼吸と鼓動はままならなくなる。

「ヒナちゃん。触ってもいい？」

　呼び名がまた「ヒナちゃん」に戻もどっていて、少々残念になる。

　けれどそれを言うことはできなくて、ただ頷うなずいた。

「こっちむいて」

「ん」

　肩かた越ごしに振り返り、唇が重なる。

　二度目のキスは触れるだけのもので、キスをしながら振り向かされる。

「ん……、ん？」

　徐じよ々じよに後方に押され、堪こらえきれずにころんと仰あお向むけに転がってしまう。

　見下ろす男にぷっと笑われ、水森は眦まなじりを釣つり上げた。

「ひ、酷ひどいです！」

「ごめんごめん、可愛かわいくて」

　なんとなく馬ば鹿かにされているような気がして、文句を言おうと開いた口に、比護の指が触れる。

　親指で下した唇くちびるを微かに捲めくられ、水森は目を瞬またたかせる。

　見下ろす男の目が、にっこりと笑った。

「舐なめて、ヒナちゃん」

「え……」

「お風ふ呂ろ場ばじゃないから、濡らさないと入らないよ」

　どこに、と問うより先に、少々強ごう引いんに唇の隙すき間まに指を押し込まれた。

「あ、っ」

　無意識に零こぼれた変な声に、顔が熱くなる。けれど、比護の耳には届かなかったのか、特になにか言われることもなくてほっとした。

　赤ん坊ぼうのように指を吸っていると、今度は人差し指も差し込まれる。

「ん、ぐ」

「ヒナちゃん、吸ったりただ舐めたりするんじゃなくて、濡らすんだよ」

　──そ、そんなこと言われても……。

　先さき程ほどまでの自分のやりかたでは、駄だ目めだったらしい。濡らす、濡らす、と頭の中で念じながら、必死に比護の指に舌を這はわせる。

　いいのか悪いのかわからないまま行こう為いに没ぼつ頭とうしていると、中指が増やされた。

「んん……！」

　少々強引に押し込まれた指に、苦しくなって思わず顎あごを上げると、強引に顔の角度を戻される。

「頑がん張ばって」

「あぅ……」

　男の手にそっと自分の手を添そえて、溢あふれる唾だ液えきに噎むせそうになりながら必死に骨張った手指に舌を絡からめる。

　一体なにをさせられてるんだろう、とこの行為に疑問を持ってはいたものの、上手だよ、と言われるとやめるのも気が引けた。

　不意に、一本だけ逸それた指が舌の裏側をつつ、と撫なでていく。一いつ瞬しゆんの吐き気と、同時に背筋に走った悪お寒かんに体が震ふるえた。

　胸の奥が引き絞しぼられるような、落ち着かない感覚に身を捩よじると、ふっと比護が笑う。

「ここ、感じるの？」

　恥はずかしい指し摘てきに、全身が熱くなる。

　言い立てられると本当にそんな気がしてきて、水森は頭かぶりを振った。

「く、ん」

　眉まゆを寄せて抗こう議ぎの意思を表したが、比護は意地悪そうな顔をして、二本の指で水森の舌を摘つまんだ。

「や、ぇ……っ」

　やめて、と言ったが口の中に指を突つっ込まれて舌を引っ張られてはまともな科白せりふにならない。

　大したことではないのに、ひどく意地悪をされている気分になって、目に涙なみだが滲にじんだ。

　また、くいと舌を摘まんで引いている比護の顔がすごく嬉しそうで、ちょっと腹が立つ。

　押し返そうと手を伸のばした瞬しゆん間かん、ようやく口から手が引かれた。

　突き放されるように自由になった舌に戸と惑まどっていると、男の唇くちびるが素す早ばやく重なってくる。

「ん……っ」

　いじくりまわされて痺しびれた舌に、比護のものが絡められた。

　彼の指にそうしたように、水森も覚えたての舌した遣づかいで応こたえる。

「……、ん」

　指より柔やわらかな舌に口の中を撫でられて、変な声が出そうになった。

　角度を変えてキスをしながら、比護は水森の下か肢しに触ふれた。

「んっ」

　濡れた指が脚の間に滑すべり込んでくる。

　いつもは石せつ鹼けんで擦こすられる場所に、唾液で濡れた指が差し込まれた。

「うぁっ」

　乾いているせいか、少しひりつき、引っかかるような感じがするけれど、痛みはない。

　慣らされた場所はすぐに二本目の指を吞のみ込んだ。

「ん、っ」

　広げられる感覚は、すっかりと覚えさせられている。ちょっといつもと違ちがう感覚に戸惑ってはいたものの、なんとか指に合わせてそこを綻ほころばせる。

　いつもと、と何度も反はん芻すうした言葉で、そういえばと当然のことに気が付く。

　──べ、ベッドの上でするのって……初めて……。

　今までは「ペットの体を洗う」その延長だったのに、今日は「恋こい人びと」として触れられているのだ。

　改めて気が付くとひどく面おも映はゆくて、全力疾しつ走そうしたときのように鼓動が速まる。自分の意思とは裏腹に浅くなる息をなんとか整えようとすればするほど、変な呼吸になって目が回った。

　おまけに、余計なところに力も入る。

　体をまさぐる男にその変化は如によ実じつに伝わったらしく、どうした、と首を傾かしげた。

「あ、の……」

　上ずった己おのれの声がますます緊きん張ちようを加速させ、目に涙すら滲んだ。

　きっと今、自分は相当みっともない顔をしているだろう。

　真っ赤になり、涙目な自分の情けない姿を想像すると羞しゆう恥ちで死にそうだ。引かれたり、嗤わらわれたりしたらどうしよう、と気が気ではない。

　たまらなくなって両手で顔を押さえる。

　──わー！　もう気持ち悪い。我ながら気持ち悪いー……っ！

　優やさしい比護でも、呆あきれているかもしれない。

　非常に勇気がいったが、指の隙間からなんとか男の顔を確かく認にんする。

　目が合った瞬間、比護は眉み間けんに皺しわを寄せ、右手で水森の手首を摑んだ。

「ご、ごめんなさ……」

「あーもう！」

　優しく動いていた指が、深く、水森の弱い部分を暴あばく。

　すっかりと覚えさせられた指の感かん触しよくに、体は素す直なおに反応を示した。

　比護の愛あい撫ぶに慣れた体は、容よう赦しやなく動いた指にあっという間に追い詰つめられた。

「ぁ……、あっ……！」

　いつもより皮ひ膚ふの擦すれる感じが強くて、自分の体が未知の感触に戸惑っているのを自覚する。

　ぬるぬるとした指で搔かきまわされるのもたまらないと思っていたが、ひっかくような痛みを残す、この乾かわいた感じも十分に感じてしまうらしい。

　思いのほか淫みだらな自分を知って、それを比護には知られたくなくて、水森は必死に声を嚙む。けれど声を吞み込めば吞み込んだ分だけ、体の中に快感が滞たい留りゆうするような錯さつ覚かくを覚えた。

「あ、そろそろいきそう？」

「え、ぁ」

　粘ねん膜まくをぐりぐりと弄いじりながら問われて、腰こしがびくんと跳はねる。

　一体どこで反応を探さぐってるんだ、と思いながらも、水森はいやだ、と泣いた。

「や、待って、待っ……！」

「待たない……ていうかもう、限界」

　耳元に掠かすれたつぶやきが落ちた瞬間、張りつめていたものが弾はじける。

　唇を嚙み、目を瞑つぶって堪こらえてみるが、まだ体液を零す場所を搾しぼり取るように扱しごきあげられる。ゆるゆると優しく延ばされる快感に身を任せていたが、太ふと腿ももに熱く硬かたいものを感じて目を開いた。

「あ……」

　何度か目にしていたが、ちゃんと見るのは初めてかもしれない。

　自分のものよりもずっと大きいそれに、こくりと唾つばを吞む。

　あまりに凝ぎよう視しし過ぎたのか、比護に頭を小こ突づかれた。

「そうまじまじ見ないの」

　バスルームではいつも裸はだかなのは水森だけで、彼が脱ぬいだことはない。

　だから余計、比護は水森に興味がないのだろうと思っていたのだ。

「……そんな風にしてるの、初めて見ました」

　正直に申告した水森に、比護が苦く笑しようする。

　それでも恥ずかしさは微み塵じんもうかがえないあたり、色々と場数が違うのだろうなと少し複雑な気持ちにもなった。

「まあ、自制はしてたからね」

「じせい……」

　ちょっとすごいだろ？　と冗じよう談だんめかした言葉より、彼が「自制」する程度には、自分に興味を持ってくれていたのだということがわかって安あん堵どする。

　比護は「どうしてそこでほっとしてんの」と唇の端はしを上げながら、水森の脚あしを抱かかえた。腰を浮うかされて、脚の間に比護の体が割り込んでくる。

　指を入れられていた部分を広げられて、喉のどがひくりと戦慄わなないた。

「ごめん……痛かったら」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、です」

　本当に大丈夫かわからなかったが、とにかくそう答える。

　脚を大きく開かされ、指で散々弄られた場所に熱いものが当てられる。

「う、……く……」

　内臓を押し上げられるような圧あつ迫ぱく感かんに、息を吞む。それでも我が慢まんできないほどに苦しくはなくて、水森は細く息を吐はいた。

　絶対に入らない、と思っていたのに、爛ただれた粘膜は比ひ較かく的てきスムーズに男のものを吞み込んでいき、収しゆう斂れんする。

　──噓うそ、噓……だって、あんなの。

　ずるずると、貪どん欲よくに熱を咥くわえる自分の体に戸惑って、水森はシーツに縋すがる。

　入る前に目にした男のものは、見慣れた己のものよりずっと大きくて、それなのに難なく受け入れてしまう体が恥はずかしかった。

「やだ……や……」

「ごめん。ごめんね、あと少し我慢してくれると、嬉うれしいんだけど」

　項うなじを撫なでながら、比護はゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。

　比護は、痛みや苦しみで水森がいやだと言っていると思っているに違いない。

　けれど、本当はそうではないのだ。

　やすやすと受け入れてしまう体が、初めて体を開かれているのに既すでに快感に兆きざし始めている体が、恥ずかしくてたまらないのだ。

　これ以上淫らな体を知られたくなくて、嫌いやだ。

　もういや、やめて、と哀あい願がんしたけれど、比護はやめてくれなかった。

　一いつ旦たん腰こしが止まり、臀でん部ぶに触れる肌はだに、隙すき間まなく体が触れていることに気づく。

　ほっと息を吐くのと同時に、腰を掲かかげられ、ぐっと奥まで押し込まれた。

「ぅあん！」

　上ずった情けない声に、慌あわてて口を塞ふさぐ。

　ふるふると体が震ふるえ、比護を見上げると、相そう好ごうを崩くずした男と目が合った。

「……可愛かわいい」

　臆おく面めんもなくそんな科白せりふを吐かれて、怒いかりにも似た羞恥に泣きそうになる。

　口を押さえた手の上に、比護は音を立ててキスをした。

「奥まで入ったよ、ヒナちゃん。わかる？」

「やー……」

「指じゃ届かなかったところでも、感じてよ。ヒナちゃん」

　誇こ示じするように腰を押し付けられ、水森は首を振ふる。

　比護は目を丸くして、水森の額を撫でた。

「やなの？」

　優しいが、どこか揶や揄ゆするような口調に惑まどう。

「じゃあ、どこまでしていい？」

　答えようもなくて顔を逸そらすと、一いつ旦たん奥に押し込んだあと、比護は腰を引いた。

「ふ、ぅう……」

　ずるずると引き抜ぬかれると、一いつ緒しよに背骨を抜かれるような感じがして、不快感からではなく肌が粟あわ立だった。

「ん、ん」

　一番感じる部分を擦こすられて、無意識に膝ひざを閉じてしまう。

　けれど比護はそれを許してはくれず、先さき程ほどよりも大きく水森の脚を開かせた。太腿を摑まれて、小刻みに突つかれる。

　揺ゆさぶられる度たびに「あ」と、情けない声が漏もれ、自分のものが体液を零こぼしながら揺れるのがわかった。

「あっ、あ」

「ヒナちゃん、好きだよ」

「……っ、や！」

　耳を擽くすぐるような声こわ音ねで告げられた言葉に、びくんと腰が跳ねる。内うち腿ももが引きつれるように痙けい攣れんし、腹が自分の放ったもので濡ぬれていた。

　ぜいぜいと胸を喘あえがせながら天てん井じようを見ていると、体液を肌に塗ぬりたくるように、比護の指が触ふれる。

「告白で、感じちゃったの？　ヒナちゃん」

　まさしくその通りのことを指し摘てきされて、水森は顔を逸らす。

　ふっと笑う気配がし、比護が覆おおいかぶさってきた。ぴったりと隙間なく肌を合わせ、中を穿うがたれる。

「あっ……！　あ、あ！」

　まだ敏びん感かんな中を搔きまわされ、先程達したばかりの己おのれのものが、二人の間でもみくちゃにされる。

　ぬるぬるとした感かん触しよくに、また兆し始めてきたのを自覚して、水森は首を振った。

　大きく抜き差しをするのではなく、深く嵌はめたまま揺さぶられる。一番深い場所を小刻みに突かれるような、浅い部分を広げられるような、形容しがたい感覚で頭がぐらぐらした。

　重なる体があまりに近くて、比護の息いき遣づかいや、鼓こ動どうや、筋肉の動きがダイレクトに伝わってくる。

　興奮してるのは自分だけじゃない、ということに安心する一方で、求められていることにひどく気持ちが乱された。

「ヒナ、日南人」

「……っ、や、いや」

　これ以上搔かきまわさないで、と泣き言を漏らすと、比護の腰こしがぶるりと震えた。

　腰を浮かすように抱だかれて、先程よりも強く穿たれる。達したばかりなのに、また体が追い込まれるのがわかって、水森は比護の背中に爪つめを立てた。

「っく……」

「ふ、あ」

　びくん、と比護が身を屈かがめた瞬しゆん間かんに、体の深い部分に熱いものを浴びせられる。

「……っ？　ぁ……──」

　深いところに流し込まれた熱に、水森は声にならない声を上げて達した。がくがくと震える腰を宥なだめるように撫でられて、無意識に体が逃にげる。

「っ、ヒナちゃん動くなって、まだ出てるから……」

「ひ、ぅー……っ」

　奥にだけ流し込まれたものが、蠕ぜん動どうする内ない壁へきに撒まき散らされるように滑すべって行った。排はい泄せつ感にも似たものに、涙なみだが零こぼれる。

「あふ、溢あふれ……」

「溢れないって。大丈夫」

　ほら、と言いながら、比護は勢いよく奥を穿つ。　>>>♥

「……──！」

　強い衝しよう撃げきに、水森は固まる。比護は上体を起こし、先程から立ちっぱなしの水森の性器を扱しごきながら、もう力の入らない体を揺さぶってきた。

　溢れない、などと言ったくせに、比護の律動に合わせて、中の粘ねん液えきが濡れた音を立てて漏れてくる。

　粗そ相そうしたような気分にさせられ、水森は羞しゆう恥ちに泣き声を上げた。

　ひぐ、としゃくりあげた水森に、比護が困ったような顔をする。

「ほら、あんまり泣くと腫はれるよ」

「だ、誰だれの……っ」

　誰のせいだと責めると、比護は答えるわけでもなく、ただ嬉しそうに破顔した。

　そうして、とめどなく涙を零す目め尻じりに、そっと唇くちびるを寄せてくる。熱っぽい体のそこだけが穏おだやかに優やさしくて、水森は鼻を啜すすって涙を吞み込んだ。










「……で？　結局なんの問題もなく元もと鞘さやですか？　なんなんですか？」

　日曜日、朝一番に二人の部屋を訪おとずれた安養寺は、ソファにふんぞり返りながらふんと鼻を鳴らした。

　対する比護は同じだけ不ふ機き嫌げんそうで、水森ははらはらとしてしまう。

「あの、その節はご迷めい惑わくをおかけしました。ありがとうございました」

　本来ならば、すぐに問題が解決したと連れん絡らくをするべきであったし、巻き込んでしまった安養寺にも謝罪と礼をすべきであったのだ。

　けれど、水森と比護は揃そろってそれを忘れていた。

　金曜日の夜から土曜日まで、ずっと爛ただれた時間を過ごしていたせいで、頭から抜け落ちてしまっていたのだ。

　懲こりずにベッドで縺もつれて、朝からまた、と思っていたところ、タイミングよく安養寺が部屋までやって来た。

　それで、比護は不機嫌なのだ。

　お礼を言いましょうよ、と先程から目で訴うつたえているのだが、比護はしらっとした顔をしてそっぽを向いている。

「比護さん、子供っぽいです」

　ちょっとだけ責める口調で言うと、比護は驚おどろいたようにこちらを振り返った。

　その様子を眺ながめながら、にやにやと安養寺が手招きする。

「ヒナちゃんよく言った。こっちおいでー」

　手招きをされて、比護が何事か言い出す前に、安養寺の隣となりに移動する。

　対面の比護は、明らかにショックを受けた顔をして固まっていた。

　水森は怒おこってるんですよ、という表情を作ってみせたが、内心一いつ喜き一いち憂ゆうする比護が可愛かわいく思えてしまって表情を保つのに苦労する。

　そんな無言のやりとりに、安養寺が勢いよく吹ふき出した。

「やー、ヒナちゃん、強くなったねえ」

　からからと声を上げて笑う安養寺の指摘に、ちょっとだけ恥はずかしくなる。

　すみません、と言いさした水森の頰ほおを、安養寺がつついてきた。

「いいことだよー。強くなるのは、生きていくのに必要なスキルだ」

　ぷにゅ、と頰をつつきながら、安養寺は目を細める。

「弱いことも、誰かの安らぎになることもある。だから捨てる必要はない。でもヒナちゃんに必要だったのは、強くなることだね。でも無む暗やみに強くなるのは難しいし、無暗な強さは誰かを傷つけることもある」

　ふと、目の前に座る恋こい人びとに視線を戻もどす。

　比護は、安養寺を睨にらんではいたが、口を挟はさみはしなかった。

　もう一度安養寺を見やると、彼は唇で綺き麗れいな弧こを描えがく。

「愛されてるね」

　その安心感が、自信が、自分の性格を少しだけ変えたのかもしれない。

　そうかもしれません、と微笑ほほえむと、唐とう突とつに安養寺にキスをされた。

「なっ……！」

　キスといっても頰にされただけだったが、声にならないほど驚いてしまう。

　比護は唇が触れた瞬間に勢いよくソファから立ち上がった。

　頰を押さえて目を瞬またたかせていると、安養寺が首を傾かしげる。

「そんなに驚かなくても。友達同士だし、普ふ通つう普通」

　長らく人付き合いをしてこなかった水森には、その真しん偽ぎがわからない。子供の頃ころは確かに大人相手にも子供相手にも気軽にキスはしていたが。

「ええと……そうなんですか？」

「そんなわけあるか！」

　声を張り上げて、比護が大おお股またで歩み寄ってくる。二の腕うでを摑まれ、水森は反対側のソファに引き戻された。

「安養寺お前、ふざけるなよ」

「いいじゃん。俺だって子供の頃ヒナちゃん好きだったもん」

「知るかそんなの！」

　悪びれずに答えた安養寺に、比護が歯を剝く。

　展開についていけずに目をぱちぱちとさせていると、安養寺が整った顔に笑え顔がおを湛たたえながら優ゆう雅がに手を振ふってきた。

　綺麗な普通の人だと思っていたが、意外とそうでもないのだろうか。

　よくわからないままぎこちなく笑みを返すと、比護の怒いかりが飛び火する。

「ヒナ！　お前もなんで触さわらせるんだ、男は皆みなオオカミなんだぞ！」

「ええ……？」

　俺も男なんですけど、と言える雰ふん囲い気きではないし、男に襲おそわれたこともあれば恋人が男である自分が言えることでもない気はした。

「……今日の夜、覚えてろよ」

　耳元で囁ささやかれた脅おどし文もん句くに、水森は青くなったり赤くなったりする顔を俯うつむかせる。

　いくら小声だったとはいえ、室内の近い距きよ離りにいた安養寺にもその科白せりふは届いていたらしい。

　うへえ、と声を上げて、安養寺はげんなりとしていた。

「ヒナちゃん」

「はい？」

「……抱だきつぶされる前に、嫌いやなことは嫌って言いなさいね」

　ノーと言える勇気、と言い含ふくめられたが、きっとこれからも、比護のすることに嫌だとは思えないのだろうな、と水森は力なく笑った。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。栗城偲と申します。

　このたびは『うちの子が可愛くて』をお手に取って頂きましてありがとうございました。

　初めてのルビー文庫さんで緊きん張ちようしておりますが、少しでも楽しんで頂けましたら幸いです。







　イラストは六[image: 芦]かえで先生に描いて頂けました。

　受けの水森をふんわりと可愛かわいく、攻せめの比護は端たん正せいで精せい悍かんな男にして頂いて、感激でした。個人的にはもさっとバージョンの水森も大変可愛らしくて好きです。

　あと、口絵でリボンのシーンが見られて嬉うれしかったです。

　ご多た忙ぼうのところ、素す敵てきなイラストをありがとうございました！

　担当さま。割と密にやりとりをさせて頂いていたのに、なんだかいつも割と揃そろって考え込んでしまうことが多かったような気がします……。

　今回はお盆ぼんなどを挟はさんでしまったこともあり、色々とお手数をおかけいたしました。ありがとうございました。

　担当さんとのやりとりはといえば、初しよ稿こうを提出したときに「今回は随ずい分ぶんＨシーンを頑がん張ばって頂いて……」と会話の途と中ちゆうで何度か仰おつしやっていたのがなんだか印象的でした（笑）。頑張りました。







　最後になりましたが、この本をお手に取って頂いた皆みな様さまに、心より御お礼れい申し上げます。ありがとうございました。

　感想など頂けましたら嬉しいです。

　またお目にかかれますように。





栗城　偲　　
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